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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　①




　ある日のこと。

　たとえば、そう……。

　突とつ如じよとして兄の様子を見にやってきたヒデオの妹、川かわ村むら英えい子こを東京駅まで見送りに行ってから、改めて様々買い込んでヒデオのアパートに戻もどってきた……そんな、ある夏の日のこと。

　その日も太陽はいつものように西の空へととっぷりと暮れ、霞かすみが関せきの外れにあるアパートでの宴うたげの時間は和なごやかに推移していった。

（……。）

　ヒデオは酒を一口。

　集まっているのは、睡すい蓮れん、美み奈な子こ、千ち影かげ、花か果か菜な、そしてエルシア。

　皆みな、確かに自分とは何らかの縁えんで知り合った仲ではあるが……こうして、一所に集まって、飽あきもせず会話を続けられるというのは、それぞれの社交性が高いのか、それとも偶ぐう然ぜん、単にウマが合っているのか。

「だめよ美奈子さん、結局ああいうのはガツンと言わないと」

「はぁ……ときどきガツンとやってはいるんですけど。制圧とまでは行きませんけど」

「やるって……まさか武力行使ですか。それはさすがに逆効果かと」

「何を生なま温ぬるい。わたくしなど、日々これガツンです」

　そんな中、エルシアだけは相変わらずの泰たい然ぜん自じ若じやく。先さき程ほど買ってきた若いワインを、一人マイペースに嗜たしなんでいた。

　そんなヒデオの視線に気付いたように、艶つやっぽい微び笑しようを浮うかべる。

「何かしら」

「……いえ。何も」

　何でか知らないが、ここにいる全員、世間一いつ般ぱんで言えば可愛かわいいや美人に入る女性ばかりなのだが……魔ま族ぞく。種族がそもそも違ちがうエルシアだけは、やはり神秘的とも呼べるほど美しい顔立ちをしている。

　一種、綺き麗れいすぎて近付きがたく、経験上、それがまた浮うき世よ離ばなれした恐おそろしさをも感じさせるのだが。

（……）

「？　ヒデオさん、出かけるんですか？」

「いえ。少し、トイレに」

　綺麗どころばかりでのぼせたのを、酒が回ってきたのだろうかとヒデオは席を立った。

　千影が無言で立ち上がった。




　　　　◆




（……。）

　女たちがテーブルを囲んでいる。

　エルシアが一人ワインを嗜んでいる。

　テーブルの上にパソコンのソフトが五本ほど、軽く塔とうのように積み重なっている。

「……だから……、千影っ……」

「どうかしたの？　早く座ったら、妖よう精せい使いさん」

　だから！　何でこの女はっ……！

「ヒデオさん」

「……はい」

　静かに、そして暗く持ち上げられた美奈子の視線に、ヒデオは思わず正座した。クッションやら何やらはみんな女たちに譲ゆずってしまっているので、フローリングに直じかである。結構痛い。

　痛いがヒデオは、まず言うべきを言った。

「しかし前も言いましたが、それらは預かりものであり」

「はぁ～……川村さんもこういうゲームを」

「天あま白しろさん。繰くり返しますが、預かりものであり」

「ああいえ、私は別に気にしませんので。隊にも好きな人は結構いるみたいですからね、こういうの。しかし実際に見るのは初めてで……なるほど……」

　花果菜はしげしげとパッケージに見入っている。

「……と、言うよりです」

　アルコールのせい以上に、耳まで真っ赤になった睡蓮が立ち上がった。

「なんなのですかこの悪あしく疚やましく禍まが々まがしくアレなコレはっ!!」

「……あ。しまった、睡蓮には耐たい性せいがなかったかしら」

　今さら千影がしくじったような顔で呟つぶやいたが、もう遅おそかった。以前の酒しゆ宴えんでは酔よっぱらって覚えていなかったのを、今回はまだ酔いが浅かったらしい。

「猥わい褻せつ物です！　美奈子、お前も警察官でしょう！　取り締しまりなさい!!」

「はっ!?　いや、しかし……所持していたヒデオさんはともかく、これらは一応、成人に対しては販はん売ばいを認められているもので……」

「こ、こっ、このように悪しきものが一般の市場に出回っているというのですかっ!?　花果菜！　日本の、国家の一大事に自衛隊は何をやっているのです!?」

「ええと……我々の場合は、基本的に行政からの命令がなければ出動することはなくてですね」

「所しよ詮せん公僕、政府の犬というわけですか！　ならば結構、このような悪しきモノはわたくし自らの手で……！」

　と、睡蓮がどこからともなくの短刀を振ふりかざしたとき……エルシアが横合いから、それを一本手に取った。

「触しよく手しゆ……？　人の子は面おも白しろいことを考えるのね」

「ええそうでしょうエルシアさん世の中には。そういうのが好きな人もいるようなのです」

　努めて冷静な声で、ヒデオはそう言った。

　言ったはずだった。

「……」

「……」

「……面白そうね」




　ぞくぅっ!!




　とノアレが総毛立つような気配もあったが、他の女性陣じんも同じような感覚を覚えたようにエルシアから身を遠ざけた。

　睡蓮が思わずといったように、短刀をエルシアに向けて身構えている。

「な、な、なんですかエルシア。いかにみーこ様のご友人といえども看過できぬ、そういった悪しき気配を感じたのれすが」

「……そう？」

　うっとりとした熱っぽい目をして、ゆったりと微笑を浮かべながら、エルシアがワインの入ったグラスを傾かたむける。

　んく、んく、と。喉のどを鳴らして結構勢いよく飲む。

「魔界には、この手の魔物は結構いるのよ。それをこんな風に利用するなんて、人の子は見たこともないのによく思い付くものね」

　感心し、また一方で諦あきらめたように。

「それとも、知っていても思い付きすらしない魔族が怠たい惰だなのかしら。魔法少女なんてものを知ったときも思ったけど、つくづく、種の違いというものを思い知らされるわね……」

（……）

　ただのエ○ゲの一本にそんな深遠な問い掛かけをされても困るのだが。

「……ふふ。つまり旦だん那な様は、こういうのがお好きなのね」

「いえ。あくまでも。広い世の中には、そういった趣しゆ向こうを好む人もいるかも知れない、というだけのことで」

　ソフト自体もそれに固こ執しゆうした内容というのではなく、パッケージ裏のサンプルＣＧにそのようなものがたった一枚、紹しよう介かいされているだけなのだが……。

　しかし相手はあのエルシア、ヒデオは彼女の出方を窺うかがいながら、何かの時に自分を勢いづける意味も含ふくめて酒を一口。

〝閣下、頑がん張ばってください……！〟

　エルシアに気取られないようにか、いつもより遥はるか遠くからノアレの声が聞こえてくる。電話が遠いとか、このような感じなのだろうか。

「お好きなのね」

「いえ」

「お好きなんでしょ」

「いえ」

「好きなクセに」

「いえ」

「じゃあ嫌きらいなのね」

「いえ……。あ」

　と気付いたときには部屋の中央にあったテーブルがひっくり返り、床ゆかからうねうねとした黒い何かが数本、生えてきていた。




　　　　②




「きゃああっ!?」

　美奈子と花果菜が悲鳴を上げて飛び退のき、逃にげ場もなく壁かべに張り付く。

「ちょっと……冗じよう談だんでしょ……」

　事ここに至っては千影も普ふ段だんの冷静さを欠き、冷や汗あせ一いつ滴てき。

　一方でエルシアがトロンとした目、どこかおぼつかない指でいつもの魔導書をめくっていく。

「さて……。ええと……。何ページだったかしら……」

「このような悪しきものは、このらいよんじゅうよんらいなごやかわ……とうらい……ええと……れすが、とにかく！」

　短刀を弓に持ち替かえた睡蓮が、部屋の中心部に現れし異形の何かへ向けてふらふらとそれを引き絞しぼる。

「滅!!」

「十二ページ？」




　びたーんっ!!




　アルコールのせいで普段の鋭するどさが鈍にぶっていたらしく、睡蓮は触手の一本に呆あつ気けなく弾はじき飛ばされ、壁にへばり付いた。そのままずるずる床に滑すべり落ちると、すやすやと寝ね息いきを立て始める。

「ちょっと、イメージと違うわね……えっと……そうね、束そく縛ばく……拘こう束そくは……」

　エルシアが魔導書に気取られているうちに、美奈子、千影、花果菜が、そーっとテーブルを回り込み、そしてあるときから一いつ斉せいに部屋を飛び出す。

「……やっぱり十二ページ？」




　びたーんっ!!




「「「きゃああっ!!」」」

　三人まとめて玄げん関かんのドアにへばり付き、睡蓮と同じようにその場に倒たおれ込んだ。

（……。）

　まあ千影は自じ業ごう自得であろう。はっは。

　少し愉ゆ快かいな気持ちになって、ヒデオは酒をまた一口。

〝だからって美奈子と花果菜は関係ないでしょ!?　元はと言えばヒデオがブツを未練がましく手元に残しておいたのが原因なんだから、吞のん気きに笑ってないでなんとか……！〟

　……あ？

〝あ？　じゃなくて……！〟

　でもここにいるの全部自分の彼女だし？　かといって現実にそんなことは有り得ないし、つまりこれは夢の世界の話なわけで、だったら今までいいように遊ばれてきた分、この小こ綺ぎ麗れいな子羊たちに夢の中でちょっとくらい何をどうしようと僕の勝手ですよね。

〝……ヒデオ？〟

　ヒデオはがぶがぶとグラスの酒を飲み干した。

　妹のおかげで一時は酔いが覚めたが、それとてつい数時間前のこと。二日酔いにもならぬうちから迎むかえ酒をしているも同然で、一日のアルコール摂せつ取しゆ量としてはこれまでの記録をとっくに上回っていた。

　つまり、何をしても自由なのだ。

〝……自分で何言ってるかわかってる？〟

　ほう。ヒキニパ神の加護を受けしこの我に楯たてを突つこうというのか、闇やみの精せい霊れいとやら。

〝……。もういいわ、こうなったら〟

　めんどくさくなったノアレが、山さん荘そうで葉は多た恵えの薬効を抜ぬいたときのようにしようと、ヒデオに近付いたときだった。

「六ページ」

　ひゅんっ、と風を切って一本の触手がヒデオの髪かみをかすめ飛ぶ。

〝しまっ……!?〟

　空間を貫つらぬき、その向こう側からノアレを引きずり出してくる。

「っく!?　うっかり近付き過ぎた……！」

「……ふふ。見付けたわ、可愛い子」

「怖こわいわお姉様っ！」

　うっとりと冷たい笑えみを浮うかべるエルシア。

　両手両りよう脚あしに絡からみ付いた太い触手によって、ノアレの華きや奢しやな身体からだが徐じよ々じよに引き寄せられていく。

「このっ……！　放しなさいってば！　ヒデオ、目を覚ましてっ！」

「心配するな。僕ならば、もうすでに開眼している」

　何に目覚めてしまったかはともかく。

「エルシア。どうやらこれは、僕の夢の世界らしい」

「あら。それは素す敵てきね旦那様」

「よって。この世界の神は、僕である。手始めに、その小生意気な闇の精霊を剝むいて食べることを許可しよう」

「……あら。いいのね？」

「よ、く、な、い～っ……!!」

　触手が引っ張る反対方向へと、ノアレが力ちから一いつ杯ぱいに抵てい抗こうする。

「ていうかヒデオ、いきなり未成年からとか条例を無視するにしても順番がおかしいわっ！　普通に考えてあっちのお姉様たちからでしょう!?」

「大体が。巫女みこ服を着ていない巫女や、制服を着ていない婦人警官や、制服を着ていない女子高生に……どれ程ほどの価値が。いいか。どれ程の、価値が。あるというのか。いやない」

「相変わらず酔よっぱらってるクセにとんでもない正論を……。じゃあヒデオは、お姉様たちには服以外の価値がないとでも言うつもりなのっ……!?」

　エルシアの喚よび出した触しよく手しゆが、玄関の三人をずるずると引っ張り寄せてくる。睡蓮も入れて都合四人が壁かべ際ぎわに手首を縛しばり上げられ、ぶら下げられる。

「ほら、見なさいヒデオ！　花果菜のメガネ、千影の巨きよ乳にゆう、いつも気の強い睡蓮の軽く頰ほおを赤らめたエロい寝顔！　これでもまだ……！」

「ノアレ……君は一つ。大事なことを、忘れている」

「忘れる!?　ハァ!?　三千世界の闇を統すべるこの私が!?　悪あしき疚やましきいやらしき、人の心に巣くうあらゆる闇さえ支配するこの私が、何を忘れたと言うつもりかしら!?」

「ロリは、最強だ」

「忘れてたわああああああああああああああああああああああああっ!?」

　ノアレの絶ぜつ叫きように、ヒデオは一つ頷うなずいた。

「僕は。どうもそういう目で、見られないのだが。エルシアさんが」

「可愛かわいいわね」

「と、君のことをおっしゃるので」

「ああ……そう」

　ぎし、とノアレを引き寄せる触手が悲鳴を上げた。

　ノアレが、カッと目を見開いたまま笑い始める。

「アハ！　アハハハハ!!　ああそう!?　もういい、もうめんどくさいわ！　ヒデオ、あなたはこの私を敵にするというのね!?　あなたを守護するこの私を!!　これはもう、契けい約やく破は棄きと見なしてもいいのかしら、ねえヒデオ!?」

　触手が軋きしみ、次の瞬しゆん間かん、破は裂れつするように全すべてが消し飛ぶ。飛び散った触手の破は片へんは、床に落ちるよりも早く、夢ゆめ幻まぼろしのように霧む散さんする。

「アハハハ、アハハハハハハハハッ!?　残念だったわねお姉様ぁ!?　闇に属する下等生物ではこの私は捕とらえ」

「一六一ページ」

　先回ノアレを半日に亘わたって拘束した光の鎖くさりが、再びノアレに巻き付いた。

「いーやー！　アンチ属性はいーやー！」

　エルシアは静かで、うるさいのはみんな縛り上げた。

（……うむ）

　これまで虐しいたげられてきた身としては、なかなかに壮そう観かんな眺ながめだった。

「じゃあ旦だん那な様。この子はあとで、剝いて、食べるわね」

「ああ。好きに、するがいい……」

　ドアのチャイムが鳴ったのはそのときだった。

「お邪じや魔ましまーっす！　すいれーん、いつまでヒデオくんのところに……って」

　鈴すず蘭らんだった。

　部屋に入ったところで、立ち止まった。

「……なんだ、この楽しそうな状態は」

　またこういうときに限って私服ときた。

「鈴蘭さん」

「ああ、ヒデオくん。自分から口を開いた上に私を役職じゃなく名前で呼ぶなんて珍めずらしい」

　鈴蘭が、ちょっとうきうきした様子で訊たずねてくる。

「で、何やってるのこれ？」

「なぜ。メイド服では、ないのですか」

「……え？」

「なぜ。今日はメイド服ではないのかと、問うているのです」

「なぜって……あれ、暑いし」

　ヒデオは半ば苛いら立だちを込こめ、壁際の女共に向かって腕うでを振ふりかざした。

「見なさい。全員。全員です。今日という、この日に限って全員っ……私服なのです」

「うん……それは見ればわかるけど」

「何が。面おも白しろいのかと」

「私も暇ひまは暇だけど、なるべく順序立てて説明してもらえると助かるヒデオくん。何か必要なら手伝うし」

　代わりにノアレが声を上げた。

「ヒデオが酔っぱらって、エルシアお姉様も酔っぱらってて、それでお姉様たちを触手でどうかしようとしてるのよ！　どうしようとしてるかは、小学生の私の口から言うわけにはいかないけど」

「あ……ああ……。ああ～……そうなんだぁ……。うん」

　さしもの総そう帥すいも軽くたじろいだ。

「じゃあとりあえず、うちの睡蓮だけ返してもらっていい？」

「……やれ、エルシア」

「わかったわ、旦那様」

　床ゆかから新たに伸のびた黒い触手が、鈴蘭目め掛がけて飛来する。

「炎えん獄ごくッ!!」

　鈴蘭が廊ろう下か側へ飛び退のきながら咄とつ嗟さに手を振り払はらい、青白き炎ほのおの軌き跡せきでそれを遮しや断だんする。

「ほ……ほう？　ほほう？　なに？　なんだヒデオくん。ひょっとしてこの私に楯たて突つ」

「十二ページ」




　びたーんっ!!




「ぎゃはっ!!」

　玄げん関かんドアに生えた触手に思いっきり張り飛ばされた鈴蘭が、部屋の中まで弾はじき返され壁に激げき突とつした。

　そのまま、妹たちと同じようにうねうねとした触手に縛り上げられる。

「このっ！　放せ！　はーなーせーっ！」

　その姿、その言葉に対し、エルシアは小さくかぶりを振った。

「無む駄だよ。このアーディグバーラは戦いくさにも使われるほど獰どう猛もうな、魔族の中でも恐おそれる者の多い魔界の原生生物。人語なんて解さないし、召しよう喚かん者しやである私の命しか聞かないわ」

「そっ……そんな生態兵器みたいなものをよくも平然と密入界させたな……」

　息を吞のむ鈴蘭へ、ヒデオは後ろに手を組んだまま悠ゆう然ぜんと歩み寄り、間近に見上げた。

「……なるほど、総帥」

「な……なんだ!?　妹はともかく、私に何をする気だ!?」

「以前はサングラスのせいで、よくわからなかったのですが。こうして見ると……なかなか、可愛い顔をしていらっしゃる」

　……。

「う……。お、お、おだてたって、その……えっと……。うちの幹部にしてやらなくもないけど……」

「よわっ!?　よっぽどけなされ続けてきたのね、お姉様」

「うるさいっ!!　高校時分からクソバカだの洗せん濯たく板いただの言われ続けてれば誰だれだってそうなる!!」

　しかしながら両手を上に、背伸びするようなこの体勢であるからして。ヒデオはその胸むな元もとの部分をじっと見やった。目が据すわりきっているので、特にいやらしさもなく。

「言うほど、ないわけでもないでしょう。というか、充じゆう分ぶん。魅み力りよく的なのでは」

「えっ……。う……。あ……。いや……その……。まあヒデオくんなら、今までの実績から言って私の秘書……いや、いっそ副総帥辺りに取り立てなくもないけど……」

　うんうんと頷きながら、ヒデオは改めて部屋の中を見み渡わたした。

（……素す晴ばらしい）

　素晴らしい夢である。だが壮観であるからこそ、全て私服であることが返す返すも惜おしまれる。

「で……確か、ノアレちゃんだっけ？　私たちはこれからどうなるの？」

「さあ……。とにかくヒデオは、酔っぱらってる間は予測不可能だから……というより、エルシアお姉様が嚙かんでいるのが一番収しゆう拾しゆうが付かないのよ」

「う……。う～ん……。確かにねぇ……ミーコさんクラスの人が羽目を外したとなると……」

　そのとき、アパートの駐ちゆう車しや場に原付きの音がした。

　少しして、呼び鈴りんが鳴る。

「どうもどうも～。ヒデオさん、お邪魔しますよ～。お館やかた様にお水を上げに帰ってまして、お土産みやげなど……」

　勝手知ったように入ってきたのは、葉多恵であった。
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　部屋の様子を見て、立ち止まった。

「こっ、これはっ……また、おいしそうなことを……」

　縛り上げられた娘むすめらを見ていつの頃ころを思い出したか、じゅるりと舌なめずり一つ。

「おおっと、いけないいけない。つい昔のクセが……ええと、それでですねヒデオさん。お土産を買ってきたので一つどうぞ」

　ぼた餅もち、二個入りほどの食べきりサイズを一パック。

「これは。ご丁てい寧ねいに、どうも」

「いえいえ～、どういたしまして～。ところで今日は大勢お揃そろいで、どういった趣しゆ向こうですか？」

　ノアレが言った。

「ヒデオとエルシアお姉様が酔よっぱらって収拾が付かないの！」

　あっ、と鈴蘭が声を上げる。

「ひょっとして、その人がほむらさんとガチできるっていう葉多恵さん!?　だったらエルシアさんにも対たい抗こう……！」

「ああ、そういうあなたは睡蓮さんのお姉さんの鈴蘭さんで？　いえいえ、謙けん遜そんするわけではありませんがあんな筋肉馬ば鹿かの野の良ら鬼おに一いつ匹ぴきくらい目じゃありませんよ、今だってこの一帯はもう私の縄なわ張ばりなんですけどあんな時代遅おくれの馬鹿鬼なんて他ほかに行き場もないようなので仕方なくあのオフィスに置いてやっているだけでしてね～、え～もうマジでマジで」

　葉多恵の口も声も非常に明るいものだったが、目だけがどうしようもなく笑っていなかった。

「あ……あはは……ほんとに仲悪いんだね……」

　感心半分呆あきれ半分の鈴蘭をよそに、ヒデオは葉多恵に向かって一歩進み出る。

「単刀直入に、言いましょう」

「はいはい～。なんですかヒデオさん。相当酔っぱらってるみたいですが」

　一目で見み抜ぬく辺りが葉多恵である。

「ここは、僕の夢の世界であり。言わば僕が、この世界の神なのです」

「……イッちゃってますね～。なるほど、内向的なヒデオさんらしい妄もう想そう上じよう戸ごと」

「黙だまれ。全て、現実の夢だと言っているのだ」

「「どっちよ……」」

　ノアレと鈴蘭が呟つぶやくが、ヒデオは気にしなかった。

「だが……うむ。和服というのは、少し見所がある」

「はい、いつもの着物ですが……それが何か？」

「やれ、エルシア」

　触しよく手しゆが葉多恵の身体からだに絡からみ付く。

「葉多恵さん……!?」

　危き惧ぐした鈴蘭が名前を呼ぶが、当の葉多恵は微び動どうだにせず。

「……なるほど。おおよそ、どういった始末かはわかりました」

　ぶちぶちと、まとわりついた蜘く蛛もの巣でも払うように呆あつ気けなく触手を千切り、払い除のけ。

「しかしこれではとても。とてもとても」

　今度は葉多恵の手から伸びた蜘蛛の糸が、エルシアの身体にまとわりついていく。それこそ意思ある触手のように、束となってだ。

「……そう。あなた、なかなか面白い生き物のようね」

「そうでしょう異界の方。蜘蛛の糸は同じ太さの鋼鉄より何倍も強く、この糸はそのさらに何倍も強度があります」

　そんな糸が、エルシアを繭まゆで包もうかというほど幾いく重えにも折り重なっていく。

「そうみたいね。でも……」

　腕の自由が妨さまたげられ、魔ま導どう書しよが床に落ちる。

「一〇〇ページ」

　弾かれたように獣けものの書のページが躍おどり、開示。揺ゆらめく炎が、綺き麗れいに糸だけを焼き尽つくし、高貴な身体には灰も残さない。

「熱には、それほど強くはないみたいね」

「なるほどなるほど。愉ゆ快かいな術をお持ちのようで」

　二人は、うふふ、ふふふ、と笑い合ってはいるものの。

　各おの々おのの持つ力の強さを察してか、完全に眼めの色が変わっていた。

「踊おどりなさい」

　先のノアレもかくやとばかり目を見開き、エルシアが笑いながら命ずる。床を破り、壁を破り、闇やみの精せい霊れいをも捕とらえる縛ばく鎖さが葉多恵を目め掛がける。

　言葉通りに葉多恵は踊る。目を見開いて笑ったまま、舞まうようにそれら全すべての光の鎖をかわし、エルシアに躍りかかる。
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　ズシンッ!!




　ドンッ!!




　殴なぐられたエルシアが壁に背を打ち付け、追つい撃げきに移ろうとした葉多恵がカウンター気味の魔法で玄関まで吹ふっ飛び金属製のドアに背を打ち付ける。

「フフッ、ウフフフフッ！　やるわね。すごいのね。楽しい、楽しいわ、とても。こんな気持ちはいつ以来かしら？」

「うふふ、うふはははっ！　こう見えても私、仏門に下ってますからね～？　その程度の妖よう術じゆつで仏様の加護が破れると思ったら大おお間ま違ちがいですよ～？」

　二人の人外が月にでも酔ったように、いかれた笑い声を響ひびかせ合う。

　触手ですら粘ねん液えきではなく冷や汗あせを流し、女たちを抱かかえたまま逃にげ惑まどう有様であるからして。

（……。）

　夢とはいえ、少し怖こわくなってヒデオは言った。

「それくらいに、しておけ。二人とも」

「どうしてかしら旦だん那な様」

「なぜです、ヒデオさん」

　二人はお互たがいの目を見み詰つめ合い、笑い合ったまま見向きもしない。

「部屋が。狭せまいので」

「……」

「……」

　意外と納なつ得とくしてくれた。

　絶ぜつ叫きようマシンさながらに悲鳴を上げていたノアレと鈴蘭も、大きく安あん堵どの息をついた。

　エルシアも葉多恵も、自分の馬力はわかっているのだろう。本気でやり合ったら、エルシアはせっかく捕つかまえた獲え物ものごと、葉多恵は救出対象ごと何もかも破は壊かいしかねない。

「時に、葉多恵さん」

「はいはい～、なんでしょうかヒデオさん？」

「その糸で。これらのように、いい感じに縛しばり上げることは可能でしょうか」

「それはもちろん。もともと、そのための糸ですからね～」

「触手が駄だ目めなら。格好だけで、かまわないので。そのようになってもらえますか」

「はい？　こうですか？」

　糸を天てん井じように引っ付かせ、ぶら下がるように、自分の手首にそれを巻き付ける。

「あの……言っておきますけど、自分の糸なのでいつでも自由にはなれますよ？」

「ええ。もちろん。それは、構いません。重要なのは、この。姿勢フォームなのです」

　いつもは手の平の半分近くまでも隠かくしている袂たもとが重力によって肘ひじまで下がり、白い腕うでを顕あらわにしている。そして足袋たびと裾すその間にわずか数センチだけ垣かい間ま見える、極限的絶対領域。

（……うむ）

　しゃがみ込んだヒデオは一人頷うなずき、その光景に満足する。

　改めて立ち上がり、部屋の中を見回す。

「……素す晴ばらしい、光景だ」

　あの煮にても焼いても食えないばかりのイロモノたちを、自分は今、ここに全て支配したのである。

　ははは。

　はははははははははっ。

「じゃあ、次は……」

　一段落したことを悟さとったエルシアが、再びゲームソフトのパッケージを手に取る。

「……手はもう上げさせたから、今度は脚あしを開かせるのね」

　……。

「……いや。エルシア」

「何かしら、旦那様」

「その……僕としては」

「ああ……ごめんなさい」

　エルシアが改めてパッケージ裏を見直した。

「服を破るのが先なのね」

　いやいやいやいやいや。

「順番の、問題ではなく」

「……わかったわ。破るのではなく、溶とかすのね」

「ですから」

　そこまでは望まない辺りが、所しよ詮せんはヒキコモリ。外出も恐おそれるほどの鶏にわとり心。

　今度こそ気付いたように。

　エルシアが、ウフフと笑った。

「そう。ごめんなさい。私ったら、なんだか楽しくなってしまって……とんでもない勘かん違ちがいをしていたみたいね」

「はい。わかって、もらえたなら……」

「女の子ではなくて、旦那様自身がこういう目に遭あいたかったのね？」

「……。」

　それで誰だれが得をするのか問いかけようとしたときには触手がヒデオの手足にまとわりつき、自身もその他大勢と同じように空中にぶら下げられてしまった。

「閣下!!　閣下!!　閣下!!」

「……、ノアレ……」

　心配そうに叫さけぶノアレへと顔を上げる。

「っバ～カ!!　っっっっバァ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～カッ!!」

　……。

　ここまで返す言葉がなかったのは、生まれて初めてかも知れなかった。
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「それで旦那様」

「……はい。エルシアさん」

　エルシアはその姿を眺ながめながら新しいワインの瓶びんを手に取った。親指と人差し指だけで、簡単にコルクの栓せんを抜ぬいてしまう。

「服は……破るのがいいのかしら。それとも、溶かすのがいいのかしら」

　ゆらゆらとした危なっかしい笑えみで、グラスに注つぎ、んくんくと飲み干していく。

「いえ……、それは……」

「じゃあ、脚を開くのがいいのかしら」

　ヒデオはぶんぶか首を左右に振ふった。

「有り体ていに言って。そういうことを。望んでいるわけではなく」

　くすくすくす……。

「ええ、わかっているわ。そうやって嫌いやがるのが楽しいということくらい……フフッ」

（……。）

　完かんっ璧ぺきに間違った方向へ理解が入ってしまっている。

「私も……何かしら、この気持ち。一度は負けた相手を、こうして意のままにする感覚……」

　もう、他の女共よりこちらに意識が向いてしまっている。

「ウフフ。すごいわ、旦那様。あの日あなたに負けたことが、必然だったと思えるくらいに。あの日の約束を守るわ。私、あなたになら、なんでもしてあげられる……。ウフフ。ウフフ」

　いつもあれだけおしとやかな魔界のプリンセスが、ちょっと見たことのないおかしな笑みを浮うかべ始める。

「え？　ヒデオさん、本当にそういうのがお好きで？　だったらもっと早くにこの葉多恵ちゃんに言ってくれれば、もう。それはもう……ハァハァ」

「違います。断じて。違うのです」

「いやはや、これはかなり乗り気のご様子。嫌がる姿が堂に入ってますねぇ……うふふふふジュルリ」

　なぜだか、葉多恵までも危なっかしく目を輝かがやかせ舌なめずりし始める。何本もの触しよく手しゆが鎌かま首くびをもたげ、足首より絡からみ付いてくる。

　まずい。

　このままでは〝晒さらしし者〟ではなく、ただの〝晒し者〟になってしまう……！

（ッ……）

　そう、これは夢。悪い夢なのだと……ヒデオは、固く目を閉じた。

　部屋の隅すみに転がっていたヒデオの携けい帯たい電話が、メールの着信音を鳴らしたのはそんなときだった。

「……あの」

「ええと、はいはい～」

　勝手にそれを拾い上げた葉多恵が、それをヒデオの手に持たせる。手首を縛られてはいても、手の平自体は自由が利きいたので件名を確かく認にんする。




『今、家に着きました。

　お兄ちゃんのこと話したら、お父さんもお母さんもほっとしてたよ。

　私も久しぶりに会えて嬉うれしかったです。

　彼女さんたちによろしくね！


英子』






「っ……」

「およ……ヒデオさんの目付きが……？」

　異変に気付いた葉多恵が瞬まばたき。次にノアレが叫んだ。

「そんな、これは……フォースの暗黒面……じゃないわ!?　暗黒面の逆位置!?」

　ヒデオは、パタンと携帯電話の画面を伏ふせる。

　そして毅き然ぜんと顔を上げた。

　こんなよくできた妹の兄が、こんな無様な姿でどうするのかと。

「エルシア。……速すみやかに。みんなを、解放しろ」

「どうしてかしら。だって私はこんなにも楽しいのに」

「世の中には、やっていいことと。悪いことがある。これ以上は、社会的倫りん理りに抵てい触しよくする行こう為いだ」

「旦だん那な様が、やれと言ったのよ」

「騙だまされるな。あれは僕に取り憑ついた悪い何かが、僕の身体からだを操あやつり勝手にそう喋しやべらせていただけだ。そんなことも見み抜ぬけない、君でもあるまい」

　鈴蘭が隣となりのノアレに訊たずねた。

「どこから突つっ込めばいいと思う？」

「無駄よ、お姉様……」

　ノアレはどこか諦あきらめにも似た表情で、フッと小さく笑った。

「今のヒデオはただでさえ酔よっぱらっているのに、どういうわけかウィル子が言うところのカッコイイモードが同時発動してしまっているわ。見なさい、あの姿を。今のヒデオは磔たつ刑けいに処された聖人も同然……！」

「ごめん、ノアレちゃんも何言ってるかよくわかんない」

　んく、んく。

　ワインを呷あおったエルシアは、妖あやしく微笑ほほえみながら首を傾かしげた。

「……違うわ。この旦那様はつまらない。こんなのは私の知っている旦那様ではない。もういい、せっかくの興が冷めるわ。やってしまいなさい」

　見る価値もないと踵きびすを返したエルシアが吐はき捨て、ヒデオを取り巻く触手の力が強まる。

「……だが。君は、それでいいのか」

「何が？」

　と振り返る魔ま族ぞくのプリンセス。

　だがヒデオの視線は、彼女を見てはいなかった。

「それで。いいのか」

　ヒデオは問いかける。

　部屋の中央にべっとりとわだかまった、触手の本体と思おぼしき黒い塊かたまりに。

「……言っておくけど、旦那様。それは……」

「食べるための獣けものでもなく、愛めでるための美少女でもなく……この。川村ヒデオという一人の男を襲おそうことが。触手としてこの世界に現界した君の、本ほん懐かいなのか」

　……。

「一個体の触手として。それで、いいのか。そんなことのために、君は。この世に生を受けたとでも言うつもりかっ」

　言うも何も、口もない触手が喋るはずがない。だが……確かに。ヒデオへとにじり寄るようだった触手の動きが、止まったのだ。

「うそ……」

「そんな……」

「通じた……？」

　鈴蘭、ノアレ、葉多恵と、口々に呟つぶやく。

　しかし最も驚おどろきに息を吞のんだのは他ほかでもない、その召しよう喚かん者しやであるエルシアだった。

「有り得ないわ……、アーディグバーラは、魔力で命じなければ辺り構わず食い散らかすだけの下等生物のはず……」

「それは、違う」

　ヒデオは言う。

「生物である以上、捕ほ食しよくすることは必ひつ須す。必然だ。本来は、魔ま獣じゆうの森の深しん淵えんにある毒の沼ぬま地ちにひっそりと暮らしていただけのものであり……ただ、その外見から恐ろしい生き物と勘かん違ちがいされ。無数の触手の便利さから、魔族の。いいように、利用されているに過ぎないのだ」

「……旦那様。魔界へ行ったこともないあなたに、何がわかるというの」

「僕もまた。ある会社で、同じような境きよう遇ぐうを経験した……仲間、だからだ」

　鈴蘭が意外そうに呟く。

「あ……、ヒデオくん、うち以外にも就職してたことあったんだ」

「マジボケとかさすがに恐こわいわ、お姉様」

「えっ？」

　ともあれ。

　ヒデオは続けた。

「もし君に、意思というものがあるのなら。否いな……誰だれかの命令に従い、これだけの数の触手を自在に操る高度な知能を備えた君ならば……わかるはずだ、アーディグバーラ氏」

　カッ！

「君だって同じ触さわるなら。同じ捕つかまえるなら。女の子のきめ細かい肌はだと絹を裂さくような甲かん高だかい悲鳴の方がいいはずだ。たとえ仕事でも、契けい約やくでも、男を捕ほ獲かくするなどという触手の尊厳を傷付けるような命令には、断固として反対すべきだっ」

「……」

　口がないので、触手は喋らない。そしてエルシアの言う通り、本当の意味で人語を解すわけではないのだろう。

　だが……それでも、アーディグバーラが川村ヒデオという存在から何かを感じたというのであれば。それは、多くの者がその姿に思う恐おそれや、忌き避ひ感ではなかった。

　触手にさえ……、否、相手が物言えぬ触手であるからこそ、その心を解しようというヒデオの心意気。外見に惑まどわされることなく、まずは理解しようと努力した姿勢。そして同じ経験と感覚とを有する者同士の親近感と同時、連帯感。

「おお、ヒデオさんにまとわりついていた触手が……!?」

　葉多恵の言葉通り。主あるじであるエルシアの意に反し、ヒデオは解放され、床ゆかに足をつくことを許されたのだ。

「……わかって。くれたのか」

「……」

　物言わぬ触手が一本、ヒデオの顔の前に伸のびてくる。それがあたかも、グッ、と親指を立てられたようにも見えたヒデオは、ガシィッ、とその触手と固い握あく手しゆを交かわしたのだった。

「……待って。待って、旦那様」

　あまりのことに、エルシアが半ば狼狽うろたえたような顔をしていた。

「では、この世界のライオンは、魔界へ行って魔族と意思疎そ通つうできるというの？」

「ライオンは、ライオン。アーディグバーラ氏は、アーディグバーラ氏……問題を、すり替かえるな。現実を、直視しろ」

　エルシアは呆あきれたようにヒデオを見て。

　触手を見て。

「……たかが下等生物ごときが私の意思を無視するなんて、殺しても殺し足りない気分だけど」

「……」

「旦那様の言うことだから、今夜は見み逃のがしてあげるわ。下がりなさい」

　捕とらえられた鈴蘭たち、美奈子たちが解放され、触手が引っ込んでいく。消え去りざま、ヒデオに向けて手を振ふるように、ニャラニャラと。数本の触手を振って、アーディグバーラは召喚前のあるべき場所へと帰っていった。

　それはつまり。

「旦那様」

「……何だ。まだ、文句が」

「いいえ。魔界広しといえども、アーディグバーラを言葉だけで退けた存在はいないそうよ」

　フフフ、フフフと。

「やはり、あなたはすごいわ。どうして人の子でいられるの？　いいえ、人間の分際に甘あまんじているべきではないわ」

　相当アルコールが回っているのか、ゆらゆらと歩み寄ってきて。

　ぎゅっ♡

「あんな下等生物に捕まえさせるなんて、もったいないわ。だから私が束そく縛ばくする。そして次の千年期には旦那様を連れた私が凱がい旋せんし、あなたが魔王となるの。フフ、フフフフフ……！」

「……千年期、というのは」

「千年に一度の周期で、魔界とこちらの世界とが再接近する期間のことよ。私のような高位の魔族は、そのときでなければ境界を越こえられない」

「……次の。千年期は」

「約千年後よ」

　生きてない。

　生きているはずもないのだが……一いつ緒しよでさえあれば、千秋すら苦でもないと言うように。

「次は何を見せてくれるのかしら。私、とても楽しみよ……私だけの、旦那様」

　エルシアはヒデオの胸に顔を埋うずめてクスクスと微笑むと……そのまま、小さな寝ね息いきを立て始めた。




　　　　⑤




「はいはいはいはいそんな格好で寝てると風か邪ぜを引きますからねエルシアさん」

　いつの間にか目を覚ました美奈子が、えいやっとエルシアの身体をヒデオから引き剝はがし、そのまま自分の背におぶった。

「エルシアさんの身み柄がらは本官が責任を持って預かります。いいですねヒデオさん」

「……何を。怒おこって」

「怒ってませんよ！　怒ってませんけど！　ヒデオさんこそこんな酒の席の話を真に受けないように！　いいですね!?」

「……、はい……」

　美奈子はそのまま、外に出て行ってしまった。

　そうこうするうち、部屋の中も千影と花果菜がいいところ片付けてしまったようで。

「では私たちもこの辺で失礼します、川村さん」

「……いえ、天白さん。こちらこそ、お構いも。しませんで」

「いえいえ、さっきの黒いのはちょっとビックリしましたけど、面おも白しろかったですよ」

　屈くつ託たく無く花果菜が笑う。

　それから千影が冷たい目で言った。

「……ていうか、妖よう精せい使いさんがあんなブツさっさと処分してたらあんなことにはならなかったのにね」

「君が。それを引っ張り出さなければ、いいだけの話であり」

　不毛な水みず掛かけ論になりかけたところで、鈴蘭が言った。

「じゃあ二人とも、私のクルマに乗っていきなよ。送ってくから。……ほら睡蓮、私たちも帰るんだよ」

「んぁ……にゃらにゃら……」

　起きているのか寝ているのかもわからぬ睡蓮の腕うでを首に回して、鈴蘭が立ち上がる。

「じゃあヒデオくん。今度また私の時間があるときにでもゆっくりと、酔よっぱらったところを見せて欲しい」

　そうして睡蓮を抱かかえた鈴蘭と、千影、花果菜も玄げん関かんへ。

「鈴蘭はまだあのビートルターボに乗ってるの？」

「うん、可愛かわいいし。せっかくだし先に出ていった二人も拾っていこうか」

「はぁ……でもそのクルマって、そんなに乗れるんですか？」

「あれ確か五人乗りだから、睡蓮のことトランクに入れればなんとか……」

　出ていった。

「……どうやら宴うたげはお開きのようで。ああ、ついでですし、ゴミの方は私の方で片しておきますね」

　葉多恵が気が付いたようにゴミ袋ぶくろを手に。

「ではでは～。お休みなさい」

「……はい。おやすみ、なさい」

　元より狭せまいはずの部屋が、急にがらんとなった気がした。

（……）

「いつものことでしょ」

　振り返ると、残っていたジュースをコップに注つぎながら、何を今さらとノアレが笑っていた。

「……ああ。もちろん」

　今を少し寂さびしく思ったのは、大勢がいた今日がとても楽しかったからだと、ヒデオは小さく笑い返した。そしてわずかに酒の残っていた自分のグラスを手に取り。

　何にと言うわけでもないが、ノアレと二人で乾かん杯ぱいした。

「ヒデオ、変わってきたわね」

「……さあ。どうだろうか」

　ヒデオは小首を傾かしげてから、新着動画のチェックのためにＰＣの電源を入れるのだった。




　魔ま界かいでは、あるときからアーディグバーラ種の攻こう撃げき性が減ったという。

　捕ほ食しよく目的以外で自分たち以外の生き物に危害を加えることが少なくなり、軍事目的で飼い慣らされる個体も減ったという。

　その代わり……人型魔族やエルフ族の女性がやたらとその触しよく手しゆに触さわられまくるようになったというが、その変化の原因は誰にもわからなかった。




　魔界は、少しだけ平和になった。

　だが……それはただ、それだけのお話。
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　　　　①




　ヨーロッパ東部。某ぼう国こく、未明時。

　長閑のどかな片かた田舎いなかには月も星も出ていなかった。

　だからソヴィエト崩ほう壊かいにより打ち捨てられたその廃はい農場もどこかに灯あかりが灯ともることはなく、辺りは一いつ切さいの闇やみに閉とざされていた。

「クリア」

　周囲の安全を確かく認にんした符ふ丁ちようを呟つぶやき、コンバットブーツで雑草を踏ふみ締しめ、ダークグレーのコンバットユニフォームを身に纏まとった少女は銃じゆう口こうを先頭に一人母おも屋やに踏み込む。

「クリア。……こっちもクリア。あっちもクリア。クリアクリアクリア……」

《真面目まじめにお願いします、少しよう佐さ……。我々としては表向き、正規の任務として協力しているんですよ》

　若い女のたしなめる声に、ミサキ・カグヤはサプレッサー付きのＰ９０を構えたまま小さく肩かたをすくめる。

「私は大マジメだ、中ちゆう尉い。軽口を叩たたいてはいても、気分はＣｏＤ４のソープ・マクタビッシュ軍ぐん曹そうなのだ」

《あぁ……映画か何かですか。ハリウッドの？》

　灯りはない。かといって作業帽ぼうの下に暗視ゴーグルをつけているわけでもない。ただ、帽子の上から着けたヘッドセット、側頭部にはカメラが備え付けられている。暗闇の中を、しかし着実に安全を確認しながら足早に進んで行く。

　辿たどり着いたのは、サビだらけの金属製のドア。

「鍵かぎは……かかっていない。キナくさい。やはり逃にげられたな、これは」

　諦てい観かんとともにミサキはドアを開け、地下へと続く階段を降りていく。

《逃げられたとは？》

　銃を構えるのも馬ば鹿からしくなり、階段を降りた先で木製のドアを蹴け破やぶる。部屋の中には、書類の燃えカスと破は壊かいされた通信機材、爆ばく破はされたコンピューターの残ざん骸がいだけが残されていた。

　そんな中、ミサキはインカムのチャンネルを変え、コンピューターのスクラップの前にしゃがみ込んだ。

「見えるか、博士」

《見えとるが、なんじゃ》

　応こたえたのは先さき程ほどまでの女ではなく、年老いた男のひどくぶっきらぼうなしゃがれ声だった。

「これくらいなら、なんとかデータを修復できないだろうか」

《知らんわい。貴様、またわしのラボにゴミを持って帰る気ではなかろうな》

「博士……惜おしかったんだ。タッチの差というヤツだ。爆破して、せいぜい一時間かそこらだろう。もぬけの空なのはいつものことだが、今回はトラップトラップを仕し掛かける間もなく逃げ出したのだ」

《それがなんじゃ》

「相当焦あせっていたに違ちがいない。破壊工作も雑だ。見ろ、今までよりスクラップの形が大きい。原形を留とどめている基き盤ばんもある。だから……」

　これみよがしに大きな嘆たん息そくが聞こえてきた。

《ええいわかったわかった、ならば好きにしろ！　ただし、ゴミを捨てるのは貴様の役目じゃぞ！》

「さすが博士」

　と、ミサキは用意していたダッフルバッグにできるだけ形の残っているコンピューターの基盤や記録ディスクを回収し、外に出た。

　てくてく歩き、農道脇わきに停とまっているＵＡＺワゴンの荷室にバッグと銃を投げ入れ、助手席に座る。

「行こう、ナディヤ・カミンスキー中尉」

「お疲つかれ様でした、ミサキ・カグヤ少佐」

　先程まで無線で話していた彼女もヘッドセットを取り外すと、次にエンジンをかけた。

　少しそばかすの残る純じゆん朴ぼくな顔立ちに野や暮ぼったい眼鏡をかけ、癖くせのある長い髪かみも大おお雑ざつ把ぱに結ゆっただけ。着ているものもゴム長なが靴ぐつに単色のヤッケだから、どう控ひかえめに見ても近所の農家の娘むすめである。

　田舎道を少し行くと、バラクラバを被かぶって武装した一団の検問に差し掛かる。ナディヤがウィンドウを開けて撤てつ収しゆうを言い渡わたすと、彼らは音もなく散っていった。

「……あれはロシア軍か？」

「いえ、一応国外ですから。私と同じＣＢＰエスヴイエエルです。局は違いますが口は堅かたいので大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ワゴン車は田舎道を再びガタゴト、走り始める。

「楽しいですね。軍の極ごく秘ひ作戦の名目なのに、少佐のような若い女の子が乗っていたものだから、みんなビックリしていましたよ」

「楽しい、か……私にとってはまるで徒労だ」

「何か収しゆう穫かくがあったのでは？」

　ミサキの気のない言葉を受けたナディヤが、瞬まばたきして後ろの荷室をチラとみやる。最新の通信機材に交じって、ミサキの持ち帰ったバッグが一つ。

「……あんなもの、ただのゴミ漁あさりだ。そう、都市鉱山から金を採取するような徒労だ。あのスクラップから、二つ三つの固有名詞が出てくれば儲もうけものという程度のな」

「何らかの目的を持って行ったことであれば、それは努力と呼べるんじゃありませんか？」

「そうだな。いつか成果として実を結んだその日には、努力と呼べるのかも知れない。だがそれがない今現在は、やはり徒労としか思えないのだ。それが十回も二十回も続くと、結局、変わらないものは何をしたって変わらないのではないかとさえ思えてくる……」

　覇は気きのない表情で、ミサキはシートに深く身を沈しずめる。

「……地下にいたとき、少佐は誰だれと連れん絡らくを？」

「盗とう聴ちようできたのか」

　盗聴したことを驚おどろくどころか責めるですらなく、感心もせず。それが不可能であることも前もって知っていたかのようなミサキの言い方に、ナディヤは少し言い淀よどんだ。

「いえ……この程度の機材では、内容までは全く」

[image: ]

「そうか」

「勘かん違ちがいしないでくださいね。国家や組織抜ぬきで、私個人の独断でやったことです。あなたのような年とし頃ごろの女の子が、銃を片手に世界中を渡り歩かなければならないような任務とは何なのか……同じような仕事柄がら、純じゆん粋すいに興味があるだけです」

「なんだと思う？」

「教えてくれるんですか？」

「教えない。でもナディヤの答えが当たってたら、きちんと〝正解〟と言ってやろう」

「そうですね。じゃあ……世界平和とか？」

　ミサキは鋭するどい目元を帽子の鍔つばに隠かくして、唇くちびるを歪ゆがめてくつくつと笑った。

「残念」

「そうですよね」

　ナディヤはナディヤで察していた。

　この少女は自分たちと同じで、そもそもの任務を明かさないこともまた、任務の内なのであろうと。

「予定通り空港までで？」

「ああ。よろしく頼たのむ」




　　　　②




　房ぼう総そう半島沖おき。アクアリウムⅡ。

　朱あけ津つ修しゆう人とが取った受話器から聞こえてきたのは、変声器を通したくすんだ声こわ色いろだった。

《システムＲの起動実験に関する報告と、レージェンスに関する論文を読ませてもらったよ。実に興味深い内容だった、朱津博士》

「ありがとうございます」

《ついてはこちらでも、君をそんな極東の島国に置いておくのはもったいないとの意見が出始めていてね》

「それは……」

　言いかけて、修人は自分しかいない書しよ斎さいの中を見回し、それでもなお言葉を選んだ。

　日本に置いておくのでなければ、つまり。

「……僕をそちらに……、ということですか？　しかしフォースやマックルについてはまだ、調査研究の余地が充じゆう分ぶんにあります」

《その必要はなくなった》

　クビにされるにしては、最初の切り出し方が好意的だった。

「……どういうことですか？」

《君の調査報告のおかげで、こちらでも精霊レイスと霊力レージエンスについてはある程度の技術的な目め処どがついた。もうオートライン一社にオモチャとして与あたえておくには、惜しい技術になったということだ。もちろん、それをもたらした君の才能も含ふくめて》

「しかし……」

《博士。我々が扱あつかっているようなテクノロジーは、どこかの一国や一企き業ぎようが寡か占せんすることがあってはならない。我々は全人類のために科学を探究しているが、正しい理解を得られていないテクノロジーがそうした管理を失えばどうなるか……それは歴史が証明していることだろう？》

　それは知っている。他ほかでもない、研究者である修人自身が、よく心得ている。

　まだ公おおやけに知られていない技術だからこそ探求に値あたいし、夢物語と一いつ笑しように付されるような先進技術だからこそ法整備など及およぶはずもない。ならば充分な検証もなくそのテクノロジーが野放図に使用された場合、それらは第二、第三のＮＢＣ兵器ともなりかねない。

　無論。

　それを管理するという〝彼ら〟の思想信条が何によって保証される謂いわれとて、修人には知る由よしもなかったが。

《抜け駆がけしろと言うのではないよ。充分に君の役に立ってくれたマックルイェーガーも含めて、こちらへ……ということだ》

「だとしても……オートラインはもう、知ってしまっています。それをどうすると？　もはや僕一人が身を引いたところで頓とん挫ざする段階ではありませんよ」

《あまり詳くわしい話を、こんな電話越ごしでするのも無ぶ粋すいだ。どうだろうか。一度会ってみるというのは》

　あまり悩なやまず修人は答えた。

「……わかりました」

　何であれ、自分は彼らを否定することができない。

「場所と日時は？」

《君の都合に合わせよう。明日あしたでも、一週間後でも、一ヶ月後でも。東京でも、ロスでも、パリ、テヘラン……なんだったら、妹さんも含めての会食でもいい。しばらく見み舞まいにも行っていないのだろう？　いつも病院食ばかりというのも可哀かわい想そうじゃないか》

　修人は受話器を耳に当てたまま、一度目を伏ふせた。

「今は……オートラインでの立場もあります。急には」

《もちろん。次の連絡までに決めておいてくれれば充分だ》

　それから二言、三言を交かわして通話は終わった。

　修人は引き出しを開け、写真立てを取り出した。

　車くるま椅い子すではにかむ少女と、傍かたわらに立つ自分。

　その写真が撮さつ影えいされた頃に余命一年と言われた妹は、現在、その宣告からすでに三年を無事に過ごしていた。

　それを為なしたのが、〝彼ら〟の持つ先進の医い療りようテクノロジーだった。

　オートラインも、ＧＲＸｒゲール・イクセールも、公共に製品という名のサービスを提供することで対価を得る企業だ。ならば病院だって、医療という名のサービスを提供することで対価を得る企業には変わりない。




　こんここんこんこんこん。




「どうぞ。開いてるよ」

　もう聞き慣れた軽けい妙みようなノックに返事をすると、マックルが軽い足取りで入ってきた。

「あら、なんだか気分が重そうね。大丈夫？」

「そう見えるかい？」

「ま、ま。人間の『見る』とはちょっと違うけど。大体わかるわよ。あたし、神さまだし」

　精せい霊れいはその根本において、物理性以上に人間の精神性と深く関係している。それはこれまでの研究において、既すでに明らかになっていることだった。

　修人自身は平素な表情を浮うかべているつもりだったが、それをマックルが、構図を決めるように指で作ったフレームから覗のぞく。

「なんだい？」

「ん～、いいじゃない。物思いに耽ふける白衣の若先生。病院だったらナースにモテモテよ」

　表向き、アクアリウムⅡ世号における修人の立場は船医であった。無論、本物の船医も乗船しているが、修人自身も医学と薬品に関する知識は持っている。

「そうかな」

「一枚撮とる？」

　マックルがどこからともなく、古めかしいカメラを片手に乗せた。

「珍めずらしいカメラだね？　レンズが二つもある」

「ローライ。あんまり使わないけどね。壊こわれなくていいわよ」

　ファインダーを下に覗きながら、ダイヤルのようなものを幾いくつかいじり、パシャリ。

「え……いきなりかい？」

「あ。シュウトってあれ？　斜ななめ四十五度とか、こだわるタイプ？」

「いや……そういうわけじゃないけど」

　目を瞑つむったりしていないかと思っただけで。

　再びファインダーを覗いていたマックルが、ふと見付けて顔を上げる。

「……その写真の子、だれ？　随ずい分ぶん若いガールフレンドね？」

「え？……ああ、これは」

　うっかり、机の上に置きっぱなしだった。

「……妹だよ」

「脚あし、悪いの？」

　修人は写真立てを、元の引き出しに片付けた。

「たまたま、入院していたときの写真でね。これが一番写りが良かったんだ」

　誤ご魔ま化かしたからなんだということもない。ありのままを話す必要なんてないのだから。

「それよりマックル、ここには？　何か用事があったんじゃ？」

「ああ、そうだったわ。今日って検査とかテストとかあるかしら、って」

「いや、今日は何も予定はないけど」

　すると彼女は笑え顔がおで頷うなずいた。

「そ、よかったわ。ミノリたちとバーベキューに行く約束してたの、うっかり忘れてたから」

「バーベキュー……って、今からかい？」

　アクアリウムⅡは現在、観光客向けの通常営業中だ。そして高校生たちは、今回のクルーズには参加していない。

「この船、夜まで戻もどらないけど……」

「だから、うっかり。でも神出鬼き没ぼつって言うでしょ？　で、あたし神さまだから。そこは大だい丈じよう夫ぶ」

　その辺りのメカニズムは、未いまだ人知の及ぶところではない。




　　　　③




　九月も半ばを過ぎ、世間は秋の連休真っ只ただ中なか。やれ食欲だ、芸術だ、読書だ残暑だと盛り上がっている中……睡すい蓮れんに朝の稽けい古こと呼び出されたヒデオは、神霊班オフィスの道場で這はいつくばっていた。

「次」

　まるで事務的な睡蓮の声。次、というのは、早くかかってこいという意味だ。まだ朝の十時だが、かれこれ二時間である。疲ひ労ろうと痛み。立ち上がるのも辛つらくなってきた、そんなときである。

「……」

　道場の隅すみ、財さい布ふや何かと一いつ緒しよに置いた携けい帯たい電話が呼び出しを告げていた。

　これ幸いと、ヒデオは睡蓮の表情を窺うかがう。彼女はむすりとした表情ではあるが、やむを得ぬように小さく嘆たん息そくを見せたので、ヒデオはそそくさと私物の方へ向かった。

　この際誰だれでも良い。クーラーなんてあるはずもない道場の、稽古という名のただ投げ飛ばされるだけの虐ぎやく待たいから逃にげられれば……祈いのりつつ、ヒデオは電話に出る。

「もしもし」

《あ、ヒデオ？　元気にしてた？　いぇいいぇい》

　底そこ抜ぬけに元気で印象的な声が、そのままマックルの明るい表情ごと思い出させる。

「やあ、マックル」

《あのね、今日お昼からバーベキューするの！　ナイトたちもいるから、ヒデオも来てね！》

「え」

《えっ？　バーベキュー、知らない？　こう、みんなで肉を焼いたりして……》

　いや。

「それは。知って、いるのだが」

《じゃあ来るわよねっ？》

　バーベキューを知っているから来る、という論法は聞いたことがなかったが、いっそ来ることが前提にされているような。

「……。はい」

《うん、うん。それじゃあ場所はね……》

　場所を告げられ、通話は終わる。

　折り畳たたんで、睡蓮を振ふり返る。

　恐おそる恐る、ヒデオは言った。

「急用……」

「……」

「……では、ないのだが」

「なんです。はっきり言いなさい」

「つまり、その」

　もちろん、外せないのであればすぐにリダイヤルしてその旨むね伝えるべきにしても。

　ヒデオが口くち籠ごもっているうちに、睡蓮は軽く鼻を鳴らし、道場の出口へ向けて歩き始めた。

「では行ってくればよいでしょう」

（……）

　……そう言えば、睡蓮も今日はカレンダー通りの休日のはずだ。

「君は……これから、何か。用事など」

「特にありません。ないからわざわざお前の様子など見に来てやったのです」

　それはそれで寂さびしい話であり、またヒデオにとっては好都合であった。

「では。一緒に行かないか」

「……？　どこへです」

「バーベキュー、だそうだ」

「ばーべきゅー？」

「以前。合同訓練の時に、やったような。みんなで、肉を焼いたり……」

　てくてく歩いてきた睡蓮に、ヒデオは呆あつ気けなく投げられた。気持ち強めに。

「それくらいは知っています。お前はわたくしを馬ば鹿かにしているのですか」

　ほんのちょっとだけ、していたかも知れないことを反省しつつ。仰あお向むけのまま、ヒデオは述べた。

「……つまり。それに、誘さそわれたんだが。一緒に……どうだろうか」

　睡蓮は少し驚おどろいたような顔をしたあと、しかしすぐに怒おこったような赤い顔してツンとそっぽを向いた。

「わたくしまで誘われたわけではないでしょう」

「いや。しかし……」

〝一人寂しそうな睡蓮を気き遣づかってるわけじゃなくて、あくまでも自分一人で行くのが心細くて必死になっているのが涙なみだぐましくも痛々しいわよね〟

　黙だまれ。

「その……フォースの、高校生たちも一緒だそうだ」

　それを聞いた睡蓮が、顔を背そむけて伏ふせていた目を、瞬まばたきする。咳せき払ばらい一つ。そのときにはもう、いつも通りの涼すずしい顔。

「……一緒だとして、誰から誘われたのです」

「それが……、マックル、なんだが」

　メガフロントでの事も思い出したのだろう、ていっ、ともう一回転投げられた。

「お前は！　そのような敵の巣そう窟くつへ行くのに二つ返事で了りよう承しようしたのですか!?　しかもばーべきゅーなどという食べ物に釣つられて！　微み塵じんも罠わなと疑わなかったのですか!?」

　睡蓮は呆あきれるの度を通り越こしたように、珍しく声を荒あららげていた。

「しかし、フォースとはもう、表面上は」

「水面下で何を考えているかまで、はっきりとしたわけではありません」

「……それを言ったら、人間なんて誰も信用できなくなってしまうのでは」

「先せん輩ぱいであるわたくしの言い付けは聞かぬクセに、敵の声にはどこまでも耳を貸す……」

　キッ、と睨にらまれはしたが、投げられなかったのは……こちらの言い分にも一理あると認めてくれたからか。

「まあ、良いでしょう。わたくしも、まっ……まく……まくるぅ」

「マックル」

「そう言っています」

　とても聞こえなかったが。

「ともかく、あのカミについては、わたくしとしても一いち抹まつの不安は感じています。局長の判断を仰ぎましょう」

　睡蓮の言葉に従い、上のオフィスへ向かった。

　すると那な田たは涼しい顔でこう言った。

「せっかくの連休だ、暇ひまなら行ってきたらどうかね。表向き、オートラインとは既すでに協力関係にある。私としても現場の者同士、親しん睦ぼくを深めてきてもらえるならありがたい」

　表も裏も気にしないかの如ごとく、二つ返事で承しよう諾だくされた。




　　　　④




　そんなこんなでヒデオは睡蓮を乗せた燃費の悪いクルマを駆かって、山の奥。マックルに告げられたとある川原までやってきた。

「……魔ま眼がんっ!?　なぜ貴様がここにっ……!!」

「……。」

　残暑も手伝って、ヒデオは肩かたが抜けるかと思うほどぐったりした。

　同じように、かつポニーテールごとぐったりした格好で美み野の里りが言った。

「ちょっと。マックルが呼んだのって……これ？　このビーム男……？」

「えっ？　でも、でも、ミノリたちも知り合いでしょ？」

「知り合いは知り合いなんだが……な」

　霧きり也やが複雑な心中を顕あらわに、眼鏡の橋を持ち上げる。ことさら、かつて一戦やらかした睡蓮の方。那田はああ言ったが、睡蓮は何が起こるかわからぬからと、巫女みこ装しよう束ぞくのままの出いで立ちだった。

　水みず姫きだけが、さほど忌き避ひ感もなさそうに微笑ほほえんでいた。

「でも甲こう山やまさんも、宮く内ない庁ちようさんとは仲良くしていいって言ってたし。バーベキューはみんなで食べた方がおいしいし。ねっ？　はい、楽しもう」

　水姫はリボンまで弾はずんで見えるほど楽しそうに、おっとりと手を打った。待ちきれないような様子で、友達三人の背を押し、また手を引くように、道具を用意してある川原へ降りていく。

（……）

　ヒデオは一息。

　少年らはいつもの白い制服ではなく、思い思いの秋の装よそおい。ナイトだけは太陽光を余すことなく吸収しそうな黒一色だったが、それを覗のぞけば休日を仲良く謳おう歌かするだけの、どこにでもいる高校生グループにしか見えない。

　マックルは、いつもと同じヘルメットを被かぶっていた。

「元気そうね、ヒデオ。それからそっちの……」

「……悪あしきカミ」

　全く場にそぐわぬ声、目付きで睡蓮が吐はき捨てた。そのマックルを睨ねめ付けたまま。両手を前に、その左手に長弓を、右手に山鳥の矢羽根を摑つかみ、淀よどみなく引き絞しぼる。そして矢や尻じりは、マックルの眉み間けんを目め掛がけていた。

「睡蓮っ……待て、とりあえずっ……」

　ヒデオは睡蓮を諫いさめようとするのだが、対するマックルは先回と同じだった。明るい表情のまま、何の冗じよう談だんだとでも言い出しそうなほど、身構えてさえいなかった。

「う～ん……。やっぱり、あなたじゃ無理よ。スイレン」

「ならば今一度、試ためしてみますか」

　睡蓮の双そう眼がんに殺気が宿る。矢羽根を……。

「そこまで。それ放したらあんた死ぬわよ」

　少し棘とげのある、しかし聞き慣れた声にヒデオは振り返る。

　素す直なおに驚いた。

「……。エリーゼ……」

「久しぶり」

　エリーゼ・ミスリライトが腕うで組ぐみをしたまま真っ直すぐに浮ういていた。そしてミスリル銀の刃やいばが、睡蓮の首筋に添そえられていた。

「わたくしに脅おどしは効きませぬ」

「脅しじゃなくて、やめろって命令してんの」

　無言を通す睡蓮へ、さらにエリーゼが険を込こめた。

「この国には神殺しとかなんとかがいるって、一応ミーコから聞いてたんだけど。ナニ。あんたがそれなワケ？」

　その頃ころには、高校生たちはこちらの様子に気付きもせず、向こうの川原で準備を始めていた。彼ひ我がはまるで別世界。

　睡蓮の視線は動かない。

「あなた様は」

「こいつの友だち」

　ヒデオではなく、マックルを示しての言葉だった。

「……危険はないのでございますか」

「何かあったらわたしが止めるわよ」

　引き絞った弓を、矢を番つがえたまま戻もどし、睡蓮は得物全すべてを消し去った。エリーゼも、ミスリルの刃を消し去った。

「あんたの名前は」

「名な護ご屋や河かわ睡蓮でございます」

　マックルが笑顔で頷うなずいた。

「こないだは自己紹しよう介かいする暇もなかったけど。あたし、マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカ。よろしくね」

「まっ……まくり……いえー……まく……」

　うまく舌が回らないらしい。

　とりあえず睡蓮はマックルから差し出された手を、握にぎろうとはしなかった。

　そのときエリーゼが、胡う乱ろんげに睡蓮を見やる。

「名護屋河……？　え？　イオリは論外にしても、ハセベとかアマシロとかじゃなくて？」

「はい……名護屋河でございますが。何か……」

　ずい、とエリーゼが詰つめ寄った。

「ねえあんた。な、ご、や、か、わ、鈴すず蘭らんとかっていう何でもかんでもケタケタ笑ってくっだらないことで騒さわぎまくって面おも白しろがってる手の施ほどこしようのない女のこと知ってる？」

　見る見る睡蓮の表情が引きつり始めた。

「う……、あ……、いえ………鈴蘭めは……わたくしの姉……でございますが、何かご迷めい惑わくを……」




　ブチィッ!!




「はああっ!?　アレが迷惑で済むなら世の中ケーサツもグンタイも法律もいらないわよっ!!　あの女のせいで今期ウチの会社がどれだけの損害被こうむってるかわかる!?　わかる!?　わかる!?　ねえわかる!?　ア!?　わかってないからそんな涼しい顔してなんとかかんとかでございますぅ～♪　とかイイ子ぶってられるんでしょーがッ!!　ほらっ、ハイって言ってみなさいよ!!」

　何か。エリーゼの中で、何かのスイッチが入ってしまったらしい。

　そのあまりの剣けん幕まくに、睡蓮が珍めずらしくたじろいだ。

「は……はい……、いえ、しかしわたくしも、姉の動向まで逐ちく一いち把は握あくしているわけではござ」

「ああ!?　でもあんた妹でしょうが!?　あんたの姉でしょうが!?　赤の他人ならいざ知らず、血の繫つながってるような身内の恥はじをなんっとも思わないわけ!?　もういいわあんたじゃ話にならない、親呼びなさい、親ッ!!」

「ま、ま。エリーゼ。ここはあたしに免めんじて、一つ」

　今にも嚙かみ殺してしまいそうな勢いの華きや奢しやな身体からだを、マックルが後ろから羽は交がい締じめにして引き剝はがす。

「邪じや魔まするんじゃないわよ！　はーなーせーっ……!!」

「いや、ほら。あたしも別にケンカするためにとか、ケンカの仲ちゆう裁さいするためにみんなを呼んだわけじゃないし。せっかくエリーゼがその子、止めてくれたのに」

「……ああもうっ、わかったわよ。じゃあ、あんたたち先行ってて。わたしはヒデオに話があるから」

「……そう？」

　ぱちくりするマックルと一いつ緒しよに、睡蓮も小首を傾かしげる。

「話、でございますか……？」

「ア!?」

　目を剝むくエリーゼに、慌あわてて睡蓮が首を振ふる。

「い、いえっ……なんでもございませんっ。すぐに向こうへ参りますっ……」

「じゃ、行きましょうか、スイレン。この二人は久しぶりの再会みたいだし」

　そう言ってマックルは睡蓮を連れ、フォースたちのいる川原へと降りていく。

　しばし無言ながら、エリーゼから充じゆう分ぶん離はなれたところで、睡蓮は釘くぎを刺さした。

「……わたくしも先に言いそびれました」

「なに？」

「次に何かあれば、容よう赦しやはしませんよ」

　それは山さん荘そうでのことだった。

　しかしマックルは意に介かいした様子もなく、旧来の友人のように笑顔のままだった。

「軽い挨あい拶さつのつもりだったんだってば。なんだか楽しそうなことしてたし、仲間に入れて欲しいな～、とか。あのヤンキーたちとバンバンやり合ってるような仲なんでしょ？　だったら六十ミリや八十ミリの砲ほう爆ばく撃げきくらい、にわか雨みたいなものじゃない？」

「……」

　睡蓮は睨にらむような目付きのまま、否定も肯こう定ていもしなかった。

　正直、決めかねていたのだ。これは当然、善よきカミなどではない。かと言ってただ荒あらぶるだけの悪しきカミかと言えば、それもやはり違ちがうのだ。

　通常、その手の悪しきモノは、伝説上の強大なカミであれ、ごく小さな悪あく霊りようであれ、人の子に対して何らかの激情を抱いだいている。軽けい蔑べつ、侮ぶ蔑べつ、怨おん念ねん、復ふく讐しゆう、憎ぞう悪お、嫌けん悪お、そうした純じゆん粋すいな否定の下もとに行動する。それが尋じん常じよう。

　だがこのマックルイェーガーはそうではない。そうした負の感情は何ら感じない。むしろ、人の子を好いている。ただ……その好き方が、どうにも見通せないのだ。

　だから睡蓮がこのカミを感じたときに受けた、最も率そつ直ちよくな印象はこうなる。




　とてつもない清せい濁だくを併あわせ持っている。

　それは例えば、ミーコのように。

　きっかけ一つで善きか悪しきか、どちらへ傾かたむくかわからない。




　だから万一の際、悪しきカミからの護国の役を賜たまわっている身としては、殺せるうちに殺してしまえるならそれが良かった。

　殺しきれず、最終的には飼い、相飼われることで鎮しずめるに至ったというミーコとは違う。恐おそらくはまだ殺せるはずの格。

　しかしながら、命は下されていない。

　なぜならカミとは元来、傅かしずき敬い鎮めるべきもの。

〝神殺し〟とはそれすら通じぬ最後の最後に現れるべき毒であり、呪のろいなのだ。

（……）

　だからいくら自分が先せん輩ぱい面づらをしたところで、正しいのは、以前のメガフロントで強きよう硬こうな姿勢を取り、マックルを庇かばったヒデオの方なのである。

「どうかした？　スイレン」

「……なんでもありません。まっくり……まくー……」

「長いから、マックルでいいわよ」

　どもる睡蓮をおかしそうに。世の人の子以上に無む垢くな笑顔で、マックルは笑っていた。




　　　　◆




　遠ざかるマックルの後ろ姿をシリアスな表情で見み詰つめながら、エリーゼはヒデオへ呟つぶやいた。

「ヒデオ。あいつ、少しナーバスになってるみたいだから。気を付けて」

「気を付ける……とは」

「気にかけるでも優やさしくするでも……ま、優しくしてどうにかなるような奴やつじゃないんだけど。アキハバラで、あいつの方から声かけてきたんでしょ？」

「……ああ。だが、それが」

　睡蓮とマックルが高校生たちと合流したところで、エリーゼは身体ごとヒデオへ振り返った。

「あんた、自分じゃ気付いてないと思うけど。こっち界隈じゃかなりの有名人になってきてるのよ。電子の精せい霊れいをインターネットから引っこ抜ぬいたとか、暗黒神を打ち払はらったとか、それでもって今度はそれと契けい約やくしたとか」

「……」

　それは……事実だが、だからと言って自分に何ができるわけではない。神霊班の中でさえ、相変わらず下っ端ぱのままだ。仮に、エリーゼの言ったそれらの事実に噂うわさの尾おひれが付いたにせよ……そしてマックルが、それを聞き付けたのだとしても。

「肝かん心じんの。彼女の、目的は」

「それは……わたしもわかんないけど」

　エリーゼの歯切れが悪くなる。

　何かを隠かくそうとしているのではなく、うまく言葉にできない。そんな感じで一いつ旦たん言葉を切ってから、エリーゼは視線と口調を少し強くした。

「……だからこそ。わかんないから、気を付けろって言ってんの。いつまでもクズニート面してないで、少しは立場を自覚しなさいってこと。あんたは自じ称しよう召しよう喚かん師しのつもりでも、周りはいつまでもそうは見てくれないわよ」

　自称のつもりでも。

　周りは、本当の召喚師とみなし始めている……？

「……だが」

　いよいよイラッとしたように、エリーゼが睨み付けてきた。

「だから……ああもうめんどくさいわねっ、あんた一回〝精霊の庭〟でも行って……」

「こーらー!!　ビーム男ーっ!!　手伝わないなら食べさせてあげないわよー!!」

　遠くから威い勢せいのいい美野里の声が飛んできて、話は中断した。

「うるさいガキね……んん、じゃあマックルはいいから、とにかく気を付けなさい。疑ってかかるんじゃなくて、油断しないようにってこと。いいわね」

「あ……、ああ……」

　いつも怒おこりっぽいイメージのあるエリーゼだが、そのときの彼女はいつになく真しん剣けんな様子だったのが、深く印象に残った。




　　　　⑤




　高校生にしては用意のいいことで、ヒデオは男手として、ナイト、霧也と一緒にタープの設営を手伝った。

　それさえ済んでしまえば、あとはそう大勢でかかるようなこともなく、霧也がコンロを組み立て、美野里と水姫が食材を切り分け始める。マックルとエリーゼがそれを見ながら語り合い、ナイトは清流のきらめきを一人見詰めていた。

　準備の邪魔になると思ったヒデオがタープから離はなれた木こ陰かげにいると、睡蓮が怖こわい目をしながら言った。

「……ヒデオ」

「……。なに、か」

「あのエリーゼ様とは旧知だそうですが……姉が何をしたか、知っていますか」

　あの都市にいた頃ころの、いくらかの諍いさかいは知っているが……あれ以降もず～っとあの調子だとすれば、エリーゼの心痛も察せようというもの。

「……いや。詳くわしくは」

　それとなくヒデオは誤魔化した。エリーゼも睡蓮も怖いが、鈴蘭だって充分に怖い。ならば関かかわらないのが一番であろう。

〝逃にげたわね〟

　逃げたのではない。そもそも近付かないと言っているのだ。

　しかし毎回毎回、睡蓮の、口より先に敵意を顕あらわにする言動には冷や冷やさせられる。

「……マックルのことは。君としては、もう。いいのだろうか」

「あれだけのカミが心配ないとおっしゃっているのです。聞かぬわけにはいかぬでしょう」

　そう言えば。

「どうして君は、エリーゼには、あんなに丁てい寧ねいなのだろうか。ウィル子や、ノアレの時と違って」

　常つね日ひ頃ごろ丁寧ではないと言われたのが癪しやくに障さわったように、怖い顔になる。

「わたくしが業わざを振るうべき相手は、荒ぶるカミ、悪あしきカミのみです。善よきカミに対しては畏おそれ敬い、最大限の礼節を尽つくすのは当然のことです。不興を買えば、それにより荒ぶり、悪しきカミとなりかねません」

（……）

　なるほど。確かに害のない自然霊などには、いつも穏おだやかに接している。やはり伊だ達てに巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとっているわけではないのか。

　ヒデオにしてみれば、ウィル子もノアレもエリーゼも一緒くたに、元気すぎて厄やつ介かいなだけの女の子にしか思えなかったが。

　ともあれ、睡蓮が珍めずらしく苛いら立だったような溜ため息いきをついた。

「……よりによってそのようなカミにです。帰ったら姉には、二言でも三言でも言ってやらねばなりません」

　そうですか、としかヒデオには言いようがない。

「それでお前は先さき程ほど、エリーゼ様と何を話していたのです」

「それは……」

　言いかけて気付いた。睡蓮があれだけ目の敵かたきにした後だ。だからエリーゼは睡蓮にも席を外させたのだろう。エリーゼは油断するなとのことだったが、睡蓮の性格では結局頭から疑うたぐりかねない。

「……そう。ウィル子について、少し」

「そうですか。あれもですが、お前の周りにはつくづくおかしなカミがついて回るようですね」

「誰だれがおかしな神さま？」

　ヒデオが振ふり返ると、そこにマックルが立っていた。睡蓮の目が再び鋭するどさを増す。

「お前たちのことです」

「ああそうおかしくて悪かったわね」

　音もなく後ろから近付いてきたエリーゼに、睡蓮がびくりと振り返る。

「い、いえ、誰もあなた様のこととは、一言も……」

「そうよねー。わたしウィル子やマックルと違ちがってただの精霊だしー」

「は、はい……」

「はい？　あんたら人間からすれば充じゆう分ぶん神さまみたいなもんだけどネ？」

「はっ、はい、それはもちろん、重々に存じてございますが……」

　こんなに小さくなった睡蓮を、ヒデオは初めて見た。間を取りなすでもないが、ヒデオは話題を逸そらすようにエリーゼへ訊たずねる。

「そう言えば、君は。あの高校生たちが、どういうものかは……」

「ガキ共？　具体的に何かは知らないけど、見ればわかるわよ。普ふ通つうじゃないってことくらいは」

　エリーゼが手にしたグラス、ストローを一口吸うと、中で氷が転がり、小気味よい音を立てた。
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「……逆に聞くけど何なの、アレ。アイツら。あんたらの知り合いなんでしょ」

「いや……、僕も。そう、詳しくは」

　ヒデオの頼たよりない返事に、エリーゼは嘆たん息そく一つ。グラスをナイトの方へ向けた。

「じゃあ教えてあげるけど。あの黒尽ずくめのカッコつけは、まだ普通。まだ希まれにいるタイプ。真っ当な召喚師の資質ね」

「では。他ほかの、三人は」

「それがわからないって言ってるの。何か憑ついてる感じがする。でも何が憑いてるかわからない。とんでもなく希き薄はく。そんなこと有り得ないんだけど……なんだかまるで、自然と繫つながってないみたい」

　ドクターのサングラス越ごしに見えた、色のないあれらのことを言っているのだろうか。

　しかし。

「自然……と、いうのは」

「精霊は普通、人の意思が生み出すモノだけど、じゃあその意思の根源はナニ？」

　それはミーコやドクターから、聞いたことがある。確か……。

「……自然に対する、畏れや。敬い」

「はいよくできました。そういう〝対象〟への思いね。で、話を戻もどすとあいつらが憑けている〝何か〟。この世界の、何から生まれたのかがわからないのよ」

（……）

　ミスリル銀の精霊。電子の精霊。闇やみの精霊。

　＊＊の精霊。

　彼らフォースが憑けているモノは、果たしてその＊＊に何が入るのか……ということだ。

　そこでヒデオは、彼らが戦う際、それらを喚よび出す際に呼んでいた名前を思い出す。折良く、睡蓮も同じことを考えたらしかった。

「エリーゼ様。あれらは、さらまんだーや、しるふや……うんで……うんでい」

「ウンディーネ。そして、ノーム」

　ヒデオの言葉に頷うなずき、睡蓮が続けた。

「そのように呼んでおりました」

「ハッ……四大精霊とはまた大おお袈げ裟さね」

　エリーゼは小こ馬ば鹿かにしたように笑い、そして高校生たちを見やる眼めを細めたまま、ジュースを一口。

「そっか……なるほどね。確かにそうね。言われてみれば、属性がこんなに偏かたよってるなんてこともないわ」

「そっか。じゃあ、ヒデオたちも全くわからなかったわけね」

　言ったのは、それまでのやりとりを黙だまって聞いていたマックルだった。

　するとエリーゼは気に入らぬ顔で聞き返す。

「じゃあ、あんたは知ってるわけ？　形はあるけど色はない……いえ、形まであるのに属性だけ。なんなのよ、あれ」

「人工精せい霊れい体」

　マックルの言葉に、エリーゼが驚おどろきに目を丸くした。

「は？　あんた、何言って……」

「だから人工の精霊なのよ、あれ。おっかしいわよねー。オカルトをあれだけ否定し続けてきた科学が、オカルトを造っちゃうんですもの」

　睡蓮の表情は硬かたい。

「……本気で言っているのですか。自然より生まれ出いでたのではなく……人の子が、自らの手でカミを造り出したというのですか……？」

　ヘルメットの影かげの下。マックルは口元でこそ笑っていたが、フォースを見み詰つめる目が……笑っていなかった。

「うーん、さすがのあたしも冗じよう談だんは言うけどね。噓うそはあんまりつかないかな」

　人の意思によって生まれる。

　人の手によって造り出される。

　人が関かん与よし、精霊が現れるという因果は同じことだが……過程の意味合いは、相当違ってくる。

　各おの々おのの心境を読み取ったように、マックルが告げた。

「せっかくだし、食べ終わってからでもみんなで話しましょうか。あたしも、そのためにわざわざエリーゼとヒデオのこと、呼んだわけだしね」
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　炭で火を起こす。

　バーベキューの通過儀ぎ礼れいであると同時、近年いかに優すぐれた着火剤ざいが登場し、毎年のようにテレビ番組の特集で取り上げられても、つかないときはなかなかつかない……それだけに男手としては、女の子にいいところを見せる絶好の機会でもある。

「……なかなか、難しいな……」

　コンロを覗のぞき込んで、扇あおいだり息を吹ふいたりと、霧也が四苦八苦している。いかに優等生然としていても、得手不得手というものはあるだろう。

「部活の合宿の時はこれでついたはずなんだが……鈴すず木きのやつ、どうやって……」

　額に汗あせする霧也を見詰める、女子高生二人。

「やっぱりあのゼリー？　みたいなの、買ってくればよかったかな？」

　水姫の声に、美野里はわかったような顔して指を振った。

「だめだめミズキチ。去年うちのお父さんがやったんだけど、あれはあれでやっぱりコツみたいのがあって、なかなかつかないものなのよ」

　マックルが首を傾かしげながら訊ねる。

「火薬ならあるわよ？　黒色でいい？」

「そんな硝しよう煙えん臭くさい肉誰が食うのよ」

　エリーゼのツッコミに、マックルは納なつ得とくの表情。

「あー、うーん。それもそうよね。サーメイトの方がいいかしら？」

「タンパク質相手に何をしたいのあんたは？」

　そんな二人へ、美野里が拳こぶしを振り上げた。

「だめだめだめ、二人とも！　着火剤が悪いわけじゃないけど、そういう便利道具ってなんか、負けた～！　って気がする！」

　ぽんと手を組み水姫が賛同した。

「あ、わかるー！　やっぱり新聞紙とかで、手て際ぎわよくつけるのがかっこいいよねー！」

　特に何もしていない女子高生二人が言うわけで、期待された以上、霧也はその新聞紙だけで悪戦苦く闘とうしているわけで。

　タープの外、手て頃ごろな石に腰こし掛かけたヒデオが、そんな様子をいっそ微ほほ笑えましいほどの気持ちで眺ながめていると……その余よ裕ゆうを読んだかのように睡蓮が聞いてきた。

「お前はできますか、ヒデオ」

「まあ。人並みには」

〝……へえ、意外ね。随ずい分ぶん余裕っぽいじゃない。昔ボーイスカウトでもやってたの？〟

　自じ慢まんではないがついこの間、たまたまテレビのキャンプ特集を見た。やり方は全すべて頭の中に入っている。

　そして真打ちは……最後に、登場する。

〝……真打ちが誰のことを言っているのかはわからないし、ヒデオが何も考えずテレビを観みている間も霧也は部活に勉強に頑がん張ばってたんでしょうけどね〟

　うるさい。

　まあこのメガネ君にはせいぜい前座らしく嚙かませ犬を演じてもらうとしようじゃないか？　そして疲つかれ切ったところに自分が新聞紙だけで手際よくかっこいいところを見せれば、さすが大人、さすが社会人と、高校生たちの見る目も変わろうというものではないのですか？

　ないのですかな？

　いやいや、はっはっは……。




　すぱごっ!!




「……エリーゼ。何を」

　大きめの炭を自分の脳天で叩たたき割られ、ヒデオは振ふり返った。

「あんた見てたら、よくわかんないけどイラ～ッてした。またなんか調子こいたこと考えてなかった？」

「……いえ。滅めつ相そうも」

「そう。気のせいならいいんだけど」

　気のせいで納得した割に謝る素そ振ぶりもなく、エリーゼは手にした木炭を元あったダンボールの中へ放ほうり捨てる。

　睡蓮が息を吞のんでから告げた。

「お前もカミに関かかわる者なら、よく覚えておきなさい。カミの不興を買うということが、どれだけ恐おそろしいことかを」

　……言いたいことはわかるが、この程度の教訓でいいのだろうか。いや、確かにものすごく痛かったけれど。

　いよいよ諦あきらめたように、霧也が溜ため息いき半分に立ち上がった。

「参ったな……おいナイト、お前こういうの得意か？」

　真っ昼間だというのに山の稜りよう線せんを眺めて黄昏たそがれれていたナイトが、颯さつ爽そうと振り返る。

「ったく、そんなことか。簡単すぎてあくびが出るぜ……」

　そう言ってやってきたナイトが、ズザッと両りよう脚あしを大きく広げ、これまた大袈裟な手振りでズババッとコンロへ向けて右手をかざす。

「邪炎サラマン」

「「待った」」

　美野里と水姫が同時に声を上げた。

「ちょっとナイト、それは邪じや道どうよ！　邪道！」

「そうだよナイト君、私たちのチカラって、そういうことのためにあるわけじゃないと思うし……」

　ヒデオもまたそんな反則的な方法で魅せ場を取られてはたまらないので、そうだそうだと、陰かげながらに首しゆ肯こうを繰くり返す。

「くッ……。邪道、か……ああ、その通りだ。わかっていたさ……！　邪じや霊れい眼がん！　邪炎龍サラマンダー！　邪悪に祝福されたこの俺の呪のろわれたチカラは、誰だれに認められることもないッ……！　誰かの役に立とうとすることすら、許されない……！」

　げんなりと美野里が手を振った。

「いや、ナイト、あたしが言いたいのは、そういう意味じゃなくて……」

「別に私たち、ナイト君の存在自体を否定しているわけじゃないから……ね？」

　美野里はともかく、いま、水姫がさらりとひどいことを言ったような気がする。

　さておき。

「うーん。うちの男子は頼たよりないなぁ、まったく……」

「どうしよっか、美野里ちゃん……」

（……）

　やれやれ、これだから高校生は。

　ヒデオがすっと腰を上げたそのときだった。

「ほら見やがれっ!!」

　黒い戦せん闘とう服にヘルメット、フル装備でガスマスクを付けた男が、たっぷりと川魚の入った魚籠びくをドンと置いた。

　美野里が歓かん喜きの表情でそれを覗き込む。

「うっわーっ!?　魚だーっ!?　すっごーい、これ全部おじさんが釣つったの!?」

「当たり前だファック!!　釣れるんだよファック!!　俺がヘタなわけじゃねえ、どう考えても東京湾わんがおかしいんだよファッキン＆ホーリーファック!!　あとおじさんじゃなくてお兄さんだ」

　水姫が身体からだを上下に弾はずませ、髪かみをふわふわさせて喜んだ。

「隊長さん、すごーい！　釣り名人ー！」

「だろ？　そうだろう？　いや～、そうなんだよ。俺だってダテにベヌエのタイコーボーなんて呼ばれたわけじゃ……あ？」

　偏へん光こうレンズのおかげで視線はわからなかったが、ガスマスクがこちらに気付いたようだった。相変わらず表情は見えないが、声を聞けばフォースといつも一いつ緒しよにいるガスマスクだ。

　何か言おうとした睡蓮を、もう面めん倒どうだからとヒデオは後ろへ下がらせた。

「ああ、そういや仲直りしたんだったか？」

　ガスマスクの言葉に、マックルが応こたえる。

「あら。ヤンキーも知り合い？　じゃ、みんな仲良しなのね」

「知り合いじゃねえよクラウツ。こいつらのお守もりついでに何度か見かけたことがあるだけだ」

　まるで何かのクセのように右、左と首を動かして視線を巡めぐらせるガスマスクの仕草に、エリーゼが言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、うちのライリーたちもいるんだから。今日はこいつらだけ」

（……）

　そう言えば道すがら、外国人観光客らしき姿を何人か見かけた気がする。全員、妙みようにガタイの良かったのは……。

〝たぶん、そうなんじゃない？　エリーゼ興業の兵隊と、ケルベロス隊と。ここからじゃ見えないけど、そこら中にいるわ〟

「ハッ、エリーゼ興業ねえ。どこの田舎いなか企き業ぎようか知らないが、たかがお嬢じよう様さまの外出に何個分隊付けてんだよ……」

　カチンと来たようにエリーゼが。

「ハッ、なぁにがケルベロス隊よ。地じ獄ごくの番犬がこんな平和な島国でうらぶれてるようじゃ落ち目なんじゃないの、落ち目」

　どう見てもフォースより若い少女のあまりの悪口雑言っぷりに、一いつ瞬しゆん何を言われたかわからなかったようなガスマスクが。

「なっ……なんだとコノヤローてめえみたいなどうせ七光りだけで生きてるようなガキにウチのような零れい細さい企業の何がぁッ…！」

　何やら突つかれたように激げき昂こうするガスマスクを、美野里がなだめた。

「ほらほらおじさん、イイ歳としなんだから子供相手にムキになってないで。それより、火、つけられる？」

「誰がお前ムキになんかなってなんかねーよ!!　大人としてちょっと社会の厳しさ教えてやろうってだけだっつーの!!　あとおにーさんだし!!　ったく……、火だ？　ライターでも忘れてきたのか」

　水姫が首を横に振った。

「そうじゃなくて、炭の火を起こすのがなかなかできなくって……隊長さん、そういうの得意そう？」

　ぽかーんと。ガスマスクなので表情は見えないのだが、そんなように肩かたを落とした。

「……おいおい、お前ら。ジョークじゃなくてか？　マスコミが大おお袈げ裟さに言ってるわけじゃなくて、マジで今どきのガキはそんなこともできねえのか？　そもそもなんで新聞しかねえんだよ。そこら中に枝切れでも何でも落ちてるだろ」

　ちょっと待ってろ、と言い残してガスマスクがその場を一いつ旦たん離はなれた。片手には一ひと摑つかみ分の枯かれ葉、もう片手には一摑み分の小枝を持って戻もどってきた。

　コンロの炭を一度ダンボールに戻し、杉すぎの葉を敷しき、その上に小枝を敷き、ライターで杉の葉に火を点つける。葉っぱはすぐにメラメラと火を上げ、またすぐに小枝にも燃え移り、さらに大きな焚たき火となる。

　睡蓮が感心して言った。

「手際が良いですね」

「世界的に見ればどこにでもガスと電気が通ってるような国の方がおかしいんだよ。これだけ綺き麗れいな川が流れてんのに水道完備とかアホか」

　最後にダンボールの中から小こ振ぶりな炭を選より分け、焚き火の上へ並べていくと、すぐに炭はパチパチ、小気味の良い音を上げ赤せき熱ねつし始めた。

「ほら、あとはお前らでできるだろ」

「すごい！　おにーさんかっこいーい！」

「かっこいいです、隊長さん！」

　女子高生二人が目をキラキラさせていた。

「うっ……、うるさい。こんなもんできて当たり前だろうがっ。じゃあな、生焼けの肉食って腹壊こわすんじゃねえぞ、ったく……」

　ガスマスクのせいで表情は見えなかったが、ガスマスクは何やらぶちぶちと文句を言いながら去っていった。

〝さっすが真打ちは違ちがうわよねー。大切なのはいいところを見せるとかじゃなくて、とりあえず火を起こすってことよねー〟

　はい。仰おつしやるとおりです。

　そう思ってヒデオがふと見ると、意外と霧也もそのようなバツの悪い顔をしていた。
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　白ずんだ炭が、残り火を湛たたえている。

　食事が終わり、先の人工精せい霊れいの話を聞かされた高校生の四人は、いい顔をしていなかった。それが人工の某なにがしということさえ、知らない様子であった。

「……つまり……つまり、私たちのチカラって、元からあったわけじゃないってこと……？」

　そう言った美野里の横で、水姫は不安そうな顔をしていた。

「私たち、人体実験か何かで改造されちゃった、ってことなの……？」

　それを霧也が否定する。

「別に手術や何かを受けた覚えはない。受けたのは能力の適性検査と……」

「……クスリだろ。いつもの訓練やミッションの後に飲んでいる、あのカプセルさ……」

　何気ないナイトの言葉に、全員が振り返った。

「おかしいとは思っていたぜ。あれを飲んだ後は、決まって邪霊眼の疼うずきが治まるからな」

　ナイトの独特な表現に、美野里が納なつ得とくの行かぬような表情を見せる。

「でもあれは、疲ひ労ろう回復のための栄養剤ざいだって……朱津先生が言ってたじゃない」

　霧也が腕うで組ぐみをしたまま、かぶりを振る。

「僕たちが自分でその成分を調べたわけじゃない。調べられたところで、理解できるような知識もない……」

　水姫が頰ほおに指を当て小首を傾かしげる。

「でも……お薬を飲んだだけで、精霊さん……？　と仲良くなれるなんてこと、あるのかな？」

「あるわよ。ていうか、むしろそれが正道」

　言い切ったエリーゼへ、フォースの四人は意外そうに振り返った。

「あんたたちもトランス状態って言葉くらい、聞いたことあるでしょう。シャーマンなんかが香こうを焚いたり、薬草を飲んだりして精神力や集中力を高めて神の意識に近付くの。仲良くなれるかどうかはともかく、普ふ通つうの精神状態よりはそうしたモノと交感し易やさくなる。あとは別に、ほんとの神を呼ぶわけじゃないんだから。意思のない空っぽの精霊なら、喚よび出すための儀ぎ式しきや呪じゆ文もん、契けい約やくなんかの面倒なことは全部すっ飛ばせる……」

　言い終えて、エリーゼは自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。

「……自分で言っててなんだけど、なんか信しん憑ぴよう性せいあるわね」

「本当……なのか？」

　霧也の声に、エリーゼは首を傾げて言い返す。

「さあ？　あんたたちのことでしょうが。私に聞かれても困るわよ、そんなこと。前提として、本当にそんな都合のいい精霊とクスリを造れたらの話よ」

「造れたのよ、エリーゼ」

　マックルが静かに言った。

　冗じよう談だんや、噓うそをつく様子もなく笑っていた。

「人間は、それを造ったの」

「……そ。じゃあそうなんでしょ。わかった？　あんたたち」

　興味もなく丸投げするようなエリーゼの言い方に、霧也たちは、ただ途と惑まどい、顔を見合わせる。直後、ナイトだけがハッと息を吞のみ、手を振り払はらうように振り返った。

「マックル……！　お前が今日、魔ま眼がんたちを呼んだのは、このことを明かすためだったのか!?　俺たちの素す性じようを暴あばき、国に売り渡わたすための……罠わなかッ!!」

　ナイトの目は鋭するどい。他ほかの三人も、この時ばかりはナイトの推察にまさかと息を吞む。

「いやいや。別にあなたたちなんか売らなくても、こう見えてあたし、お金はいっぱい持ってるし。でもどうせ話すなら、今回のこれはいい機会かなって、ついでにヒデオたちも呼んだんだけどね」

　ナイトの睨にらむような視線が向くと同時、ヒデオは先に言った。

「君たちに、害を加えるつもりはない。敵対する気も、ない。僕たちも。今、初めて聞かされた話だ」

　しばらく黙もつ考こうを続けていた睡蓮が瞳ひとみを開ける。

「……そうですね。式神のような使い魔ではなく、カミそのものを造り出した……そのような話は、わたくしも聞いたことがありません。善よきも悪あしきもない、ただ人に憑つくだけのカミなど前代未み聞もんです。局長でさえ判断に困るでしょう」

　そうなのだ。

　本当に人工精霊というものに意思がないのであれば、疑うべき善悪自体がなくなってしまう。一方で彼らフォースは確かに、それを使って尋じん常じようならざるチカラを行使できるが……。

「……僕たちは。君たちが、どういう性格かを理解しているつもりだ。特別な能力があるからと言って、それをつまらないことに悪用するような人間ではないと、わかっている」

　睡蓮が、ヒデオの言葉を後押しする。

「その精霊をして人に仇あだなすものでない限り、わたくしたちが動く謂いわれはありません。安心しなさい」

「でも……巫女みこさんたちだってお役所でしょ？」

　美野里は疑いではなく、心配の眼まな差ざしをしていた。

「上司とか国の偉えらい人なんかが、だめ、許さん、退治しろー！　とか言ったら……？」

「もし、そうなったときは。僕たちが、説得する」

　ヒデオの強い言葉に、睡蓮が半ば驚おどろきの目を見せた。昨日今日入ったばかりの新米が、何をかいわんやであろう。

　だが、ヒデオはそのまま続けた。

「君たちも。オートラインの方針や、何かで。間違ったことをしろと言われても……それはしないはずだ」

「それは……」

　言いかけて、美野里が霧也を見る。水姫も無言でそうする。ナイトの視線も、リーダーである彼を捉とらえていた。

　霧也は頷うなずく。

「……言われるまでもない。当然だ」

　だからヒデオも首しゆ肯こうで返した。

「ああ。だったら僕たちは、その言葉を信じる。今までの君たちを見ているから、充じゆう分ぶん、信じられる。だから僕たちは、敵対しない。それで……納得してもらえないだろうか」

　高校生たちの間で、幾いく分ぶん、緊きん張ちようの解ほぐれる様子が見て取れた。

「じゃあ……宮く内ない庁ちようさんはそれでいいとしても。私たちは、これからどうするの？」

　まだ少し不安がるような水姫の声に、霧也が悩なやみ、小さく唸うなる。

「……それは……そうだな。今まで話し合ったことの繰くり返しになるが、宮内庁の彼らが動かないのと同様に……、つまり、甲山さんからそういった悪用に繫つながるような任務が課せられない限りは、今まで通りでいるのが一番安全だと思う」

「もう、またそれ～？」

　美野里が盛せい大だいに不満の声を上げた。

「だって話が本当なら、結局私たち騙だまされてたんじゃない。自然のチカラを引き出すための特別な素質があるからって、それを正しい方向に引き出すためにって。まあ、精霊でもなんでも結果としては同じだけど……やっぱり、自分たちの手できちんと調べようよ！　隠かくしてたってことは、どうせ聞いたって教えてくれないと思うし！　前も言ったけど、あの船の……！」

「だからそれこそ前に言っただろう!?　危険が大き過ぎる……！」

　つられるように声を大きくする霧也だが、そこにナイトが冷たい声を投げかけた。

「霧也。お前さっき、悪用に繫がるような命令を受けるまでは……と、言っていたな」

「……ああ。それが？」

「そもそものフォースのミッション……俺たちが捕つかまえた霊の行ゆく方えだって、まだはっきりしていない」

　その指し摘てきに、霧也は眼鏡の奥で一度瞬まばたきをした。そして表情を隠すように軽く俯うつむき、眼鏡の橋を持ち上げる。

「……もう既すでに……いや、最初から利用されていた……と。そう言いたいのか？」

「だとしたら、さすがに俺も気に入らない……ってだけのことさ」

　言うだけ言って、ナイトは目を伏ふせた。

　そうだそうだと頷く美野里に、霧也は軽い嘆たん息そくをしてみせる。

「だが……あの船を調べると言っても、どうするつもりだ。ケルベロス隊は宮内庁と違って銃じゆうで武装した、命令されれば本当に人を殺せるような相手だ。いくら僕たちが銃に対する訓練を受けたと言っても、所しよ詮せんは暴漢からの自衛程度の知識と技術だ。プロの兵士相手にどこまで通用するかはわからないし、仮にその場をうまく切り抜ぬけられたとしても……」

　一度言葉を切った霧也は、それから少し低い声で続けた。

「……僕たちは自宅の住所も、通っている学校も、知られているんだぞ」

　高校生らは小さく息を吞む。

　そうした情報が相手に伝わっていることが何を意味するのか。霧也は明言しなかったが……つまりは、全くの無関係の家族や友人にまで危害が及およぶ可能性だ。

「ねえ……、やっぱりやめようよ美野里ちゃん」

「水姫……？」

「確かに内ない緒しよにされていることがあるのは、あまり良い気分じゃないけど……でも、甲山さんも隊長さんたちも、普ふ段だんは優やさしくしてくれるじゃない」

　水姫がか弱い微び笑しようを浮うかべる。

「〝フォース〟のおかげで、せっかく私たち仲良くなれたのに……それを私たちの方からああでもないこうでもないってケンカするようなのは、私は嫌いやかな……って」

「も～……。ミズキチは人がいいっていうか」

　美野里は苦笑がてら、観念したように。だが一方で、諦あきらめきれないように呟つぶやく。

「おじさんたちに言ったら、協力してくれないかなぁ……」

　美野里の希望的な発言を、再三否定したのは霧也だった。

「普段は温おん厚こうな人たちだが、プロ意識はかなり高い。僕たちの誠意や小こ遣づかい程度で、天てん秤びんにかけるとは思えない……」

　それで、話し合いは一度途切れた。

　進まぬ話を興味なさそうに聞いていたエリーゼが、睡蓮へグラスを差し出す。そうして睡蓮によく冷えたサイダーを酌しやくさせながら、辟へき易えきしたようにマックルへ問うた。

「そう言えばさ。そもそもあんたはなんで、鳳オートリなんかにいるわけ？」

「う～ん……一言で言うと、お手伝い？」

「なんの」

「精せい霊れいとかの研究みたいな」

　エリーゼはジュースを一口飲んで嘆息した。

「あんたが人工精霊だかのノウハウ教えたわけじゃないわよね」

「エリーゼ、あたしも大たい概がいいろいろできるけど、さすがに発明家じゃないから。それにあたしが来たときにはもう、この子たちもいたわけで。だからミノリたちも、わかっててやってるのかな、って思ってたんだけど」

　実際は、そうではなかった。現実には、いま霧也たちが言っていた通りだ。

　水姫がそんなマックルに聞いた。

「じゃあマックルさんは、どうして人工精霊のことを、私たちに教えてくれたの……？」

「それはね。ま、あたしも一応、カミさまだし。人工でも人造でも、同じ精霊としてね。知らずに使われているのは可哀かわい想そうかな～……ってね」

　ふと顔を上げたのは、ナイトと美野里で。

　美野里の方が気付いた様子で呟いた。

「……そっか。ノームさんは魔法や必殺技わざなんかじゃなくて、ノームさん、ってことか……」

「そう、そう。そういうふうに接してもらえるとね、あたしも同じ精霊として嬉うれしいかな。ね、エリーゼ」

「は？　なんでわたしに振ふるのよ。私は別にどうでもいいわよ、そんなロボットみたいな精霊」

　自身の右手を見み詰つめていたナイトが、マックルを見てシニカルな笑えみを浮かべていた。

「フッ……そこの巫女と同じようなことを言うんだな」

「あら。そうなの？　スイレン」

　睡蓮はマックルの声を否定も肯こう定ていもしない。

「わたくしはただ、己おのれのチカラとどう向き合うかくらいは見定めろと、そう言っただけです」

「うん、うん。いいね、そういうの」

　マックルは笑顔。

「でも、ま、自分で言ってなんだけど。ミノリたちが、いい子たちで良かったわ。タカシたちがどういう理由でそれを隠していたかはともかく。あなたたちの側にいる精霊がナニモノで、それをわかった上で大切にしてくれれば……きっと、悪いことは起きないから」

　高校生たちは四者四様の、しかし明るい表情で頷いた。

〝大切にするのよ、ヒデオも。あー、私帰ったらハーゲンダッツが食べたいなー。一リットルくらいのバケットからすくって、クッキーに載のせたりして食べてみたいなー〟

（……）

　……大切にするのと甘やかすのとは違ちがうと思いませんか、闇やみの神よ。
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　マックルの最後の話のおかげだろうか、フォースの間には、それぞれが身に憑つけている精霊についての不安はなくなったようだった。今まで共に過ごしてきた彼ら自身が、それがどういうものかを誰だれよりも理解しているからだろう。そしてオートラインに対してどうするかは、また後日、改めて話し合うことに決まったようだった。

　話し込むうち、時刻は既に三時を過ぎていた。おやつの時間である。

「右ー、右ー！」

「違うよ、もう少し左だよー！」

「違うナイト、回転じゃなくて平行移動だ！」

「くっ……！　俺の邪じや霊れい眼がんでも捉えきれない……だと!?　スイカは、どっちだっ……!?」

[image: ]

　高校生たちはエリーゼとマックルも交え、川で冷やしておいたスイカでスイカ割りを始めていた。タオルで目め隠かくしをしたナイトが川かわ縁べりで、あっちへフラフラ、こっちへフラフラしている。

　それをヒデオは睡蓮と共に、タープの下で眺ながめていたのだが。

「ねー、巫女みこさんもやろうよー！」

　走ってきた美野里が睡蓮の腕うでを引っ張る。

「いえ……わたくしは、スイカ割りにはあまり良い思い出が……」

「いいからいいから、あれはできるだけ大勢で、適当な声をかけて混乱させるのが楽しいんだから、うひひ……！」

　と、美野里は半ば強ごう引いんに睡蓮を立ち上がらせる。

「あ……。ビーム男も……やる？」

「……。いや」

「だよね」

　美野里はヒデオについて一人納なつ得とくし、睡蓮を川原へと連れて行ってしまった。

　ヒデオは一人、タープの下で、ぬるくなったペットボトルのお茶で喉のどを潤うるおす。

（……）

　あ……。という気付いたような感じ。

　やろうよ、という誘さそいではなく。やる？　という疑問系。

　だよね、という得心の表情。

　ね。

　そういうもんですよ。

　あるある。あるある。

　………………………………………ネエヨバカヤ

〝前もあったじゃない〟

　……。

〝この件前もやって飽あきてるから、かまってあげないわよ〟

　返す言葉もなく、ヒデオはお茶をもう一口。

　案外……否いな、案外どころではなく、ノアレがかまってくれないと自分は本当に一人であることを痛感する。

　他方、高校生たちはスタートからスイカまで三十メートルもの距きよ離りを取り、その間の左右ランダムにチェックポイントを設け、そこを通過しないとスイカを割る資格を剝はく奪だつされるという若気の至り全開な遊び方をしている。比ひ喩ゆや何かではなく、日が暮れてしまうのではなかろうか。

　マックルが空から振ぶりし、次に睡蓮が目隠しされて美野里と水姫にぐるんぐるんと回され始める。

「いや～、回った回った……」

　マックルが軽くふらついた足取りでタープまで戻もどってきた。そうしてクーラーボックスからジンジャーエールのペットボトルを取り出す。

「ね、ね。ヒデオはやらないの、アレ。なかなか面おも白しろいわよ」

「いや。僕は……」

　その先の言葉が続かないが。

「巫女さん、みぎー！　みぎー！」

「違うよー、左だよー！」

「そのまま前だ！」

「フッ……この程度の甘かん言げん、虚きよ言げんに惑まどわされるとはな……」

「どれが甘言で虚言なのかをはっきり言いなさいっ!!」

「ていうか……あんたたち、スイカ一個食べるのにどうしてここまで面めん倒どうなことするワケ？」

　賑にぎやかなスイカ割りの様子を、マックルはニコニコと眺めている。

　ヒデオが何か会話はないかと、上うえ野のの博物館で考え尽つくしたことを考えている間に、しばらくの時間が経たつ。

「ヒデオは優しい人間ね」

　前も似たようなことを言われた気がするが、今また面と向かって言われて、どきりとする。

「他人に関心がなかったり、他人と関かかわりたくないから喋しやべらないんじゃないのよね。他人のことを気にしすぎて、それで深く考えすぎて、何も言えなくなっちゃうタイプ」

「……いや……。それは……」

「ま、ま。あたし、フツーの神さまよりは、ず～っと人間に近い場所にいるから。少し一いつ緒しよにいれば、大体わかるのよ。誰がどんな人間か、ってことくらいは」

　ジュースを一口。

「それでね、どこにいたときだったかな……。風の噂うわさで聞いたのね、あたし」

　山の稜りよう線せんの、そのまた向こうへ視線をやる。

「その男は未来視の魔ま眼がんを持っていて。最新の神を従えて。自らの命と引き替かえに、最古の神を打ち払はらった」

　彼女は頰ほお杖づえを突ついたまま、遠く遠くを見詰めていた。

「最初聞いたときは、今どきどこの神さまか……どんな神さまの化け身しんかと思ったわ」

「……」

　エリーゼが言っていた。

　噂にはなっていると。

「でもね、よくよく聞いたら、それはただの人間だって。何か特別な血を引いているかと思ったら、そういうわけでもないらしいって。それを聞いてね。あたしもう、嬉うれしくなっちゃって」

「嬉しく……？」

「そう。人間て、やっぱりすごいな……ってね」

　彼女の顔が、再びヒデオの方を振ふり返る。

「それで実際会ってみたらね。ほんとにただの人間で。油断もあって、隙すきだらけで。しかも、誰かを傷付けるなんて、これっぽっちも考えられなそうな、優やさしそうな感じで。もっと嬉しくなっちゃったわ。まあ、ハンサムと呼ぶには、ちょっと目付きが悪すぎる気がするけどね」

　冗じよう談だん交じりに軽く笑って。

「すごい人間はたくさんいるけどね、ヒデオ。優しいだけでヒーローになれた人間なんていないのよ。ううん、いたのかも知れないし、いるのかも知れないけれど……あたしは、他ほかに知らない。うん。だから、あなたがいい」

　マックルが片手をヒデオの肩かたにやる。別の片手を、ヒデオの頰ほおに。明るい表情のまま顔を寄せ、鈍にび色いろをした、真っ直すぐな瞳ひとみで見み詰つめる。

「ヒデオ。あなたに一つ、お願いしたいことがあるの」

「な……、なに、を……」

　彼女が一度目を伏ふせた。

　少しだけ間を置き、何かを決めたように瞳を開け。呟つぶやく。

「ヒデオにね、あたしの……」

「……」

「…………」




　あたしの……。




　そこから言葉が続かない。

　マックルはこつんと、額をヒデオの頭に当てる。吐と息いきのかかるほど近く。

「……ごめん。続きは、また今度にしましょう」

　それから彼女は、笑って土手の方を振り返った。

　今までの笑え顔がおとは違った。

　ヒデオは彼女の視線を追う。

　土手の高みに、一人の女が立っていた。修道女の姿をしていた。傾かたむき始めた日の光を受け、風を浴びて、機械のように冷たく見開かれた金色の瞳で見下ろしていた。
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「見付けましたよ、マックルイェーガー。大人しく私の言葉に従ってもらいます、あなたには」

「ふぅん……やっぱり一所に長居するのはまずかったかしら」

　修道女は、軽口を言うようなマックルを凝ぎよう視ししたまま無言。

　マックルも視線をそちらへ向けたまま無言。

　スイカ割りの喧けん噪そうが、ひぐらしの声が、まるで別世界のことのように遠く聞こえる、そんな異常な静せい寂じやくだった。

　女の視線が微び動どうする。

　計ったのは、マックルとヒデオの距きよ離り。

　それを悟さとったマックルが告げる。

「ヒデオ。たぶん危ないから、離はなれてて。じゃなかったら、ノアレに守ってもらって」

「一体……」

　彼女は何者なのか。ヒデオが聞こうとしたとき、女がマックルを見み据すえたまま、胸の前へ手をかざした。そして虚こ空くうの中から鋼鉄の棒をゆっくり、ゆっくりと引き抜ぬき始める。
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　半月状の刃やいばは斧おの。その反対側には鎚つち。柄えの先から槍やりを施ほどこされた先せん端たんまで、二メートルを優に越こえる大おお長なが物もの。そんなハルバートを細ほそ腕うでで一振り。腰こしだめに真後ろに構え、倒たおれ込むような前ぜん傾けい姿勢で虚空の上を走り出す。

　そう、シスターは宙を走った。故ゆえに足音はなく、高速で風を切る音、黒衣が暴風にはためく音。頭ず巾きんから伸のびた長い金きん髪ぱつと、首から下げたクロスがなびく。

　マックルはヒデオをタープの外へと突き飛ばした。ほぼ同時、シスターのハルバートが横一線、マックルはそれをくぐるように姿勢を下げる。

　タープやコンロといった全すべてが薙なぎ払われた直後に、マックルは低い姿勢のバネを使って後方へ飛び退すさる。シスターは冷れい徹てつな無表情のまま追走し、右から左、左から右へと自在に刃を振り回す。その全てをマックルは紙かみ一ひと重えでかわしていく。

「この暑いのによくやるわね」

　マックルが動くのが面めん倒どうだとでも言うように、拳けん銃じゆうを取り出した。安いメッキを施されたトカレフのスライドはひとりでに摺しゆう動どうし、装そう弾だんする。

　そこで修道女が動きを止める。ピストルにではなく、異変に気が付いた他の面々が寄ってきたからだ。

　無む惨ざんに潰つぶれたタープを指差し、美み野の里りが詰つめ寄った。

「ちょっと！　あたしたちのあれ！　なんてことしてくれるのよ！　しかもなんか物ぶつ騒そうなもの振り回して、事と次し第だいによっちゃただじゃ……！」

「あなたたちの精せい霊れいでは私に勝てません。邪じや魔まをするなら排はい除じよされますよ」

　シスターは見開かれたままの冷たい瞳で、その姿からは想像もできぬほど冷たい言葉を吐はき捨てる。

「お仕置き確定っ！」

　カチンと来たように美野里が叫さけんだ。相手は精霊を知っている。ならば手加減無用とばかりに叫ぶ。

「ノームさん、ＧＯッ!!」

　美野里が振り上げた拳こぶしに合わせるように、川原の土ど砂しやがシスター目め掛がけて巻き上がる。ショットガンのような石いし礫つぶての波頭に対し、シスターはハルバートの鎚を地面に打ち鳴らした。畳たたみ返しのように、同じ規模の土砂が直上へめくれ上がる。否いや。

「きゃっ……!?」

　それは美野里が起こした土砂の波を押し返し、美野里を吹ふき飛ばす。

「美野里ちゃんっ……!?」

　美野里に駆かけ寄る水みず姫き。それを庇かばうように立ち塞ふさがった霧きり也やが拳をためた。

「シルフっ！」

　衝しよう撃げき波はのような突とつ風ぷうを打ち放つ。

　シスターは扇おうぎのように斧を一振りしただけだった。同じ勢いで風を押し返された霧也は、美野里よりも大きく吹き飛ばされ、硬かたい川砂利の上を転がっていく。

「邪炎龍サラマンダーッ!!」

　ナイトが喚よび起こした、蛇へびのようにのたうつ赤黒い紅ぐ蓮れんの炎を、今度は槍で刺さし貫つらぬく。

「っぐ……!?」

　カッと目を見開いたナイトが、まるで自分自身の体を刺し抜かれたかのような苦鳴を上げ、胸を搔かきむしるようにしながらその場に膝ひざをついた。

「ッ……、貴様ッ……！　何、をッ……した……!?」

「ウンディーネーっ……!!」

　水姫が悲鳴のような声を上げる。川かわ面もが爆ばく発はつしたかと思うような激流がシスターを吞のみ込む。数トンか、数十トンか、それほどの質量と水圧だった。

「やった……！」

　水姫の喜き悦えつも束つかの間、大量の水は地面に広がることなくその場に停止。一ひと塊かたまりの巨きよ大だいな水弾となって水姫に向かい、破は裂れつ。倒れ伏す仲間たちの元まで弾はじき飛ばしてしまった。

　そしてそこには毛先一つ濡ぬらさず、金色の目を見開いたまま表情一つ変えぬ、人形のようなシスターが立っていた。

「っ……どうして、……ウンディーネ……？」

「……、強いっ……！」

「なんで!?　なんであたしたちの攻こう撃げきが通じないのよっ……！」

　水姫も、ようよう起き上がろうとした霧也、美野里とも。口々に呻うめきはするが立ち上がれず、辛かろうじて保っているのは意識だけ。中でもナイトは胸を押さえて地面に這はいつくばったまま、脂あぶら汗あせを流し、起き上がることさえできずにいる。

（っ……）

　瞬またたく間の出来事に、ヒデオはただ呆ぼう然ぜんと目を奪うばわれていた。

　高校生とはいえ、フォースだって相当な手練てだれであることは何度も見てきていた。ナイトは関かん式しきに痛手を加え、睡すい蓮れんだって初対面では彼らにもっと手こずっていた。なのにあのシスターは、全ての手の内を見み透すかしたかのようにあっさりと、棒立ちのまま。

「聞いたことがあるわ」

　シスターの得物を見やってから、エリーゼが言った。

「修道女の格好。金色の目。そしてその〝カフジエキル突ーきカ〟。シシル・ネロ……いえ、キリングマシーン。ヒキコモリの〝精霊の庭シークレツトガーデン〟が、こんな東の果てまで出てくるとはね」

　若き修道女は答えて言った。

「下がりなさい。家出娘」

　エリーゼが逆げき鱗りんにでも触ふれられたように、不快感を顕あらわに、一気に眉まゆを吊つり上げた。

「……なん……、ですって……？　小こ娘むすめが、もういっぺん言ってみなさい……！」

「〝庭〟に背を向け、一度は人間を手にかけようとした罪。消えたわけではありませんよ」

　いつも高こう慢まんなエリーゼが、苛いら立だちも顕わに右から左へ、陽光に眩まばゆく輝かがやくミスリルの刃を現した。軽く数十はあるか。

「よく知っているじゃない。それで？　このわたしを連れ戻もどせるとでも？」

「目的はあなたではありません、エリーゼ・ミスリライト。ですが邪魔をするのであれば……」

　数十のミスリルの刃に向けて、ただ一本の槍の穂ほ先さきを向ける。

「……あなたへの相応の罰ばつを与あたえることが許されています、この私には」

「やれるもんならやってみなさいよ！」

　エリーゼが手を振ふり下ろす。同時、ミスリルの刃がシスター目掛けて高速で飛来する。

　シスターはハルバートの刃を振り上げて半分を打ち砕くだく。返さず振り下ろした鎚でもう半分を打ち砕く。

　眩まばゆい西日を浴びたミスリル銀の欠片かけらが、ダイヤモンドダストのように舞まい散り、風に乗って流れ行く。

（砕……けた……）

　ヒデオはそのあまりに美しい光景に、見み惚とれてしまいそうなほどだった。割れたのでも、折れたのでもない。ミーコさえ圧あつ倒とうした神域の刃が、粉と砕けたのだ。

　だが誰だれよりも啞あ然ぜんとなったのは、自らの司つかさどるそれをいとも容易たやすく屠ほふられた、エリーゼ本人だった。

「っ……そんなっ……、わたしの……ミスリルが……、なんでっ……」

　呆然とするエリーゼへ向かい、シスターがハルバートを振りかざす。

「やはりあなたは、こちら側にいるべきではないようです」

「あっ……!?」

　エリーゼが我に返ったときには、シスターは音もなくその間合いに踏ふみ込んでいた。

　躊躇ためらいもなく、断罪の刃が振り下ろされる。

「っ……！」

　硬く目を閉じるエリーゼ。

　だが響ひびいたのは、耳をつんざくような金切り音。剣けん圧あつに川原の石や水面みなもが揺ゆれ、木立がざわめく。

　目の前でハルバートを受け止めた巫女みこの姿に、エリーゼが呟つぶやく。

「……睡蓮……？」

　その睡蓮が、口を利きく余よ裕ゆうもないかのようにハルバートを押し返し、薙刀なぎなたを振り下ろす。今度はハルバートが同じように薙刀の刃を受け、金属同士の悲鳴を搔かき鳴らす。

　同じような長物と長物の壮そう絶ぜつな打ち合いが、二合、三合と続き、気付いたときには鍔つば競ぜりの様相となっていた。

　機械のような瞳ひとみのままの修道女へ、氷のような瞳のままの巫女が言った。

「わたくしも悪あしきものは散々見てきたつもりですが、お前ほどの大おお馬ば鹿か者を見るのは初めてです。何なに故ゆえエリーゼ様を手にかけようとしたのですか」

「では私もあなたに同じ言葉を返しましょう。そこにいるマックルイェーガーは、やがて災さい禍かを引き起こします。それを野放しにしてなんのための存在ですか、神殺しキリングマシーン」

　わずかの沈ちん黙もく。

「……そ。いよいよ抹まつ殺さつ指令が出たってわけね」

　脳天気なマックルの声に、わずかばかり、戦いくさの気配が薄うすらいだ。ふとした呼吸の合った瞬しゆん間かん、巫女と修道女は、どちらからともなく間合いを開いた。

「元老院は、神殺しと呼ばれる者たちであればと静観していましたが、その神殺しに動く気配はないと断定されました」

　シシルと呼ばれた女の、見開かれたままの金色の瞳が一いち瞥べつする。

「己おのがチカラを得んがためだけに人間に取り入り、人間の科学を利用し、無む辜この霊れい魂こんを取り込む狼ろう藉ぜき……これ以上看過するわけにはいきません」




　　　　②




　フォースは。睡蓮は。エリーゼは。




　そしてヒデオは……。




（……マックル、が……）

　オートラインに対する疑問の根幹、その全すべてが、シシルの今の言葉で、あまりに綺き麗れいに繫つながってしまった。まるでパズルの全てのピースが、瞬まばたきした次には一枚の絵となってしまったかのように。

　そうして大勢の視線を受けて……マックルは。

「先に利用したのは、ニンゲンの方よ」

　マックルは、否定しなかった。

　それどころか、開き直ったかのように肩かたをすくめる。

「で、それの何が悪いのかしら。利用し利用される。それって共存共栄でしょ？　弱肉強食よりよほど合理的で倫りん理り的で人道的なことだと思わない？」

「残念ながら、あなたの都合も私の意思も関係ありません。あなたは断罪されることが決定し、私はそれに従うだけのことです」

「で、私を殺す？　無理ね」

「果たしてそうでしょうか」

　シシルの無む慈じ悲ひな言葉はさらに続いた。

「冥ラ・マ王ノ・デのイ・手プルよトーネ」

　胸むな元もとの十じゆう字じ架かに手をやったシシルが流りゆう麗れいに何かを呟くと、それが青い光を湛たたえ始める。同時、マックルの足元に同じ色の光の輪が広がり始める。直後、光の色は衝しよう撃げきと共に深しん紅くへと転じた。

「な……!?」

　飛び退すさろうとしたマックルが、凄すさまじい重力に抗あらがえぬかのように跪ひざまずいた。

「あ……！　あっ、く……!?」

　どうにかその光の輪から抜ぬけ出そうと藻も搔がくマックルだが、天まで立ち上る光の柱は頑がん強きような壁かべのようにその行く手を阻はばんだ。

「こんな……！　こんなところで……！」

　呻くマックルへ向け、修道女は片手に十字架を握にぎり締しめたまま、片手にハルバートを携たずさえたまま。ゆっくりと、油断なく近付いていく。

「己おのれの罪を嘆なげきなさい。そして悲しみなさい。さようなら、銃じゆうの神」

　身動き取れぬマックルへ向かって、ハルバートが振りかざされる。

「あはっ！　あはは！　冗じよう談だんでしょ!?　私は……！」

　指一本動かせぬまま、マックルは言った。

「私は！　私を生み出した人間を、嘆きも、悲しみもしないわよ……！」

「っ……!!」

　ヒデオは走った。

　今のマックルの言葉に噓うそはないと。いや、噓かどうか以上に、彼女の発した言葉に人として打ち震ふるえ、だから走った。

　走り、その結界のような何かに全神経を集中させるシシルに体当たりをし、彼女の手から十字架を。

（っ……）

　睡蓮がたまにそうするように、触れたと思ったシシルの身体からだがいつの間にか翻ひるがえっていた。直後、バランスを崩くずしたヒデオの背に重く鋭するどい一撃が振り下ろされる。

「ッは……、がはっ……ごほっ……」

　感じたこともない痛みと衝撃に息が詰つまり、這いつくばったまま半ばパニックを起こしかける。

〝落ち着いて、背骨なんて砕けていないわ〟

　ノアレが言う。

〝でも次は砕かれる〟

「ッ……」

　無む我が夢中で上体を返した矢先に、ハルバートの鎚つちは川原の石ごと易やす々やすと地面を穿うがつ。

　少し前もこんなことがあったのを思い出した。天あま白しろ家に行ったとき。木き島じまキョウジというあの男に会ったとき。

　なんだっていうのか。なんで世の中にはこんなおかしな奴やつが多いのか。どうして誰かを傷付けてこうも平気な顔をしていられるんだどいつもこいつも……！

「闇アン理リノアレもリストに載のっていますよ。これ以上私の邪じや魔まをするのなら、あなたから先に送りましょうか？　闇やみ使い」

　金色の瞳、ハルバートの刃やいばの輝きがヒデオを見下す。だがそれはいい。意識はマックルから逸それた。一歩前進だが、しかし彼女はまだ光の円柱から逃のがれられない。

「睡蓮っ」

　ヒデオは尻しり餅もちをついて後退りながら、彼女に言った。

「助けてくれっ」

「な……」

　いつも落ち着いた睡蓮が、やや、呆あつ気けに取られたような顔をしたものの。高校生たちも倒たおれたままげんなりという表情をしたものの。

「なっ……情けない、世話のかかる後こう輩はいですっ！」

　だがいざ動いてしまえば睡蓮は速く、そして強かった。一いち撃げきでシシルの両りよう脚あしを完全にその場に留とどめる。遠ざけるに至らぬまでも、シシルはハルバートを両手で支持するために、十字架を手放した。マックルを捕とらえる牢ろう獄ごくの光がやや弱まる。

「はぁ、はっ……、大だい丈じよう夫ぶ、かっ……」

　まだ呼吸が不完全ながらも、ヒデオはマックルの元へ駆かけ寄った。彼女はどうにか身を起こすまではできるようになっていた。

　そして微笑ほほえむ。

「……どうして、ヒデオ？　あたし、オートラインを利用しているのは事実なのよ」

「……その話は、あとで聞く。今は……」

　この、いわゆる結界のような何かをどうにかしなければ。

　マックルが溜ため息いきをついた。

「まさか、あんな強きよう烈れつな法具を用意しているなんてね。よく足元をすくわれるって言うけど、ほんとに足元から仕し掛かけられるとは思わなかったわ」

　マックルが光の壁に触ふれると、何かが蒸発するように光の粉が舞う。マックルが手を放したときには、触れた指先は半はん透とう明めいになっていた。

「無理に出ようとすれば、精せい霊れいじゃあすり潰つぶされるみたい」

「……精霊がダメでも、人間なら」

　と、ヒデオが指を触れた瞬間火花が飛んだ。指先にも、意識にも。

　凄まじい立ちくらみに膝ひざを突つこうとしたところで、後頭部をエリーゼにぶん殴なぐられ正気を取り戻もどす。

「精霊が無理なもん、人間なんてもっと無理に決まってるでしょうが!?　精神エネルギーの集まりみたいな精霊を封ふうじ込めるのよ！　たった一個人の精神なんて、簡単に吹ふっ飛んで抜け殻がらになってしまう……！」

「だが……、だがそれでは、どうすればっ……」

　エリーゼが、巫女と火花を散らす修道女の方を見やる。

「魔法も結界も機械も根本は一いつ緒しよ！　エネルギーの発生源か、その操作を止められれば……！」

　ならば発生源はあの十字架。操作しているのは、シシルの意識ということか。

　説得はもう無理だろうか。となれば彼女を気絶させるか、やはりあの首から下がっている十字架を奪うばうしかないか。

「まだ助けられぬのですかヒデオ！」

　苛いら立だち、でなければ、焦しよう燥そうを浮うかべた睡蓮の叱しつ咤たが飛ぶ。手数では睡蓮が勝まさっており、薙刀なぎなたの柄えによる打だ突とつや、峰みね打うちも何発か入っているのだが、当のシシルは身み動じろぎは愚おろか、眉まゆ一つ動かす様子すら見せない。

「いい加減手を引きなさい、キリングマシーン。あまりしつこいようだと本気を出しますよ」

「それはこちらの台詞せりふです……！　痛い目を見る前に引き下がったらどうです！」

　袈け裟さ斬ぎりと袈裟斬りが交差する。

「手加減をしたまま勝てるとでも？　この私に」

「お前こそいつまで茶番を続けるつもりですか」

　睡蓮の言葉を受け、シシルが小さく息を吐はく。

「いいでしょう。本気を出さないのか、出せないのかはわかりませんが……ならば今のうちに退場して下さい」

　柄と柄で競せり合う姿勢から、シシルが一息に距きよ離りを開けた。

「星の光ルーチエ・デイ・ステツラーレ！」

「ッ……!?」

　飛び退のき様に宙をシシルの薙いだハルバートが、星ほし屑くずのような光の飛沫しぶきを放つ。睡蓮の目をしても何が起きたのかを判別するより速く、無数のきらめきがその身を打ち据すえ、吹き飛ばす。

「睡蓮ッ……」

　ヒデオの呼びかけに、睡蓮は意識が朦もう朧ろうとしたように顔を歪ゆがめるだけだった。

「だっ……大丈夫!?　巫女みこさんっ……!?」

「大丈夫ですか……？　しっかり……！」

　いくらか回復したか、それでも四肢しで這はうように近寄った美野里と水姫が、睡蓮を抱だき起こす。

「……ッ……わたくし、は……平気……、ぅ……」

　立つのもやっとのような霧也とナイトが、それを背にして身構える。

「はぁ、くそ……お前は大丈夫なのか、ナイト……!?」

「っ……ああ……、邪炎龍サラマンダーが駄だ目めでも、いざとなればコイツがあるッ……！」

　と言ったナイトの拳こぶしも、握りが弱々しい。やはり邪炎龍をあの武器で貫つらぬかれたのが、相当効いているのか。

　そうして仲間同士をかばい合う姿を睥へい睨げいし、シシルは冷たく言い放った。

「安心しなさい。弱い者いじめをする趣しゆ味みはありません」

「……なん、だとっ……！」

　言ったのは霧也の方だった。

　ダメージの深さが逆に冷静さに繫つながっているのか、それを片かた腕うでで制したのがナイト。

「安い挑ちよう発はつに乗るな、霧也……！」

「挑発ではなく、事実を言ったつもりです。どうしてもと言うのであれば、あなたたちのその出来損そこないの精霊から先に殺しますよ」

　睡蓮が歯を食い縛しばって言う。

「逃にげ、なさいっ……お前たちの敵かなう相手ではっ……！」

　それはフォースの四人のみならず、ヒデオに向けての言葉でもあった。

　ヒデオは周囲を見回した。見み渡わたす限りの山と、川辺の砂利じやりと、ガラクタのようなバーベキューの残ざん骸がいと……。

（……）

　目の前に忽こつ然ぜんと浮かぶ、無骨なシルエットの黒い鉄てつ塊かい。

〝……ノアレ。ヒデオのこと、ちょっと借りるわね〟

〝いいわよ。ヒデオが望むのならね〟

　ヒデオは……ゲーム機の使い慣れたコントローラーでも握にぎるように、その短機関銃のグリップを握っていた。




　　　　③




　レシーバーを操作する金属同士の摺しゆう動どう音。

　シシルの目が、ぎろりと向き直る。マックルの方を。

（……死にかけていても神は神、……か）

　理解はしていても、現実を目まの当たりにしたシシルは認にん識しきを改めた。意識の集中が途と切ぎれた結界は、マックルイェーガーの現体を封じてはいてもチカラの漏ろう洩えいまでは抑おさえ切れなくなっている。

　……あるいは。

　最初からそうできたものを、牙きばを隠かくしていたのか。

　背後のマックルが笑えみを浮かべていることも知らず、取り憑つかれた川かわ村むらヒデオがＵＺＩを手にして言う。

「君の仕事は、失敗だ」

　シシルはハルバートを握り直す。

「何を理由に」

「今日。この場所に、僕がいた。その時点で、失敗だ」

　無表情。殺し屋のように恐おそろしい目をしているが、不思議と殺気は感じられない。

「そこの名な護ご屋や河かわ睡蓮もでしたが……手加減をして勝てるほど甘くはありませんよ、この私は」

「いいや、そんなはずはない」

　妙みように癇かんに障さわる物言いだった。

「あれだけの実力を持ちながら、君は。まだ誰だれ一人として殺してはいない」

「当たり前です。私の目的は殺人ではなく、マックルイェーガーという精霊ただ一人」

「だから甘いと言っている」

　ヒデオの構えた銃じゆう口こうは、真っ直すぐにシシルの胸むな元もとを見み据すえている。

「目的のために、まだ手段を選んでいる。殺人は犯おかさない。人ひと質じちは取らない。まだそうやって形なり振ふりを構う余地がある、ということだ。三流だな。雑魚ざこが」

　さすがに、気に障った。

　だからシシルは、事実をありのまま言い返す。

「……雑魚？　それはこの中で誰よりもみっともなく、ただの体当たりで向かってきたあなたのことでは？」

[image: ]

「なるほど。ただの体当たり……、か」

「何かおかしいことを言いましたか、この私が」

「あのとき、君が。僕に構わず、マックルへとその刃やいばを振り下ろしていたならば……」

　ヒデオは表情一つ変えずに言う。

「……君は。闇ノアレに吞のまれていたぞ」

　ヒデオの顔は、冗じよう談だんを言っていない。殺気は感じずとも、その双そう眸ぼうはただ真実を謳うたっている。

　ならばこの男にとっては、誰かを闇やみへ葬ほうむることなど殺意にも値あたいしないというのか？

（……）

　事前の情報と違ちがう。川村ヒデオとは、虫も殺せぬような男ではなかったのか。実力行使よりも、話し合いで物事の解決を望む気弱な男ではなかったのか。

　いや、だからこそ……力に訴うつたえる最悪の状じよう況きようとなれば容よう赦しやしないのか？　それとも気弱な性格というのは表面上の仮面、世を忍しのぶ仮の姿なのか……？

「何を、驚おどろくことがある。闇使い……そう呼んだのは、君のはずだ。まさか、強がりではなく。本当にただの体当たりだと、思っていたわけでもないだろう」

　そう、事前情報と合がつ致ちする確かなことが一つだけある。

　川村ヒデオは、闇と契けい約やくを交かわしている。

　過去、誰もなし得なかったレベルの、闇そのものと。

「……強がりを言っているのは、あなたの方ではありませんか」

「だったら。何を警けい戒かいする必要が、あるというのか。エリーゼの攻こう撃げきは通じない。睡蓮も、フォースも、無力化した。僕のことなど気にせず、マックルに手をかけてみればいい。……その、覚かく悟ごが。あるのなら」

　ヒデオはマシンガンを構えてはいても、ほぼ棒立ち。こちらの攻撃に対して、避さけようだの受けようだのという構えはなかった。

　言わば絶対に退ひかぬという意思の表れだ。

　そしてそれはシシルにしてみれば、近付いた瞬しゆん間かん、闇に囚とらえようという絶対の自信の表れにも見て取れた。

「……」

「話を戻そう。君は、甘い。だから僕は、そこに敬意を表して本気は出さない。君が大人しく帰るのであれば。マックルを解放してくれるのであれば……僕は。何も、する必要はない」

　読めない。

　話し合いに移行したということは、やはりただのハッタリか。それとも、そう思わせて油断させるための策略か。

　闇という強大な影かげが、ただ言葉をして、まさにシシルの思考を呪じゆ縛ばくする。

「……解放はできません」

「ならば僕も、ここを動くわけにはいかない。十年、二十年経たっても、この結界が今のまま保てるか……試ためしてみてもいい」

　そうなると分が悪いのはシシルの方だった。強力な結界故ゆえに、持続時間はそう長いものではない。せいぜい数時間。このままでは、マックルイェーガーに逃げられるのは時間の問題だ。それでなくても、もう少しすれば睡蓮や他の四人も回復してくるだろう。

「……」

「……」

　目的は最初から決まっている。そして時間もない。ならばやるべきことも、シシルの中で自おのずと決まる。

　川村ヒデオは闇を行使するために、わざわざ接せつ触しよくを敢かん行こうした。そのような手間を取ったことを逆に考えれば、川村ヒデオは、遠えん隔かく的にその能力を行使することはできないと推論できる。こちらの身体からだに触ふれさせなければ、その危険性はないということだ。元よりこのフェルーカのリーチがある限り、素す手ででの接触は不可能に近い。

　そうシシルは判断し、川村ヒデオの瞬まばたきした一いつ瞬しゆんを使って距きよ離りを詰つめた。

　振り下ろしたのは鎚つちの部分。一瞬早くその軌き道どう上に現れたミスリル銀の盾たてを勢いのまま打ち砕くだくも、速度と威い力りよくは大きく減げん殺さいされ、肝かん心じんのヒデオを取り逃がす。

「……家出娘むすめ」

　一いち瞥べつした先で、銀ぎん髪ぱつの少女が意地悪く笑っていた。

「先にケンカ売ったのはアンタでしょーが？　人間のアンタを直接攻撃っていうのは確かに間違ってたわごめんなさい。でも人間のヒデオを守護するだけなら別にいいでしょ。ほら、頑がん張ばりなさいキリングマシーン？」

　シシルは内心で舌打ちし、フェルーカを振りかぶった。再びミスリルの盾が現れたところで支持する手の位置を瞬時にずらし、フェイントをかける。刃は先さきの部分ではなく石いし突づき側の柄えを大きく回し、下からヒデオの足元を払はらう。

　ヒデオは気付きはしても、逃げ切れずその場に倒たおれた。やはり反射神経や身体能力そのものは、先の睡蓮などと比べるべくもない。

（雑魚め）

　ここから一気に片をつける。

　シシルが足払いの勢いを殺さず、横よこ薙なぎに全身を一回転させようとした。

　そのとき。

「今ッ！」

「ッ……！」

　マックルの声と同時に、ヒデオが引き金を引く。シシルの身体が横を向き、遠心力で首にかけられた十じゆう字じ架かが宙に浮ういた、その一瞬だった。

「……」

　銃じゆう弾だんは、コンマ数秒のチャンスを確かに捉とらえた。そして十字架に命中した。

　だがそれだけだ。

　ひしゃげ、砕けたのは、たかが鉛なまり弾だまの方。

　千切れたのは鎖くさりだけ。

（……なるほど）

　その程度でマックルイェーガーを封ふうじる結界が解けるはずもない。

　シシルは宙に舞まった傷一つ無い十字架を、落ちるより早く斧おのの付け根にひっかけ、造作もなく手元に引き寄せた。

「……そのような武器を手にしても無闇に乱射しなかったのは、これが目的だったというわけですか。最初から」

　驚きと落らく胆たんの入り交じる他の面々を余よ所そに……つまりは攻撃してくる意思もなさそうなので……シシルは落ち着いて首の後ろに千切れた鎖を結び直し、元のように十字架を胸元にぶら下げた。

「この〝ディーテの刑けい具ぐ〟は〝庭〟でも有数の法具。何があろうと壊こわれるようなことはありません」

　川村ヒデオへ向け、首を傾かしげる。

「同じ言葉を返しましょうか、あなたへ。失敗です。神の祝福を受けた私にこの神具が授さずけられた時点で、マックルイェーガーの辿たどる運命は決まっているのです。あなたたちがどれだけ抗あらがおうとも」

「……」

　川村ヒデオは無言。

　だが……目もく論ろ見みを打ち砕かれたことにより、最前まで感じられた余よ裕ゆうは失うせていた。マックルイェーガーからも。エリーゼ・ミスリライトからも。

「それでも無む駄だな足あ搔がきを繰くり返しますか、闇使い。川村ヒデオ」

　フェルーカを一ひと振ふり、エリーゼや高校生らの眼前に星を飛ばして目を眩くらませた隙すきに、ヒデオの体を鎚で打ち据すえる。

「ぐっ……、はっ……」

「私個人の私的な感情を表すならば」

　ヒデオの手にしている銃をブーツの爪つま先さきで蹴けり飛ばし、もう一度打ち据える。

「あなたは不ふ愉ゆ快かいです」

　打ち据える。

「不敬すぎます」

　打ち据える。

「なぜ受難と復活の象しよう徴ちようを」

　打ち据える。

「破は壊かいしようなどと」

　打ち据える。

「野や蛮ばんなことを思い付けるのか」

　打ち据える。

　殺しはしない。壊しもしない。ただただ苦痛を、情けなく這はいずって逃にげる川村ヒデオの全身に叩たたき込んでいく。

「辺境の島国の野蛮人め。神の子はあなたたちのような者の罪さえ、その身に負ったというのに」

「ッ……はぁ、はぁ……騙かたるなッ……」

　這いずり、尻しり餅もちをついて振り返ったヒデオに、シシルはなお目を剝むいた。

「……なんですって？」

「誰だれかを、傷付けたり……命を奪うばうことの言い訳に、神の名を利用するな……。君の信じる神は……、そんなことを正当化するような、神はっ……、ニセモノだっ……」

（…………）

　論じるまでもない。

　闇と契約を交わした。

　その時点でこの川村ヒデオという男は悪あく魔まの子だ。ならば殺したって赦ゆるされる。いや、一刻一秒も早くこの世から追放されねばならぬ存在。庭の命令など関係無しに、この男は死すべき存在である。

　夕日を背に、シシルはハルバートを構えた。鎚の正対に備わる、断罪の刃の方を。

「言い残すことはありますか」

　ヒデオは後あと退ずさりながら、痛みと同時。見上げるシシルの影から差し込む、西日の眩まぶしさに顔をしかめた。

「……その十字架……何があっても、壊れない……そう、言ったな」

「ええ、絶対に」

　そうして怒いかりに駆かられたシシルは、そんな土ど壇たん場ばでのヒデオの行動に不自然さを感じることができなかった。

「絶対だなッ……」

　西日が眩しいからサングラスをかけたとしか、思わなかった。

「くどい。神の祝福を受けたこの私に……」

　三つのパーツ全すべてを押し込む。

「ブッ飛べ……！」




　カッ!!




　サングラスの発光と同時、十字架と、マックルイェーガーを囲う光の結界が砕け散った。

　吹ふき飛んだシシルは最後まで目を見開いていたが、その目を驚おどろきに点にしながら、石が水を切るように川かわ面もを何度か跳はね、対岸近くに大きな水みず飛沫しぶきを上げて落下した。

（……）

　あの状態からいかなる攻こう撃げきが来ても、シシルには対処しきる自信があった。だがそれは、あくまでも常識の範はん囲い内での話に過ぎず……この世のおよそあらゆるオカルト、それらを使し役えきする術者、召しよう喚かん師し、それらが得意とする武芸百ひやつ般ぱんに対して鉄てつ壁ぺきの備えを持つシシルをしても。

　レーザービームなどという馬ば鹿かげたＳＦの産物にまで対処することは能あたわなかった。

「逃げろっ……」

　ヒデオの声に、解放されたマックルが驚きから我に返った。

「……いいの？」

「早くっ……」

　あのドクターの馬鹿げた趣しゆ味みのおかげで不意は突つけた。だが二度三度通じる相手でないことは、戦せん闘とうに疎うといヒデオをしても雰ふん囲い気きでわかっていた。

「……ごめん。ありがと、ヒデオ……」

　それは今まで見てきたような、無む邪じや気きな明るい笑顔えがおではなかった。そしてそれを最後に、マックルはその場から姿を消した。

　水柱が上がる。

　川の流れの上に、ハルバート片手にシシルが立っていた。身体のどこを痛めた様子もなく、違ちがいと言えば胸の十字架が無くなっただけで……最前と変わらぬ無表情のまま。残暑すらすくませるかのような、シシルの冷たい眼まな差ざしがそこにあった。

「自分が何をしたのかわかっていますか、あなたは」

「……だったら。君は何者で、何をしにここへ来た。マックルが、何をしたと言うんだ」

「……」

「それが言えないのなら、僕も。友達を助けただけ……としか。言いようがない。何も咎とがめられるようなことをした覚えは、ない」

　シシルは言い返そうと口を開きかけ……呼び出し音に、頭ず巾きんの耳元に指を当てた。

《マックルイェーガーの気配が一帯から消失したと〝空中線エリアル〟が言っています。ここは一度態勢を立て直しましょう、〝撲滅者クルセイダー〟》

「……」

　若い男の声に、シシルは奥歯を強く嚙かんだ。

　無言の返事しかないことに、男の声に嘆たん息そくが混じる。

《……クルセイダー。シシルさん。今回の目的はあくまでマックルイェーガーです。闇やみの精せい霊れいという未知数の能力を持つ川村ヒデオを、これ以上刺し激げきするのは得策では……》

　言葉半ばにシシルは耳元から指を放した。

　川村ヒデオを真っ向から見み据すえる。

「……私のフェルーカの矛ほこ先さきが、あなたへと向くことのないよう祈いのりますよ。未熟な召喚師」

　それだけ言うと、シシルは踵きびすを返した。一足で宙を舞い、宙を蹴ってさらに跳とび。瞬またたく間に、黒衣に包まれた姿は木々の向こうに見えなくなった。

「……」

　ヒデオは苛いら立だちと同時……シシルが大した怪け我がもしていなかったことの安あん堵どに、大きく息を吐はいた。そうして今さらになって打たれた全身の痛みを思い出し、その場に大の字に寝ねそべった。




　　　　④




　それからすぐ、ガスマスクや、エリーゼの私兵が集まってきた。彼らが言うには、まるで魔法でもかけられたように、気付いたらこの場に誰もいなくなっていたそうだ。八方捜そう索さくしていたら、突とつ然ぜんその魔法が解けたように、マックル以外がその場に現れていた……。

　何かが弄ろうされていたのは事実だが……ともあれフォースの四人は、すぐにガスマスクたちのクルマに乗せられ運ばれていった。

　キャンプに使った道具やゴミは、ガスマスクとはまた別に現れたケルベロス隊のチームが何事もなかったかのように片付けてしまっていた。そうして痕こん跡せきを残さないことも、傭よう兵へいとしての能力の一いつ端たんなのかと思い知らされるほど、跡あと形かたもなく。

　ヒデオは、自分よりはこの世界に詳くわしい睡蓮に訊たずねてみたが、あの修道女のような存在は聞いたこともないということだった。

「……ですがあのわずかな時間、この一帯に何らかの結界が敷しかれていたのは間違いないでしょう。傭兵の連中がわたくしたちを見失ったのはそのせいです」

「結界……」

　オウム返しするヒデオへ、睡蓮は頷うなずいた。

「結界は非常に強力な法術です。強力であるが故ゆえに通常は、鳥居や注連しめ縄なわ……西洋であれば石像や魔法陣じんのように、周しゆう到とうな準備が必要なものです。ですがそういった大おお掛がかりな仕掛けは同時に、人々に、それが結界であることの注意を促うながす意味もあります」

　儀ぎ式しき的な意味合いもあるが、何か珍めずらしい目印があればこそ、全く知識のない者でも、その内側は普ふ通つうとは違う場所なのだと認にん識しきできる。

　そこにノアレが姿を現し、言った。

「そして大勢が認識すれば、効力が強まる……大勢から信しん仰こうを得た精霊が、強いチカラを得られるようにね。つまるところ、宗教ってそういった共通理念の集合体でもあるし……極きよく端たんな話、寺院なんていうのはどんな宗教であれ、それ自体が最も強固な結界の一つなのよ」

　その姿を見ながら、エリーゼが呟つぶやいた。

「へえ。あんたがあの闇の神？……の、端末だっけ？」

「初めまして、エリーゼお姉様」

「……。なに、その呼び方……」

　どう答えていいか面食くらったようなエリーゼはさておき、ヒデオは疑問を口にした。

「……そんな結界が……、認識どころか。全くの違い和わ感かんなく行われたと」

「そういうことです」

　直接に対たい峙じした睡蓮は、そんなシシルの並外れた法力のみならず、武力をもまた思い出すかのようであった。

「〝精霊の庭〟」

　横合いで呟いたエリーゼに、ヒデオは睡蓮と二人で振ふり返る。

「精霊の……」

「庭……で、ございますか？」

「そ。簡単に言うと、精霊と人間の互ご助じよ組織。詳しく言うと……長くなるから、また今度。ただ、滅めつ多たなことじゃこっち側に干かん渉しようすることはないはずなのよ。で……滅多じゃないときに出張ってくるのが、ああいうキリングマシーンってことなんでしょ。わたしも噂うわさでしか聞いたことないから、それくらいしかわからないけど」

　エリーゼはエリーゼで、自分のチカラが全く通用しなかったショックからか、今は沈ちん鬱うつな表情をしていた。

　もちろん、あのシスターのことも気になった。だがそれより気になることもあった。

「……エリーゼ。マックルは……」

　ヒデオは訊ねた。

　追われるようなことをしているのか。それとも過去に何か起こしたのか。これから、そんなに悪いことをしようと考えているのか。

　喉のどまで出かかって、言葉を選ぼうとして、どれを選んだところでマックルを疑っているような気がして、声にまでは出せなかった。

　それでも雰囲気から察したエリーゼは、真しん剣けんな眼差しのまま言った。

「私が保証する。あいつは……マックルは、いたずらに誰だれかを傷付けたりするような奴やつじゃないわ。お人ひと好よしのあんただって、それがわかってるからあいつと仲良くしてるんでしょ」

　ヒデオは間を置かずに頷いた。

「ああ。もちろん」

「だったら、妙みような真ま似ねするんじゃないわよ。しばらくは大人しくしておきなさい」

「妙な真似……、とは」

「マックルのことを探さぐったり、さっきのキリングマシーンのこと探ったり、そういう何かの主人公じみた馬鹿な勘かん違ちがいはやめなさいってことよ。それでなくても、あんたはもう目を付けられてる。今までは、あんたが何もしようとしないから放置されていただけ。今日みたいに連中に楯たて突つくようなことがあれば、次からはわからないわ」

　睡蓮が問いかける。

「でしたらエリーゼ様は大だい丈じよう夫ぶなのでございますか？　言ってはなんですが、あの尼に僧そうは相当の手練てだれのようでした」

「ん……わたしはいいのよ。悪くても連れ戻もどされるだけ。殺されるようなことはないから、あんたらは自分の心配だけしときなさい。いいわね？」

「……ああ。わかった……」

「かしこまりました……」

　エリーゼの有う無むを言わせぬ気き迫はくに、ヒデオも睡蓮も、ただそうして頷くしかできなかった。
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　夜。

　美み奈な子こは先せん輩ぱいの関せき慶けい子こと共に、ある下町の廃はい工場を訪おとずれていた。

「関さん、ここ……って確か……」

「そ。二週間前に起きた大量バラバラ殺人の現場」

　うわ……、と気が重くなる。

　バラックの屋根はボロボロ。床ゆかのコンクリートの隙すき間まから雑草も伸のび放題。美奈子は自然と足取りを慎しん重ちように、フラッシュライトを持つ慶子の後に続く。

「現場検証は全部終わってるから、そんな気を遣つかわなくても大丈夫よ」

「ああ……、そういうわけでは」

　いわゆる『出そう』な雰ふん囲い気きに、自然と身が硬かたくなるのだ。

　しかしそれではいけないと、美奈子は一度気を引き締しめた。

「まだ犯人は捕つかまっていないそうですけど……私たちに声がかかったというのは？」

　警察庁心しん霊れい班。

　名前の通り、普通の部署ではない。扱あつかう案件は、超ちよう常じよう現象絡がらみとおぼしき事件全ぜん般ぱん。逆に言えば、ただの殺人事件である限りは、それは刑けい事じ課の仕事なのだ。

「美奈子さん、事件の概がい要よう覚えてる？」

「はい……高校生の男女四人、でしたよね。夜半に殺害されて、遺体が発見されたのが翌昼過ぎ……ニュースでしか見てないので、それくらいしか」

「充じゅう分ぶんよ。それ以上細かいこととか、被ひ害がい者しやの生前なんていうのはワイドショーと週刊誌の仕事。そしてその仕事によると……」

　部署が違うので関かかわりのない事件の情報が、正式に心霊班にまで降りてくることはほとんどない。

「被害者四人は、いわゆる不良っていうやつね。近所の話では、ここはそういう子の溜たまり場だったらしいわ。学年や学校はバラバラ。まあ今どきの不良らしく、自分たちさえ楽しければそれでいい、みたいな軽めのグループだったみたいね」

　あるところまで来て、慶子がライトを床ゆか面めんへ向ける。

「うわ……」

　美奈子は思わず息を吞のんだ。

　打ちっ放しのコンクリートの一面に飛び散った、洗せん浄じようしきれなかった薄うす黒ぐろい染しみ。ここがまだ工場であった頃ころの機械油というわけではなく……つまりは、そういうことなのだろう。

「係長が言うには、鑑かん識しき課から不可解な疑問点が上がったらしいわ」

「何ですか？」

「切断面がキレイ過ぎるって」

「つまり……凶きよう器き、ですか？」

　そう、と慶子は頷うなずき、周囲をライトで照らし回した。

「そう。外げ科か手術で使うメスのような、キレイな切り口だったらしいのよ。骨まで」

「骨……って、メスで切れるものなんですか？」

「普通は無理みたいよ。そもそも、あんな小さな刃は先さきで人間丸ごとバラバラにしようって方が間違ってる」

　それはそうだ。何の目的かはともかく、通常取り得る手段としては、ホラー映画のように斧おのやノコギリを使うのが妥だ当とうなのではなかろうか。

　廃工場だけあって置き去りにされた工作機械もあるが、赤あか錆さびだらけで到とう底てい動きそうもない。

「仮に切れ味の鋭するどい日本刀だったとしても……これは翔しよう香かがお爺じいちゃんから聞いたって話なんだけど、あれはあれで切るたびに血ち糊のりが付いたり刃はこぼれしたり、どんどん切れ味が悪くなっていくそうなのよ。だから今回くらいキレイにバラバラにするには、何本も必要になる。だったら斧の方が効率がいい……けど、切断面にはそんな力任せに押し潰つぶしたような跡あとはなかった」

　静かな中、すぅ……と慶子が禁きん煙えんパイプを嗜たしなむ音。

「……で、科学捜そう査さは手て詰づまり。疑問に思った我らが課長が、いつものように事件を抱かかえて帰ってきたわけ」

「なるほど……。……って、つまりそれって、魔ま法ほうか何かのオカルトが凶器っていうことですか？　それとも、そういう能力を持つ悪あく霊りようが犯人とか」

「そうと決まったわけじゃないけど、可能性の一つとしてね。まずはそういった痕こん跡せきがないかを確かく認にんするのが、今回の仕事よ」

〝悪霊かどうかはわからぬでござるが……昔、鎌かま鼬いたちという妖よう怪かいの話を聞いたことはあるでござる〟

　不意に聞こえた岡おか丸まるの声に、慶子が視線を落とす。

「それって……確かつむじ風や何かで、痛みもなく人の皮ひ膚ふを切るっていう？」

〝左様。しかしそのようにむごたらしく、しかも何人も惨ざん殺さつするなどという話は、江え戸どの昔でさえ聞いたことはござらぬ〟

　慶子が壁へき面めんにライトを向ける。

　所々トタン板が剝はげてはいるが、ここは一応屋内である。

「……鎌鼬のセンはなしかしらね」

「本官もそう思います……」

　そんな人を傷付けるほどの強風が吹ふいたら、人を切るより先にこの建屋の方が吹き飛んでしまいそうだ。

　……と。

「関さん。あれ、なんでしょうか？」

「なに？　どれ？」

「さっきの壁かべです。少し右……あの壁のところ。筋が見えたような……」

　近付いてよく見てみる。錆だらけのトタン板。何かで削けずったように、その線の場所だけ錆が落ち。それが左右、一繫つなぎに何メートルかに渡わたっていた。

「本当ね……。あ、こっちにも……」

　離はなれて見ると定規を当てたような直線ではなく、言うなれば書道の達人が、極ごく細ぼその面相筆を一息に振ふり抜ぬいたような……生きた直線のようにも見えた。

（こう……？）

　美奈子はその跡に沿って手を振ってみた。しかしわかったのは、いくら達人でも一度に振り抜けるのは腕うでの届く範はん囲いまでということ。四メートルも五メートルも先までは手が届かない。

「……なんでしょうね？　あ、でも……」

　美奈子が振り返ると、血の跡が生々しい場所からは十メートル以上も離れてしまっていた。

「やっぱり、事件とは関係ないでしょうか……他の物的証しよう拠こなんかは、鑑識が全部持ってっちゃったみたいですし」

「ふぅむ……でも確かにコレだけ、どういう理由で付いた傷かわからないわね。このこと、帰ってから鑑識の報告にもあるか調べてみましょう」

　慶子は一度髪かみを搔かき上げると、踵きびすを返した。

「そうですね。ではそうしましょう」

　正直、夜の殺人現場などいかに警官といえども気味が悪くて、美奈子は少しばかりホッとした。

「本官は最初、被害者の怨おん念ねんか何かの話かと思ったんですけど……」

〝……確かにおかしいでござるな〟

「何が？　岡丸」

〝この現場……キレイ過ぎるでござる〟

　言われ。美奈子と慶子は改めて先さき程ほどまでいた場所を振り返った。ゴミは鑑識が全部持ち帰ったのであろうが、それ以外も朽くちた屋根、朽ちた壁、雑草だらけの床。

「これのどこが綺き麗れいなのよ、岡丸……」

〝拙せつ者しやも過去、むごい現場には何度か出で会くわしたことがあるでござるが、そのような場所には決まって情念が渦うず巻まくものでござる〟

　岡丸は言う。

　被害者の無念の魂たましいがそのまま怨おん霊りようとなることもあるが、それは極きよく端たんな例。そうでなくとも殺した方の激情、殺された方の恐きよう怖ふという激しい感情は、言わば現場という空間に強く刻み込まれ、淀よどみのようにわだかまるのだという。

　そしてそういった経けい緯いがお祓はらいもされず放置されると、時に悪霊や災わざわいを呼び寄せる温おん床しようにもなるのだと。

　慶子が首を傾かしげる。

「……つまり岡丸さん、そういう悪い空気がここにはないと？」

〝左様でござる〟

　次に美奈子は岡丸に言った。

「じゃあ、もうお祓いされたからじゃないの？」

〝昨今の形だけの作法で祓い清めただけでは、ここまで何もないというのもおかしいでござる。どう喩たとえれば良いのか……。そうでござるな……掃そう除じ機きか何かで、あらゆる気配を吸い取ってしまったかの如ごとく……空っぽなのでござるよ、この廃はい屋おくは〟

　美奈子は慶子の方に顔を上げた。

「……どうしましょう？」

「超常については心霊班ウチで一番のベテランがこう言うんですもの。お祓いしたかどうかも、確認を取ってみましょう」

　敷しき地ちの入り口には、わずかばかりの花束と飲み物。それが美奈子にとっては、この場所で事件があったことを、血けつ痕こん以上に生々しく物語っている気がした。

　改めて表のクルマに戻もどると、待機していた藤とう治じ鉄てつ彦ひこがエンジンをかけた。

「お疲つかれ様です。何かわかりましたか？」

「美奈子さんと岡丸さんのおかげでね。私たちの踏ふみ込む領分も、少しはあるかもよ」

　ほどなく、鉄彦がクルマを走らせ始める。

「……自分も今ラジオで聞いていたんですが、被害者の中に名門私立の生徒もいたそうですね。でも不良だったとか、いじめの加害者だったとか……最初は犯人像で、それが捕まらないとわかると警察の無能を叩たたき、それに飽あきるようにまた次の話題……たまに大きな事件が起きるとこれです。一体全体マスコミは我々に何を伝えたいのか、辟へき易えきとします」

「消費できるものは、飽きられないうちに消費し尽つくす。それが何でも知りたいっていう視し聴ちよう者しやの需じゆ要ように即そくした、現代の報道なのよ。真面目まじめね、藤治君は」

「よく言われます」

「私が毎日言ってるものね」

　後部座席で苦笑いするしかない美奈子。

　クルマはやがて、海の見える幹線道路へ出た。

「でも……関さん」

「なに、美奈子さん？」

「ヒデ……宮く内ない庁ちようの人たちが、最近は霊れいの活動がかつてなく活発になっていると言っていましたけど」

　車窓から見えるのは、高層ビル群も様になってきたメガフロント。開発が終わればいよいよ市政として動き始めるに当たり、市名の一般公こう募ぼも始まった。

「今回の事件も、そういった傾けい向こうと何か関連性があるんでしょうか？」

「どうなのかしらね……」

　慶子は咥くわえた禁煙パイプを、ぴこぴこ上下に。

「私ねぇ、今の仕事……警察もだけど、この心霊班って仕事も、結構気に入ってるのよ」

　鉄彦がチラと助手席の彼女を横目にする。意外そうな様子ではあったが、何も言わず。

　慶子が続ける。

「悪霊でも怨霊でも、さっき岡丸さんが言ってた妖怪でも、何でもいいんだけど……ロマンはあっても、いやらしさってないじゃない？　悪霊なんて、言ってしまえば世間を逆さか恨うらみしてるだけの話だし。怨念だって大たい抵ていは個人が個人に復ふく讐しゆうするために、何かを伝えたいだけの存在でしょ。仮に人間を食べるような恐おそろしい妖怪がいたとしても、それはそういうふうに生まれちゃったなら種族として仕方のないことじゃない？　見たことないからよくわからないけど、きっとね」

〝慶子殿どのは度量が広いでござるな。その若さで立派なものでござる〟

「ありがと、岡丸さん。だから私、オカルトってそんなに残ざん酷こくなものじゃないと思うの。彼らは感情はあっても、計算で誰だれかを傷付けるようなことはしないでしょ。オカルトは戦争をしないし、拷ごう問もんもしない。だからもちろん、大量虐ぎやく殺さつもしない……」

　カリ、とパイプを嚙かむ音一つ。

「今回のヤマ、凶きよう器きはともかく人間の犯行よ。ロマンあるオカルトを、リアルな殺人に利用した下げ衆す野や郎ろうのね」

　悪霊や妖怪は……そんな概がい念ねんを残しているかは知らないが、処しよ罰ばつされる道理が無い。ただ感情の赴おもむくままに害悪を為なすだけのモノ。

　人間だからこそ、捕つかまるはずがないと高を括くくって何らかのオカルトを凶器に利用した。そこが計算なのだろう。

　美奈子は言った。

「刑けい事じの勘かんですか？」

「ん？　ううん、私の哲てつ学がく。感情に計算を交えて動くような意地汚きたない存在、人間だけで充じゆう分ぶんよ。私は、……そう思いたいの」

　普ふ段だんは、少し突とつ飛ぴなところがあるけれど。

　でも正面から犯罪と向き合い、憎にくむことのできる本当の刑事なのだと……美奈子は、慶子に対して尊敬の念を改めたのだった。

　運河のような海の向こう。

　夜の帳とばりに、新しく生まれようとしている街が、淡あわくきらめく。
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　……同じ頃ころ。

　フォースの四人が船倉部の研究施し設せつへ担かつぎ込まれたのは、帰港したアクアリウムⅡの乗船客が出で払はらうのと入れ替かわりであった。

　そして同じく船倉の最さい奥おうに設しつらえられた立ち入り禁止区画。以前にシステムＲの起動実験が行われたその部屋に、甲こう山やまの怒ど声せいが響ひびき渡った。

「どういうことだ!?　何が起きたかと聞いているんだ！」

　問責されたガスマスクは、さしたる危機感もなく肩かたをすくめる。

「だからわからねえんだよ。十分かそこらの間、全員消えたんだ。で、次に見付けたときには揃そろってあの有様だった。ステルス技術かテレポーテーションの実験だったら、大成功だ」

「ふざけるなっ……！　話にならん！　だから用もなく遠出をさせることには反対だったんだ、あのガキどもっ……！」

　甲山が睨にらみ付けたモニターには、割り当てられたそれぞれの個室でベッドに横たわる、四人の姿が映し出されていた。

　せっかくの連休だから遊びに行きたい。

　キャンプをしたい。

　そんなくだらない我が侭ままを聞いたばっかりに、莫ばく大だいな資金を投じたプロジェクトがフイになるかも知れないのだ。データは残るが、ビジネス的観点からしてうまい話ではない。同じ消費なら紛ふん争そう地帯にでも投入してデータを得る方が遥はるかに旨うま味みがある。

「私は万一の時に備えて護衛しろと言ったんだ！　それを……！」

「金はもらってるんだ、敵が銃じゆうとＲＰＧで武装してる限りは頭吹ふっ飛ばされるまで守ってやるさ」

「副社長。検査結果です」

　クリップボード片手に、白衣姿の朱あけ津つ修しゆう人とが戻ってきた。

「容態は？」

　急せく甲山に、修人は頷うなずいた。

「命に別状はありません。外傷も軽い打だ撲ぼくと擦さつ過か傷しよう程度です。ただ……」

「なんだ？」

「何らかの精神的なショックを受けた痕跡が見受けられます」

　あまりよくない表情を見せる修人に、ガスマスクは首を傾げた。

「シェルショックみたいなもんか？」

「いえ、これは……」

　言いかけて、修人はガスマスクと甲山の顔との間に視線を往復させた。

　すぐに甲山が、ガスマスクへ向けて言った。

「話はまたあとで聞く。もう下がれ」

「はいはい、毎度どうも。またのごひいきを」

　ガスマスクが特に興味もなさげに肩をすくめ、踵きびすを返した。居並ぶハイテク機器の威い容ように、飄ひよう々ひようと首こうべを巡めぐらせながら。

「待て」

「まだあるのか？」

　立ち止まり、軽く振ふり返ったガスマスクへ甲山は眼まな差ざし鋭するどく釘くぎを刺さした。

「この区画のことは他言無用だ」

「はいはい。どーせ俺の頭じゃ理解できねえし、説明しようがねえって」

　軽口を叩きながら、今度こそガスマスクは出ていった。自動ドアが閉まったところで、甲山は修人へ視線を移す。

「それで」

「はい。恐らくは直接の心的外傷ではなく……彼らの精せい霊れい体が何らかのダメージを負ったことにより、それがフィードバックされたのではないかと」

　甲山は驚おどろき、わずかに表情を変えた。

「不可視の、実体もない精霊体がダメージを受けただと？」

「ですが副社長も知っての通り、霊体は一いつ般ぱん的な方法で知覚することができないだけで、実在はしています。人工精霊体が彼らの精神的な部分に深く依よっている以上、理論上は起き得ることです。それがどのような方法かは……彼らの回復を待ってからでも、話を聞いてみないとわかりませんが」

　甲山は苛いら立だち混じりに、深く短な嘆たん息そくをした。当初に見込まれていた商品価値の一つが、薄うすらいだのだ。

　そのとき、修人が壁へき面めんのモニターパネルに気付いて瞬まばたきした。

「どうかしたのか？」

「いえ……安静にしているように言ったんですけど。凪な木ぎ君と青あお山やまさんが」

　監かん視しカメラの映像から、最前までベッドで横になっていたはずの凪木霧きり也やと、青山水みず姫きの姿が見えなくなっていた。




　　　　◆




　ナイトは天てん井じようを見み詰つめていた。

　あのシスターに邪炎龍サラマンダーを貫つらぬかれたときの胸の痛み。最後に放った光を受けたときからずっと、意識の中に鉛なまりでも溶とかし込まれたように頭が重い。

　ケンカの経験はそれなりにあったが、このようなダメージの受け方も、ダメージの残り方も、初めてのことだった。

「ナイト、いる？」

　ドアからポニーテールの房ふさを揺ゆらして顔を覗のぞかせたのは、美み野の里りだった。ナイトと同じ、検査のときに着き替がえさせられた七分丈たけ、病院の患かん者じや服のような姿のままだった。

「っ……、なんだ……？」

「ああ、いいっていいって！　辛つらかったら無理しないで横になってて……」

　だが、別にどこかに傷口があるわけでもない。それに重い頭も、喋しやべっている方が意識が冴さえて楽になるような気がして、上半身を起こした。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだ……。それで」

「いや、用って程ほどのものでもないんだけど……なんかこう、静かな病室に一人でいるのって落ち着かなくってさ」

　言われてナイトは、白い壁かべ、白い天井を見た。清潔感。清潔そのもの。病院と船の違ちがいはあっても、病室なんてそんなものだろう。別に気にもしなかった。

　それよりは、別のことが不思議だった。

「……なぜ俺のところなんだ」

「霧也もミズキチも病室にいなくって。どこか行っちゃったみたいでさ」

　言いながら、美野里が備え付けの丸まる椅い子すに腰こしを下ろす。

　白い部屋。白い照明。加えて言えば、クレゾールの白い匂におい。

「あの……キリスト教？関係の人。なんだったんだろ？」

「俺に聞かれてもな……」

「でも、ものすごい強かったじゃない。あの巫女みこさんともガチガチやっちゃってさ、なんか色々と知ってるみたいだったし……」

「ああ」

「……マックル……あれからどうしたかな」

　美野里が椅子にかけたまま、脚あしをブラブラと揺らしていた。まるで子供が不安がるように。

「結局、……結局私たちって、利用されてただけなのかな」

　それを認めたくないかのように、美野里が声を押し出した。

「甲山さんは優やさしいし、おじさんたちもなんだかんだでよくしてくれるし、マックルと一いつ緒しよにいるのも面おも白しろかったし……みんな、いい人たちなんだって思ってたのに。みんな、心の中では誰だれかを利用することを考えてるのかな……」

「さあな」

「私たちも高校を卒業して、大人になったら……そんな風になっちゃうのかな」

「……さあな……」

　いつものように言ったはずが、美野里が頰ほおを膨ふくらませる。

「真面目まじめに言ってるんだからさ。もうちょっと真しん剣けんに聞いてくれてもいいじゃない」

「聞いているさ。だが、俺たちがこの先どうなるかなんて、誰にもわかりはしないだろう。それに……」

「それに？」

「……誰にでも。胸の奥に秘ひめておきたい想おもいの一つや二つ、あるものだぜ」

　ニヒルに呟つぶやくようなナイトの言葉。

　美野里のポニーテールが、くたーっと花のしおれたようになる。

「そういうの、もっと色気のある話のときに使う言葉でしょ。あ～あ、馬ば鹿か馬鹿しい。ナイトに聞いたあたしが馬鹿だったわっ」

　言葉の割に、今度は怒おこるようではなく。むしろ美野里は、いつもの明るい調子で笑っていた。

　少しばかりの無言があって。

「……静かだね」

　一般の客室ではなく、医務室というわけでもない。波の音すら聞こえない。じっと黙だまっていれば、聞こえる音は空調の空気の流れだけだ。

　だからナイトは少し不自然に思った。

（……）

　確かに美野里が来るまで朦もう朧ろうとはしていたが、なのに霧也と水姫と、二人もがすぐ近くのドアを開閉して歩く音。気付かぬことがあるだろうか。

「あたし、ちょっと捜さがしてくるね」

「何を？」

「何って、ほら。霧也もミズキチも、なかなか戻もどってこないから。トイレにしては長いし……あ、ひょっとしたら……」

　美野里が何か思い付いたように、いやらしい笑えみを浮うかべる。

「なんだ？」

「よく考えたらあたしたち、夕飯まだじゃない。二人ともお腹が空すいて、レストランで何かすっごいご馳ち走そう食べてるのかも～。だってこの船、海に浮かぶ超高級ホテルみたいなものでしょ？　ね？　じゃ、そういうことで」

　美野里が脚を振り子のようにして、勢いよく椅子から立ち上がる。

「……まさか、この機会に立ち入り禁止区画を調べようってわけじゃないだろうな」

　溜ため息いき混じりのナイトの声に、美野里のポニーテールがヒョコンと跳はねた。

「バレた……!?　まさか邪じや霊れい眼がんって、人の心を読んだりできるの!?」

「そんなわけがない」

　仮にそんな能力があったとしても、美野里であれば顔色から察する方が遥かに容易たやすいだろう。

「だ、大丈夫だってば！　もし見付かっても、トイレ探してました～って言えばさ……！」

「おい、待てっ……」

　言ったときには、美野里の姿はドアの向こうに消えてしまっていた。

「ちっ……」

　ナイトは舌打ちがてら、毛布をはぐってベッドから足を下ろす。

　よくない予感がする。クスリのせいで疼うずきは鈍にぶいが、よくない予感がする。クスリを飲んだばかりなのに、こうも眼めが疼くのだ。

　ナイトは駆かけ出し、廊ろう下かに出たところでふらつき、壁に手をついた。

「っ……」

　あの修道女に貫かれたダメージだ。そしてそのダメージを抑よく制せいするクスリの副作用か。朱津博士から詳くわしい話は聞かされていなかったが、自分の体だ。何となくはわかるのだ。

　だが、そうして朦朧とする意識を鼓こ舞ぶするように、邪炎龍サラマンダーが裡うちで騒さわぎ立てる。

〝早く追え〟と。〝あの少女を追え〟と。〝その先によくないことが待っている〟と。〝そうすればまた一緒に暴れられる〟と。

「黙れっ……！」

　声が聞こえたわけではないが、湧わき上がる昂たかぶりに思わず声を荒あららげていた。

　吹ふっ切るように短く息を吐はき、ナイトは美野里の足音が去った方へと走り出す。

　右を見ても鋼鉄の通路。

　左を見ても鋼鉄の通路。

　一般客の立ち入らない船底付近は、内装が施ほどこされていなかった。照明やケーブル、パイプが剝むき出しの通路は、豪ごう華か客船と言うより軍ぐん艦かんという響ひびきの方が似合いそうだった。

　美野里の姿は、それからすぐに見付かった。

　仰ぎよう々ぎようしく立ち入ＫＥＥＰり禁止ＯＵＴと書かれたプレートの向こう。乗用車が走れるほど広い搬はん送そう路の突つき当たり……いつも甲山から指示を受ける、司令室とよく似たドアの前に座り込んでいた。

「……おい」

「し～……」

　美野里が耳を澄すましたまま、人差し指を唇くちびるに当ててみせる。それからドアを指差す。

「なんだ……？」

「霧也とミズキチがいる。副社長に、何か直じか談判してくれてるみたい」

　嬉うれしそうな美野里の表情に、ナイトはほっと胸を撫なで下ろす気分だった。

（ったく……水くさい真ま似ねしやがって……）

　だったら遠えん慮りよ無くこっちにも声をかけてくれればいいものを。

　いや、賑にぎやかしの美野里と寡か黙もくな自分が一緒では、シリアスな話には足手まといか。

　ナイトは知らず口元を緩ゆるませながら、そう思った。




　そう、思っていた。
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　張り詰つめた空気。険しい声。

「話が見えないな。何を言いたいのか」

　泰たい然ぜんとした姿勢を崩くずさない甲山に、霧也が詰め寄った。

「話が違う。そう言いたいんです」

「それがプロジェクトに関することであれば、いかなる危険が伴ともなおうとも厭いとわない……そう言ったのは君たちの方だったはずだ。それを了りよう承しようしたからこそ、君たちはフォースに参加した」

「確かにその通りです。プロジェクトに関することならば……。僕もわざわざ、面と向かって異議を申し立てるような真似はしませんよ」

　脇わきで話を聞いていた修人は、その時点ですでに違い和わ感かんを覚えていた。

　甲山はこれまで、フォースに対してプロジェクトという言い方はしなかった。修人自身、少年たちの前でそのような言い方はするなと甲山から厳命されていたのだから。

　なのに霧也は何の疑問も抱いだかず、それが当たり前のことであるかのようにプロジェクトの言葉を口にした。

　甲山は言う。

「プロジェクトは全すべて、想定された範はん囲い内で進行している。何が違うと言いたいのだね」

「全て想定した通りだと？　まさか、そんなはずがないでしょう」

　霧也は眼鏡を押し上げ、言葉を続けた。

「宮く内ない庁ちようのあの二人、魔ま眼がんと巫女が現れることを想定していたと言うつもりですか。マックルがまだ僕たちのいるロッジを爆ばく撃げきしたことも。今日、修道女姿の何者かが僕たちを襲しゆう撃げきしたことも」

「確かに把は握あくしきれていない部分はあった。宮内庁が実働隊を持っているなどと馬鹿げたことについては、想定のしようもなかった。だが、山さん荘そうでの件については、君たちがあの傭よう兵へい共の誘さそいに乗ったことがそもそもの始まりだったはずだ。そして私はその件を踏ふまえた上で、今日のことにも反対したはずだ。私や朱津博士の目の届かぬような場所へ、ただ遊ぶためだけに向かうような真似は馬鹿げていると」

　甲山はそこまで言って、苛いら立だちを抑おさえるように深く息を吐いた。

「……君たちこそ、わずかばかりのチカラを手にした程度で浮かれていたのではないか？　軽けい率そつだったとは思わないのか？」

　それでも霧也は、微み塵じんも怯ひるまなかった。それどころか、眼鏡の奥で一層目付きを険しくしていた。

「わずかばかり……ですか。僕が一番言いたいことはそこなんですよ、甲山さん」

「どういう意味だ？」

「甲山さん。あなたはあのとき、こう言ったはずです。『このプロジェクトによって、地球上のいかなる兵士にも劣おとらない、最強のチカラを得ることができる』と」

「……」

「もちろん僕も、無敵だなんて子供じみた真の受け方をしたわけではありません。しかし……今日のあれは。僕たちフォースの四人が、束になっても指一本触ふれることすらできなかったあの存在は何なんですか？　そうです、あなたの言う通り、ほんのわずかの油断で僕たちは死んでいたかも知れない。いや、ひょっとしたら、このチカラのせいで得体の知れない何者かに狙ねらわれるかも知れない……。だから、この船で大人しくしていろと？」

　霧也は自じ嘲ちよう気味に鼻で笑ったあと、手を振ふり払はらった。

「馬鹿馬鹿しい、だったら何のためのチカラですか!?　いかなるセンサーにも捉とらえられず、どんな優すぐれた兵士でも知覚できない人工精せい霊れい、最強であるからこそあなたのビジネスとも合がつ致ちするはずなのに！　そのフォースが手も足も出ずにやられたんですよ!!」

　普ふ段だんの冷静な霧也からは想像もつかない怒ど声せいに、修人は固かた唾ずを吞のんだ。

　彼、凪木霧也はプロジェクトの本質を理解している。理解した上で、この人体実験にも等しいプロジェクトに参加し、あまつさえその矛む盾じゆんに激げき昂こうを顕あらわにしている。

　声の反動から、耳が痛いほどの静せい寂じやくが過ぎ。

　やがて甲山は呟くように言った。

「……それについては、私も危き惧ぐしている。君と同感だ」

「だったら！」

　そう言って。

　霧也は静かに手を差し出した。

「クスリをください」

「……」

「誤ご魔ま化かしても無む駄だですよ、甲山さん。自分の体だからわかるんです。水姫とも話しましたが、最近もらうやつは効きが薄い。明らかに精霊との繫つながりが弱まってきている」

　それまで静かに微笑ほほえんでいるだけだった水姫が、ようやく口を開いた。

「今日、シスターさんから聞きました。私たちが集めた自然霊、私たちのためじゃなくて、マックルさんのために使ってるって」

　驚おどろいたのは、修人も、甲山も一いつ緒しよだった。

　彼女がこの船に来た理由を知っているのは、それこそプロジェクトの中ちゆう枢すうにいるごくわずかな人員のみなのに。

「それで思ったんです。あ、私たち、このままだと切られちゃうなぁ……って」

　水姫はおっとりと微笑みながら、自分の首の前に揃そろえた手指を横切らせる。

「おクスリの量を減らされたの、つまりはそういうことなんですよね？　せっかく今まで、我が慢まんして言うこと聞いてきたのに。黙だまってそういうことするのって、ひどくないですか？」

　甲山はかぶりを振った。

「断じて言うが、そんなつもりはない。先日の合同訓練でのこともあって、我々はある意味で政府から目を付けられることになった。薬品の原材料の精査にも時間と手間が必要になってきている。だが、それだけだ。もちろん、そういった具体的な情報の連れん絡らくに不備があったことは謝罪させてもらうが……」

　水姫はゆっくりとかぶりを振って、柔やわらかな髪かみを揺ゆらした。
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「ううん。私たち大人じゃないから、謝罪とかそういうの、別にいいんです。おクスリさえ今まで通りにしてもらえれば」

　言い切った。

　普段と変わらぬ、毒気のない清せい楚そな笑顔で。

「……今回、その正体不明の修道女にやられたのは、充じゆう分ぶんなチカラを発揮できなかったせいだと。そう言いたいのか？」

　甲山の声に、今度は霧也が首を横に。

「充分だったことなんて、今まで一度もなかったでしょう。実験段階だからという言い訳もわかりますが、僕たちのチカラは、クスリさえ増やせばさらに強化されるはずです。あれは僕たちのチカラを引き出すと同時、リミッターとしても働いている。その安全マージンを調整できるでしょう。僕たちだって、もう加減はわかっています。いや、コンピューターや書類を相手に物事を決めているあなたたちだからこそ、わからないんだ」

「ちゃんと、効くやつをください」

　水姫も手の平を差し出し、そんなジェスチャーをする。

　修人は沈ちん黙もくしたままの甲山から視線を受け、少し考えた。

　四人の中でも、どちらかと言えば『素す直なおないい子』だと思っていた二人なのに。そうしたギャップの方に驚きながら。

「君たちは……、知っていたのかい……？　その……」

　霧也が切り出した。

「僕と水姫の家が、政財界にも顔の利きくような家ということは知っているでしょう」

「ああ……聞いてはいたけど」

　頷うなずく修人に、水姫が続ける。

「そのコネなんです、私たち。甲山さんのプロジェクトに、私のお父さんと、霧也君のお母さんと、出資してるんです」

　霧也が修人から甲山へと視線を移した。

「甲山さんも、もう気付いていると思いますが……僕たちは、このプロジェクトの目付役でもあるんです。いえ、僕たちの親はそうは思っていないかも知れませんが……僕たちと、あなたの言うこと。僕たちの親は、どちらを信じるでしょうか」

「……脅きよう迫はくするつもりかね」

「結果としてそういう形にすることも可能だということです。でも僕自身は正直、ビジネスなんてどうでもいい。僕はただ、強くなりたいだけなんです。あなたが僕たちをビジネスに利用しているように、僕はただ自分が強くなりたいから、このプロジェクトを利用しているに過ぎません。ですから……中ちゆう途と半はん端ぱに切り捨てられるようなことだけは、困るんですよ」

　修人は思わず、水姫に質問した。

「青山さんは……？　どうしてこのプロジェクトに？」

　よくよく考えれば、プロジェクトの対象者としてこの子たちを預けられはしたが、その動機については聞いたことがなかったのだ。

「私は……最初はなんとなく、面おも白しろそうだったから。でも今は……心強いから、かな」

「心強い？」

「うん。精霊って精神ココロと繫がってるんでしょ？　だから噓うそつかないし。お願いすれば、何でも言うこと聞いてくれるし。だから……信じられるっていうか……いつも一緒で、一人じゃない感じ」

　修人の胸中は、そんな二人の話によって一気に暗転した。

　何の疑いもない眼まな差ざしで、ただ強くなりたいという霧也。

　何の躊躇ためらいもない笑顔で、言うことを聞いてくれるから信じられるという水姫。

　事実なら、適正以前の問題だ。人間として、一人の少年、一人の少女として、危あやうい方向へ考えが傾かたむいてしまっているのではないか。そしてそれを決定的に方向付けたのは、少なからずこのプロジェクトであり、自分の研究成果なのではないか。

　そんな修人の顔色を読んだかのように、水姫が続けた。

「ねえ、先生。ほんとに私たちが、正義とか自然環かん境きようとかのために協力してると思ったの？」

　否定しようもない。

「……ああ。思っていたよ」

「そうなんだ。私は……今どきそんな子、いないと思うけどな～。ナイト君も美野里ちゃんも、結局は心の中ではどう思ってるかなんてわからないし」

　様々な物語でよく取り上げられるテーマだ。

　結局、自分は他人にはなりきれない。言葉という曖あい昧まいなオブジェクトを介かいしてでしか、人と人とは分かり合えない。自分の心と繫がっている精霊を信じられるといった水姫は、だから、直接に心の繫がりのない他人のことを信じられないのだろうか。

「……ちょっと待って。じゃあ他ほかの二人……彼ひ岸が士し君と田た原はらさんは、このことを？」

　霧也と水姫が、一度顔を見合わせる。

　先に言ったのは霧也だった。

「さあ。知らないんじゃないですか」

「君たちからは、プロジェクトのことを話してはいないのかい？　友達……だろう？」

　友達、というたったの一言に。

　霧也の表情が、見たこともないほど険悪なものに切り替かわった。

「嫌きらいなんですよ。ああいう不良ぶって、格好だけで周りに迷めい惑わくをかけて、毎日何も考えずに生きているような連中」

　それを聞いた水姫が、悪気のない笑顔を見せた。

「霧也君、小学校も中学校も、いじめられっ子だったもんね～」

　不快感を隠かくそうともしない霧也の顔を見ても、なお気にした様子もなく水姫は続けた。

「まあ、私も二人のこと、そこまで好きってわけじゃないかな。美野里ちゃんは元気良すぎてちょっとうるさいし。脳天気って言うか、本気で地球環境のこととか心配してるんだったら、ついて行けないって言うか。もちろんナイト君の方が不思議君すぎて論外なんだけど。あんなのと仲良くしてる……色付きギャングだっけ。不良ってやっぱり、ココがおかしいよね～♪」

　修人は知らず、奥歯を嚙かみ締しめていた。

　自分のことを言われているわけでもないのに。綺き麗れいな笑顔で、心底楽しそうに喋しやべる水姫の綺麗な声が、聞くに堪たえない。

　四人揃って、あれほど仲良く会話していた日々のそれと、全く同じ表情。寸すん分ぶん違たがわぬ声なのだ。
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「っ……、っっ……」

　息苦しそうな声に気付いたナイトが横を見ると、美野里が泣いていた。

　歯を食い縛しばって嗚お咽えつを押し殺しながら、カッと両目を見開いたまま、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだを流していた。床ゆかに落ちた雫しずくの数は、一つや二つではなかった。

（……こんな下らない話を聞かせたかったのか？　邪炎龍サラマンダー……）

「……あ？　何してんだ、お前ら」

　霧也たちの話に気を取られていたナイトと美野里は、弾はじかれたように後ろを振ふり返った。

　通路の向こうからガスマスクと、その数人の部下が武装した状態で歩いてくる。

「あ……？」

　と、泣いている美野里に気付く。

「おいおい。大だい丈じよう夫ぶか、お前。そいつに何かされたのか」

　美野里が、ブンブンと左右にポニーテールを振り乱す。

　聞き耳を立てていたドアが開いたのは、そのときだった。

　改めて顔を見合わせる。

　霧也と水姫も。

　ナイトと美野里も。

　どちらも、少しの間無言だった。

　それから……水姫が美野里の顔に気付いた。

「美野里ちゃん……ひょっとして、話聞いてたの？」

「ッ……！　ミズキチ……、噓だよね……？　霧也も……」

　一度水姫と顔を見合わせた霧也が、いつものような怜れい悧りな表情で眼鏡を押し上げた。

「やっぱり、聞いていたんだな。だったら、今さら噓だと言ったところで……君たちはまた僕たちを信じられるのか？」

「……ひどいよ……、信じてたのにっ……！　私たち、仲間だって……！　誰だれよりも分かり合える友達だって、信じてたのにっ……！」

「鬱うつ陶とうしい」

　水姫が口元に笑みを浮うかべたまま、刃は物もののように鋭するどく双そう眸ぼうを細めた。

「仲間とか友達とか。聞いてたんだったら、もう綺麗事はやめようよ。どうせ美野里ちゃんだって、私たちのことよく思ってなかったんでしょ。金持ちのクセにとか、真面目まじめぶってとか」

「そんなことないよ！　そんなことないのに……！　なんで……！」

「じゃあ美野里ちゃんは今まで、お話の中に出てくるような、素直で気のいいお友達しか周りにいなかったんだね。でもミズキチなんて呼び方されたら、普ふ通つうは馬ば鹿かにされてるんじゃないかって思っちゃうじゃない」

「そんな……！　あた、あたしっ、そんなつもりじゃ……！」

　ガスマスクが誰へともなく問いかける。

「おいおい。呼ばれたから来てみれば、どうなってんだよ副社長。三角関係か？　四角関係か？」

「そこで待て」

　甲山は傭よう兵へいたちへ言い置いてから、ナイトと美野里に視線を移した。

「その様子だと、あらかた聞いていたようだな。要点だけ聞こう。今後も我々に協力するつもりはあるか？」

　そこにはもう、フォースを束ねる気のいい司令官の姿はなかった。横おう柄へいな甲山の態度を、美野里はキッと睨にらみ付ける。

「プロジェクトって何!?　あたしたちやマックルを利用して、何をするつもり!?」

　叫さけぶような美野里だが、甲山の冷たい表情は変わらない。

「そんな漠ばく然ぜんとした質問には答えようがない。コンピューターの制作会社へ行って、それで何をするつもりだと問い詰つめて答えが返ってくるのか？　確かに兵器の設計や弾だん道どう計算にも使えるだろう。だがそれがコンピューターの全すべてか？　同じことだ。君たちは普通ではないチカラを持っている。だがそれをどう使うか、秘ひめられた無限の可能性については言げん及きゆうのしようがない」

「噓だ……！　さっき霧也が言ってたじゃない！　どんな兵隊よりも強くなきゃ、ビジネスにならないって！」

　核かく心しんに触ふれられた甲山は、わずかに俯うつむく。眼差しを険しくしたまま。

「そういった可能性も秘められていたとして。では最初の質問に戻もどろう。君たちは今後もこのプロジェクトに協力するのか、否いなか」

「できるわけないじゃないっ……！　戦争の道具になんてなれない！　人殺しの手伝いなんて、できるわけっ……！」

　霧也と水姫の姿を見た美野里の瞳ひとみに、再び涙が溢あふれ出す。プロジェクトの目的や、利用されること以上に……もう二度と、その二人と一いつ緒しよにはいられない悲しさが、心を搔かき毟むしるのだ。

「そうか。残念だ」

　答えなど分かり切っていたように、甲山は次に、傭兵たちに冷たく吐はき捨てた。

「その二人を拘こう束そくしろ。抵てい抗こうするなら射殺しても構わん」

　驚おどろきに目を丸くしたのは美野里。

　霧也は諦てい観かんを含ふくめた嘆たん息そくの後、吐き捨てるように言った。

「……だから何度も言ったんだ。勝手に嗅かぎ回るような真ま似ねはよせと」

「一生懸けん命めいお芝しば居いして、美野里ちゃんたちにお話を合わせてあげてたのに。台無しになっちゃったね」

　水姫の笑顔えがおは、サディスティックでも何でもない。年とし頃ごろの少年なら誰しも見み惚とれるような、あどけなさの残る可愛かわいらしい笑顔。

「ねえ、ナイト君はどうするの？」

「……」

「ナイト君、不良君だし、実は正義の味方とか、エコロジーとか割とどうでもいい感じでしょ？　無理に美野里ちゃんに付き合うことないんじゃないかな～」

「………ああ。そうだな。正直、正義ってのが何なのか。環境問題がどうなのか聞かれても、どれが正解なのか、今の俺にはわからない」

「ナイト……!?」

　うろたえる美野里をよそに、水姫は胸の前でぽんと手を打ち喜んだ。

「だったら、ほら。私たちってある意味、甲山さんの弱みを握にぎってるわけだし。黙だまって言うこと聞いてれば、今度はお小こ遣づかいだってもらえるかも知れないし。そしたらナイト君も、もっといいバイクに乗ったり、色付きのみんなと楽しく遊べるし……」

　それを聞くうちに、霧也までもが口元を緩ゆるめていた。

「……それ以前に、バイトなんてする必要もなくなる。一生遊んで暮らせるようになるんじゃないか？　わざわざ学のない中高年に交ざって苦学生なんか気取らなくても……」

　一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てんを通り越こした。

　気付いたときには拳こぶしに痛み。

　目の前には、倒たおれ込む霧也の姿があった。

「本気で言っているのか、霧也ッ!!　副社長から情報を引き出すための芝居じゃなく、それが……！　苦労している人間を笑うような腐くさった心が、お前の本心なのかッ……!?」

「っ……だったらどうした!!」

　血の混じった唾つばを吐いた霧也に、真正面から殴なぐられる。ただのパンチではない、シルフのチカラを用いた圧縮空気の爆ばく発はつを伴ともなって、ナイトは吹ふき飛び、鋼鉄の壁かべに叩たたき付けられた。

「得意のケンカで、気の済むまで僕たちをぶん殴って、それでどうなるっていうんだ!?　プロジェクトは止まらない！　僕も精せい霊れいのチカラを手放すつもりはない!!」

「ナイトっ!?　大丈夫、ナイト……!?」

　ナイトは朧おぼろ気げな意識の向こうに、呼びかける美野里の声と、自分の咳せき込む音を聞く。

　くすり、水姫が可愛らしく微笑ほほえんだ。

「すごーい、殴り合いのケンカって初めて。ねえ、美野里ちゃん。青春って感じだよね」

「ミズキチ……あんた、ほんとにそれでいいの!?　戦争や人殺しの道具になっちゃうかも知れないのに、それで……！」

「ならないよ。大丈夫」

「えっ……？」

　あまりにあっけらかんとした水姫の言葉に、美野里は思わずそんな間ま抜ぬけた声を出してしまう。

「えっ……て、そんな。そんなこと、あるわけないよ。女子高生は兵隊にはなれないし、戦争にも行けないよ。そもそも日本って、戦争はしないって憲法で決まってるじゃない」

「っ……、そんな……そんなことじゃなくて！」

　もちろん、そんなことは美野里だって知っていた。言いたいのはそういうことではない。だがうまく言葉がまとまらないうちに、水姫が続けてしまう。

「美野里ちゃんこそ、何でもかんでも一生懸命になりすぎ。あんまり本気で考えすぎなんだってば。今のこの世の中って、そこまで真しん剣けんになっても仕方ないと思うの。戦争なんて、私たちなんか関係無しに、結局どこかの誰かが勝手に始めるものでしょ？　環かん境きよう問題だってそう。そのうちだんだんと技術が進歩して、世の中が変わって、勝手に解決されていくと思うし。そんなふうにね、私は世の中って、もっとずっと退たい屈くつで、つまらないものだと思うんだけど」

　笑いかける水姫に、美野里も、もちろんナイトも言葉を返さなかった。返せなかった、と言うべきか。

「でも……そんなつまらない中で、私たちだけがちょっとだけ特別。それでちょっとだけ楽しくて……それでいいじゃない。私たちはただ甲山さんの言う通りにして、おクスリもらって、精霊さんと仲良くして……それでいいと思わない？　ね、そうしよう。ナイト君も」

「……断る……」

「どうして？　ナイト君」

　どうしてもこうしてもない。

「気に入らない……、からさ……！」

　ふらついた足取りで、壁により掛かかりながらナイトは立ち上がった。

　甲山は確かに、殺しても構わない、と言ったのだ。ただの脅おどしだったとしても、そんな人間の下もとで、毒か薬かもわからぬクスリのために言いなりの犬になれというのか。

「……」

「っ……」

　もはや両者の心は、あまりに乖かい離りしすぎていて。

　美野里はナイトの直情的な一言に後押しされたように決意し、叫ぶ。

「ノームさんっ!!」

　だが。

「……え……なんで……？　ノームさん!?　ノームさん!!」

　渾こん身しんでその名を喚よぶ。

　なのに、何も起こらない。何の変化もない。

「どうして……!?」

「どうして、って」

　水姫がいつもの、とぼけた声で言った。

「たぶん……ここ、土が無いからじゃない？　お船の中だし」

「っ……！」

　攻こう撃げきできないなら。そう思った美野里が、逃にげ道を求めて視線を泳がせる。

　だが見み渡わたすまでもなく、ナイトと美野里はすでに包囲されていた。

「だったら!!」

　男たちには敵かなわずとも。そう思った美野里が水姫に突とつ進しんする。

「ウンディーネ」

　それは水の障しよう壁へきに阻はばまれ、弾はじき飛ばされる。

「っつ……！　なんで!?　水だってどこにも……！」

　呆あきれ、見下すように答えたのは、水姫ではなく霧也だった。

「空気中の水分があるだろう。そんなこともわからないのか」

　そう、馬鹿さ加減に呆れるように。

「悪いな、美野里。本当のところを言えば、僕はもっとまともな仲間が欲しかった。正義や友情みたいな感情論に浮かれる君たちじゃなく、理性的に物事を話し合える仲間が欲しかった」

「……早くしろ」

　見切りを付けた甲山が冷たく言い放つ。

　その視線の先には、ガスマスクが立っていた。

「訓練や実験じゃないんだな？」

「田原美野里はごく平均的な中流家庭。彼岸士ナイトは母子家庭の上、いま現在はその親とも別居中だ。手間はかからない」

「待ってください！」

　修人だった。

「何も、そこまでしなくても！　彼岸士君と田原さんだけではありません、目の前でそんな場面を見せられて、凪木君と青山さんの心にだってどんな傷が残るか……！」

「僕は構いませんよ」

　霧也が眼鏡を押し上げながら言う。

「いずれはこうしたこともあるだろうと、覚かく悟ごの上でプロジェクトに加わったんですから」

　水姫は水姫で、眉まゆを下げる。

「私は……死体とか気色悪いっていうか……」

「君たち、そういう問題じゃ……！」

　そんな修人の声よりも、ガスマスクの、マシンガンのレバーを引く音が無む慈じ悲ひに響ひびく。

「あーあー、もういい。わかったよ、あっち向いてろ。わざわざ頭撃うち抜くような真似しねえよ」

「……冗じよう談だん……だよね……？　おじさん……」

　すがるような美野里の声。

　当たり前だが、ガスマスクの表情は変わらない。ガスマスクの下にどんな表情があるかは誰だれにも見えない。ただ、少しくぐもって聞こえる声も、いつもと変わらなかった。

「悪いが、金もらってるからな」

「……そんなっ……おじさん……」

「さがれ、美野里……！」

　ナイトはふらつきながらも美野里の腕うでを引き、自分の背後に庇かばった。

　いざとなれば。邪炎龍サラマンダーであれば。不意を突つけば。傭よう兵へいぐらいは、焼き殺せる。それが証しよう拠こに、早く喰くらわせろと猛たけっている。

　ここにいる十や二十の命、楽に平らげる邪じや悪あくの化け身しん。
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（ッ……クソっ……！）

　本当に、それでいいのか……？

「じゃあな」

　ガスマスクの構えた銃じゆう口こうが、ナイトの左胸に定まる。

「やめろッ!!」

　修人が白衣を翻ひるがえし、ガスマスクに体当たりした。

「こんなのは間ま違ちがっている!!　この子たちに何の罪がある!?」

「悪いが、あんたの命令じゃ聞けねえんだって！」

　修人は渾身の力でガスマスクの持つ銃を奪うばい取ろうとしたが、単純な力比べ、科学者と兵士では体の造りが違いすぎる。

　だが、逃げ出すならもう他ほかにチャンスはなかった。そうしてナイトと美野里が頷うなずき合ったとき。

「シルフっ!!」

　霧也が叫さけんだ。ナイトは今度こそ理解せざるを得なかった。紛まごう方無き殺気というものを、シルフが霧也から受け取った負の感情を、あろうことか邪炎龍が嗅かぎ取り、ナイトの心へと叩き付けた。

　そして美野里も、無意識のうちに同じことを感じ、そして。

「ノームさああああああああああああああああああああああああああんっ!!」

　何が起きたのか。

　美野里の爆はぜるような声の直後、鋼鉄の床ゆかが、壁が、剝はがれ、めくれ上がった。

　霧也が放った不可視の突風がそこに跳はね返り、爆ばく風ふうのような風に煽あおられ傭兵どもは修人ごと、放った霧也自身も甲山を巻き込み吹き飛ばされる。

「ナイト！　ナイト、早くっ！」

　鋼鉄のカーテンに覆おおわれ難を逃のがれた美野里は、ナイトの手を引き走り出す。

　だが無事なのはもう一人いた。

　水のバリアをシャボンのように解くと同時、水姫が喚ぶ。

「ウンディーネ!!」

「邪炎龍っ!!」

　ナイトは真後ろから飛来した水の奔ほん流りゆうに、振ふり返り様、同じ勢いで逆巻く炎ほのおをぶつける。

　そしてもう一度爆発が起きた。

　超ちよう常じよう同士が引き起こした水蒸気爆発は、霧也一人のもたらしたそれを遥はるかに上回り。

　そして一帯は一寸先も見えぬほどの、水蒸気の白い闇やみに覆い尽つくされた。







[image: 葉多恵ちゃんの女子力キラキラ☆メイクＵＰ教室]







　　　　①




　ある日、アパートに鈴すず蘭らんがやってきた。

　そしてこう言った。

「女子力ってなんだろう」

「……。」

「いかにも女の子っぽいとか、女の子らしくて魅み力りよく的とか……、そんな感じ？」

　他に誰もいないので、最後のクエスチョンはもちろん、ヒデオへ向けられたものである。

「……いや。男の、僕に。聞かれても」

「でもああいうのって、いくら女の子同士で盛り上がったところで内輪ネタで終わりじゃない。結果的にそれが男の子から見てどうなのか、っていうパラメーターとしての部分もあると思うんだよね。草食系男子っていうのも、結局は女の子側から見た男の子のカテゴライズなわけだし」

　確かに、男同士であいつ草食系だから付き合いやすいとか、肉食系だから一いつ緒しよにいて面おも白しろいとか……いう話をしても空むなしいというか、その先がない気がする。

　もっとも、それでも友達同士お喋しやべりして楽しい！　というのがそもそも女の子なのか。

「たとえばの話だ。ヒデオくんは翔しよう香かさんみたいな辛から党とうとエルシアさんみたいな甘党だったら、どっちが女の子っぽいと思う？」

「……」

　本人のいないところで、その人をどうこう言うのは気が引けるのだが……。

〝周りの女全部ひっくるめてイロモノって言ってたのは誰〟

　そんなことは言っていない。心に思っただけだ。

　ともあれ。

「……子供っぽいという意味ではなく。ケーキや何かを好きな方が、いわゆる女の子らしいのでは。一いつ般ぱん的なイメージとして」

「ほら。女の子っぽいっていうのは、要するにどれだけ男の子からかけ離はなれているかって意味であって、男の子にしてもどうせ一緒にいるなら、そういう自分とは正反対の存在の方がいいってことでしょ。そうでなきゃ男友達同士で遊んでればいいわけだし」

「それは。わかりましたが……」

　あれがいいとか、これは駄だ目めとか。

　結局のところ、リアルが充じゆう実じつしている連中の理論ではないか。

　我々は違う。女子力が高かろうが低かろうが、ドジッ子だろうがクール系だろうが、ツンツンしていようが病やんでいようが、ロリだろうが人妻だろうが、全すべてひっくるめて個性として受け止めた上で愛めでようというこの度量の広さはどうだ。

〝ロリと人妻はダメでしょ〟

　ロリっ子のノアレにはまだ早い話だったか。

〝そうじゃなくて。鈴蘭が言ってるのって現実の男女間の話で、ゲームの中の話じゃないんでしょ？〟

　……。

「……それで。女子力が、どうか。したのですか」

「最近、社員の総そう帥すいに対する態度にあまりに問題があるので意識調査を行ってみたんだ」

　そう言った鈴蘭は、保険の外交員か何かのようにショルダーバッグからファイルを取り出した。

「この項こう目もくを見て欲しい」




　Ｑ24・総帥に女子力はあると思いますか？




　大いにある　０・１％

　まあまあある　０・５％

　あまりない　４・６％

　絶無　０％

　未回答・その他　94・８％




「私としてはこの、『あまりない』という回答の意外な多さに、何かの真実が隠かくされている気がしてならないわけ」

　どう考えても『未回答・その他』の方に真実が集約されていると思うのだが。

　まあ、ある意味みんな正直者というか。

「このデータに何か見解が？　ヒデオくん」

「いえ、別に」

　ヒデオは言葉を濁にごしつつ、鈴蘭が手て土産みやげに持ってきたペットボトルの冷茶を一口。

「悩なやみは、わかりましたが……それをなぜ。僕に」

「この問題に正面から取り組んでくれそうな人が、ヒデオくん以外に思い付かなかったからだよ」

　……誰だれも正面から取り組むだなどと一言も。

「ねっ？」

「はい」

　ヒキコモリはＮＯと言えない日本人の中でも、ことさらＮＯと言えない類たぐいの人種である。

「で、早さつ速そくだけど男のヒデオくんの目から見て、どういうのが女子力が高いと思う？　それを参考に今後の展望を見み据すえていこうと思うんだけど」

　と、鈴蘭が紙箱をテーブルに載のせた。

「とりあえず、さっきの話じゃないけどお洒落しやれなスイーツも買ってきてみた」

　箱を開けると、中から出てきたのはラズベリーやストロベリーをふんだんに使った、目にも鮮あざやかな色合いのカップケーキ。なるほど、こういうお菓か子しは確かに、女の子だからこそ気軽に買えても、男一人で買いに行くには少し勇気がいるであろう。

「どうよこれ。女子力あると思わない？」

　さっそく付属のプラスチックスプーンでパクつき始める鈴蘭。ヒデオも相しよう伴ばんにあずかり、一口食べてから……彼ひ我がの差を鑑かんがみ、気付く。

「……さっそくですが、わかりました」

「え？」

「食べる前に。喜ぶのがいいかと」

「は？」

「せっかくの、可愛かわいいケーキなのに。特に感動もなく食べ始めたのでは、男も同然です」

　パクリと、ヒデオは食べてみせる。

　美食家でもない限り、ケーキの見た目や味につらつらとコメントを述べる男は少ないだろう。

「う、あ……。た、確かに……カッコとラトゼリカなんかは何が面白いんだってくらいはしゃいでから食べ始める、かも……食べながらもはしゃぐし食べてからもはしゃぐし」

　なるほど。あの二人であれば、そんな可愛らしい光景も想像に難かたくない。

　鈴蘭はそれをイメージするように目を伏ふせ、こほんと咳せき払ばらい一つしてから。

「きゃあっ、やっだ～これ超ちようかわい～♪　もう信じらんな～いっ♪　食べちゃおっと！」

　ぱくぱく。

「……どうか？」

　その聞き方が既すでに女の子を超ちよう越えつした首領ドンの貫かん禄ろくなのだが……。

　どうかと言われれば、あの社員らが見たら血ち反吐へど吐はいてのたうち回る者が出そうな気がする。もちろん悪い意味で。

「……別に。演技をする、必要は」

「うん。私もめんどくさい」

　パクパク。

　たかが一カップ、あっという間に胃の中に収まった。

「別に食べ物だけが女子力ではないと思う」

「まあ。そう言える気は、しますが」

「そこで葉は多た恵えちゃんの登場ですよ！」

　ガチャとドアが開いて、葉多恵が入ってきた。
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「どうもどうも～」

「……なぜ」

　ヒデオが言うと、葉多恵がお茶菓子の入ったスーパーの袋ふくろを傍かたわらに置き、自らも卓たくに加わった。

「私も普ふ段だんはオフィスのお茶汲くみなどしていますが、正規の契けい約やく内容としてはここの管理人というだけですし。それで何やらまたヒデオさんのお部屋で事件が起きそうな気配だったので、お仲間に加えてもらおうと手土産を買い込んできた次し第だいです」

　そうそう事件が起きてたまるものか。

　訝いぶかるヒデオをよそに、鈴蘭がポンと手を打った。

「……実は葉多恵さんは女子力がお高くていらっしゃる？」

　葉多恵は胸を張って答えた。

「それはもう、お館やかた様のご指導ご鞭べん撻たつの下もとに励はげんだおかげで、お裁さい縫ほうはもちろん炊すい事じ洗せん濯たく火事親父おやじ、大和やまと撫子なでしこの一通りは身に付けていますからね～」

「お……おお～！　大和撫子は女子力高いよ！　もう、響ひびきからして！　元祖女子力！」

　火事と親父は撫子でいいのだろうか。

　ともあれ、ペットボトルしかなかったテーブルが、センス良く小皿に分けられたおかきや煎せん餅べいによって一気に華はなやいだ。性格はアレな部分もあるが、そうする所作や心こころ遣づかいに着物姿、女子力は相当に高いと言えるかもしれない。

「じゃあ単刀直入に聞くけど、そんな葉多恵さんから見て女子力ってなんだろう？　どうすれば女子力が上がると思う？」

「それは簡単です。まずはですね、この……」

　袖そでの下からトリガー式の注射器インジエクターを取り出した葉多恵の手首を、ヒデオは上から押さえ付けた。

「何をしますか、ヒデオさん。一見蛍けい光こうショッキングピンク色した良からぬ薬物のようにも見えますが、これは私が調合したただの女子力キラキラ☆メイクＵＰ注射で……」

「あなたが調合した、時点で。良からぬ薬物以上に」

「あ、私も注射は苦手というか……」

　当人の同意を得てどうにか引っ込めさせるも、葉多恵は肩かたをすくめて溜ため息いきをついた。

「なるほど……結果は同じなのに、あえて茨いばらの道を歩みたいとおっしゃる？」

「むしろ、同じ結果に至る方法が他ほかにあるとでも？」

　鈴蘭の疑問に、葉多恵はしたりと頷うなずいた。

「薬物投とう与よが無理なら、あとは努力と根こん性じようしかありません。そして私の特訓はとても辛つらく、厳しいものです。それでも鈴蘭さんは、そちらを選ぶと？　後になって、やっぱりあのとき、素す直なおにあの注射を打っておけば良かった……しくしくしく。などと泣いても遅おそいんですよ？」

「いや……。別にそんな、高校生がインハイ狙ねらうみたいな深刻な問題でもないんだけど……」

　インハイであればなおさらドーピングもあるまい。ヒデオはそう思ったのだが。

　ぱむ、と葉多恵はテーブルを一叩たたき。

「ことはそんな甘い話ではありません。聞けば人心掌しよう握あくの術に事欠いているという噂うわさ。トップの鈴蘭さんがそんな浮うわついた有様では今に社内で派は閥ばつ闘とう争そうが起き、闘争はより大きな内ない紛ふんへと変化し、やがてはクーデターによって権力の座を追われることになるやも知れないんですよ……！」

　葉多恵は債さい権けん回収業者の如ごとくにゆらりと身を乗り出して片かた肘ひじをつき、悪い笑顔えがおでぱむぱむと。

「……鈴蘭さんねぇ。あなた、凋ちよう落らくした世の独裁者たちがどのような末路を辿たどっていったかご存知で？」

「えっ……、あっ……う……」

　鈴蘭が意外と真に受けた表情をしていた。要するに……現在、自分が社員をどのように扱あつかっているかの自覚はあるのだろう。

「権力の座とかは別にいいけど、あんな覆ふく面めん全身タイツの変態共に頭を下げるような事態だけは嫌いやだ……！」

　結構本気の顔だった。

「ええ、そうでしょう、そうでしょう。ではどうしますか。残された道は二つに一つ。このまま社を追われ、蹴けられても気付かれぬ路ろ傍ぼうの石と成り果てるか……この葉多恵ちゃんの指導の下もとに巌いわおの如き女子力を身に付けるかです！」

「お、お願いします！　先生！　お金なら、あいつらからいくらでも搾さく取しゆできます！」

　だから、社員に対するその意識を改める方が手っ取り早いとヒデオは思ったのだが……部外者の口を挟はさむことでもあるまいと、黙だまっていた。

「お金は別にいらないんですけど……まあその心意気や良し。まずは形、即すなわち姿勢から入りましょう。ほら、それ！　女の子座りなんて論外です！　基本は正座！　横座りをしていいのは男に泣き落としをかけるときだけ……！」

（……）

　自分の部屋なのに蚊か帳やの外に追い出された気持ちになりつつ、どうせなら余よ所そでやってくれないかなぁ……とヒデオは思った。
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　名な護ご屋や河かわ宅。

「つ……疲つかれた……。死ぬっ……うぅ……」

「……何事ですか、姉上」

　夜遅おそく帰って来るなり今にも死にそうな表情で姿勢正しく正座した鈴蘭に、睡すい蓮れんはぎょっと目を丸くして風ふ呂ろ上がりのアイスを落としそうになった。

「ああ、睡蓮か……今ちょっと、女子力をアップする特訓をしててね……」

「……無理な筋力とれーにんぐでもしてきたわけですか」

「ああ……うん。説明するのめんどくさいからいいや……。お風呂は……？」

「今、母上が入られました」

　別に何を意識するでもなく、今日もいつもと同じように背筋がしゃんと伸のびている睡蓮。楚そ々そと浴衣ゆかたを着こなし、平然とした顔でもも太た郎ろうをかじる。

「くっ……。今まで気にしてなかったけど、女子力高いな、お前……」

「は？　はぁ……日ひ頃ごろから鍛たん錬れんはしておりますから、力比べなら少し負けない自信がありますが……」

「今に見てろ、姉より優すぐれた妹なんていないということを証明してやるからな……」

「……姉し妹まいというのは、どちらが優れているという話でもないのではありませんか？」

　またぞろ何か愚おろかなことをしているのだなこの姉は……という妹の微び妙みような表情と言い返せない正論に、少しカチンときた鈴蘭。

「お前実は内心勝ち誇ほこってあひゃうん!?」

　無意識的に身を乗り出そうとした瞬しゆん間かん、奇き妙みような悲鳴を上げて背筋を真っ直すぐにテーブルの上に崩くずれ落ちる。

「……だ……大だい丈じよう夫ぶなのでございますか、姉……」

　背中に焼けた鉄の棒でも入っているような有様に、さしもの睡蓮も軽くたじろいでいた。

「こっ……こんなことなら、やっぱりあのときあの注射を打ってもらえばよかった……しくしくしく」

　何やら泣きながら、ベテラン芸子か老舗しにせ旅館の女将おかみかといった風情ふぜいですっくと立ち上がり、しずしずと自分の部屋へ向かって歩いていった。
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　明くる日。

　木こ漏もれ日溢あふれ、小鳥の囀さえずり賑にぎやかな森の奥深く、朝あさ霞がすみの中幻げん想そう的に浮うかび上がる古風な洋館。早朝の魔まつ殺さつ商しよう会かい本社、伊い織おり邸ていの玄げん関かんホール。

　タキシード姿のヒデオとメイド姿の鈴蘭は勤続十年超のホテル従業員の如く背筋を伸ばした姿勢で、死にそうな顔で立っていた。

「おはようございます。お二人とも昨夜ゆうべはよく眠ねむれましたか？」

　鈴蘭がフラフラと首を横に振ふる。

「あの……寝ね返がえりを打つたびに、全すべての椎つい間かん板ばんがヘルニアを起こしたような痛みを訴うつたえて……死ぬ」

「……と。いうか」

　実はヒデオも昨日、同様の術をかけられていた。鈴蘭の言うとおりで、枕まくらを頭ではなく腰こしや背中に置いた方が楽だった。

「はい？　ヒデオさん」

「なぜ。僕まで」

「こういったことは互たがいに切せつ磋さ琢たく磨まするライバルがいた方が、張り合いも出ますし成長も早いですからね」

　なるほど……。まあそれは一理あろう。

「ただ、僕は。男なのですが」

「はいはい家にこもってネットやゲームばっかりやっている草食以下のしなびた草系男子が何をおっしゃいますか。今日び軒のき下したの雑草とて光合成をして地球温暖化防止に一役買っているというのに、生きていて恥はずかしい人ですね」

　ありのままの事実を笑顔のままなんの嫌いや味みもなく言われて死にそうになった。

「まあそれはそれとしまして、このカリキュラムは男であるヒデオさんにも充じゆう分ぶんな効果を保証するものです。どうですか鈴蘭さん、女の目から見て」

「うん……言われてみれば確かに、姿勢がいいってだけでヒデオくん、なんかいつもよりカッコイイかも」

　……。

「そ……そう、で。しょうか……」

「いや、ほんとに。前に黒服着せたときも思ったけど、ヒデオくんタキシードも意外と似合うし」

　顎あごに手をやりマジマジと見み詰つめる鈴蘭も、確かにヒデオから見ていつも以上に気品があって魅み力りよく的に思える。

〝惚ほれた？　惚れた？〟

　そうは言わないが。

　ヒデオは葉多恵へ向き直る。

「……しかし。仕事が」

「那な田たさんには私からうまいこと言っておいたので大丈夫です」

　一段落したところで、鈴蘭が軽く手を上げた。

「で……さっそくだけど、今日はウチの会社に来てまで、何をするわけ？」

「いい質問です。女子力の基本は第一に、家事力にあると言っても過言ではないでしょう。お部屋のお片付けができない女子よりはお部屋の可愛かわいい女子。これはわかりますね？」

「う……。確かに、ラトゼリカの部屋は整理整せい頓とんが行き届いているし、カッコの部屋は散らかってるのに妙みように可愛い……」

「というわけで、お二人には今日一日お掃そう除じをしてもらいます」

　ヒデオは周囲を見回した。ホールから続く廊ろう下かは右も左も果てしなく、見上げれば彼方かなたまでもありそうな吹ふき抜ぬけ空間。

「……。どこを」

「何を寝ぼけたことを言っているんですか。全部ですよ。全部」

　ぎょ、と鈴蘭が目を丸くする。

「全部ってこの館全部っ!?　無理！　無理無理無理……！」

　ガッ、とモップとバケツを押し付けられる。

「よく聞いてください。鈴蘭さんたちが昨日飲んだ背筋しゃっきり薬の効能は今後十年間途と切ぎれることなく続きます。常人では日々の寝不足と激しい痛みに精神が耐たえ切れず、一年と生きることも叶かなわないでしょう。そしてその解げ毒どく剤ざいを作れるのはこの私だけ……これが何を意味するかわかりますか？」

「だっ、騙だましたなっ!?　昨日は毒だなんて一言も言ってなかったじゃない！　お肌はだを綺き麗れいにするための市し販はんのビタミン剤だって……！」

「そういうつもりで作ったのが、なぜか背筋がしゃっきりするという副作用が付ふ随ずいしていただけです。まったく、毒とは失敬な」

　……。

「しかし。さっき、解毒剤と」

「酸素も吐はけない分際で文句ばかり垂れるのはこの口かっ!?　この口なのか～っ!!」

　葉多恵にギュウギュウと首を絞しめ上げられ、雑ぞう巾きんのように振り回されたヒデオは、萎しなびた雑草のように打ち捨てられた。

「はあ、はあ、下らないことで余計な時間を使ってしまった……。とにかく、今日という日は一日しかないんですから、しっかりとお掃除してくださいね」

　葉多恵は小こ姑じゆうとのように言い残すと、すたすたとどこへやら行ってしまった。

「だ……大丈夫？　ヒデオくん……」

「……死……にそう、です……」

　絞められた首よりも振り回された勢いで背筋が痛かった。
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「……おい、見ろよあれ。総そう帥すいが珍めずらしく真面目まじめに掃除してるぞ……」

「本当だわ。どういう風の吹き回しかしら……」

「しかもあれ、ヒデオ君も一いつ緒しよじゃないか？」

「あの総帥のことだ、また何か妙なことを企たくらんでいるんじゃないだろうな……」

「それには理由がある」

　貴たか瀬せの声に、鈴すずなりになっていた全身タイツとメイドたちは振り返った。

「あ、社長。おはようございます」

「今日はお前たちに休きゆう暇かをやろう」

　貴瀬の一言に、嬉うれしそうな驚おどろきの声が上がる。

「別に祝日でもないのに、いいんですか？」

「ああ。なんでも今日は、あの二人が全ての掃除を担当してくれるらしい。お前たち掃除部隊は給料の無む駄だということだな」

「いや……社長、もう少し言い方が」

　そういう人間だとわかってはいてもげんなりとする覆ふく面めんの横で、メイドが聞いた。

「しかしあの総帥が、なんの因果で？」

「さあな。なんでも女子力がどうとか言っていたが」

　メイドたちの目が獲え物ものを狙ねらう何かのように輝かがやいた。

「ドクターの発明か何かですか!?」

「あのメイド服には女子力が上がる皮ひ膜まくが!?」

「それともあのモップの方!?」

　盛り上がるメイドたちに感化され、全身タイツたちもふと気付く。

「確かに、いつもは横暴な総帥がああしてみると……」

「ああ。一生懸けん命めい掃除をしているだけだが……」

「「「可か憐れんだ……」」」

　とタイツ共。

「「「むう……」」」

　とメイド共。

「そんなあなた方にも朗報ですっ！」

　突とつ如じよ現れた和服姿の女が一人。

「この葉多恵ちゃん特製、女子力キラキラ☆メイクＵＰ注射を皮下投とう与よするだけであら不思議、あなたも今日からモテカワ系キラキラ女子に大変身ッ！」

　……。

「……私あんな色のチェレンコフ光見たことないんだけど……」

「……やばいって。総帥の知り合いとか絶対やばいって……」

「……注射だったらドクターのドリンク剤の方がまだ……」

　ひそひそ。ひそひそ。

　徐じよ々じよにメイドたちが後あと退ずさっていく。

「くっ……。こんな格好してるクセに意外とガードが堅かたいですね、お宅の社員さんたちは」

「メイドの方はまだ比ひ較かく的てきまともだからな。全身タイツ共に比べれば」

　貴瀬の言葉に、葉多恵はターゲットを切り替かえて。

「となればそちらの世間様に顔向けできないらしい覆面の男性社員さんたち！」

「「「初対面で失礼な人だな」」」

「こちらのカロリーメイツ・クッキータイプを毎食後一本摂とるだけであら不思議、その気がなくても周りが放ほうっておかない野性味溢あふれる肉食系イケてる男子にっ！」

「肉は毎日食べてる」

「今は仕事が大事」

「見た目じゃなくて心だよな」

　……。

「……社長、失礼ですが社員さんにどういった教育を？」

「入社初日にマフィアの取引に突つっ込ませる」




　　　　◆




　夜。名護屋河宅。

「た……たたっ……ただ、いま……」

　リビングに腰を下ろした鈴蘭は胸を張って背筋を伸のばしたまま、顔だけげっそりとしていた。

「……姉上。少しやつれたのでは……？」

「……。あ、ゴミ……」

　ソファの足元に落ちていた埃ほこりを摘つまみ上げ、ゴミ箱まで行き、捨てる。

「その……姉上。食事は？」

「ん～、食べてきたんだけど……今日は無駄に動き回ったからまだ小腹が空すいてるかも。カップ麵めんあったよね」

「ええ。確かまだ……」

　台所へ向かった鈴蘭が、割り箸ばしとそれを持って戻もどってくる。ビニール包装を破り、ゴミ箱へ。粉スープを入れ、その袋ふくろをゴミ箱へ。かやくを入れ、かやくの入っていた袋をきちんとゴミ箱へ。

　電気ポットからお湯を注ぐ。

　三分経たち、手を合わせて。

「いただきます」

　ずるずる。ずるずる。

　スープを最後の一いつ滴てきまで飲み干して。

「ごちそうさまでした」

　再び台所へ行き、スチロールの容器を洗ってからスチロール用のゴミ箱へ。戻ってきて、今度はアイスを食べ始める。

「何があったのですか姉上ッ!?」

　一連の行動を端はたで見ていた睡蓮がものすごい勢いで立ち上がった。

「……え？　何が？」

「何がではございません！　ゴミは片付けるものではなく散らかすものとしか考えていない姉上があまつさえ洗い物をするなど、わたくしの知っている姉上ではありません！」

「お前今までそんな目で私を見てたのか」

「昨日から妙に姿勢も正しいですし、一体何があったというのですか」

　かくかくしかじか。

「……それで花はな嫁よめ修しゆ業ぎようのような真ま似ねを？　姉上が？　大和やまと撫子なでしこを目指すと？」

「いちいち疑ぎ問もん符ふをつけるな。ああ、笑いたければ笑えばいい……」

「っ……」

「睡蓮？」

　睡蓮は、思わず熱くなった目め頭がしらを押さえた。

「なぜ泣くっ!?」

「いえ……。あの姉上が、わたくしの長年の理想であった姉上になってくれるのかと思うと、つい。なぜでございましょう。嬉しいはずなのに、涙なみだが……」

　……。

「ちょ、待て待て待て待て！　そんなに!?　私、そんなにやばかった!?　そんなことはないよね!?」

「姉上、大和撫子でしたら『やばい』などというやくざ言葉は使うべきではございません！　明日あしたからはそのような洋装をやめて着物に致いたしましょう！　銃じゆうなどという野や蛮ばんな武器も捨て、わたくしと共に弓と薙刀なぎなたの稽けい古こを致しましょう！　ああ、それから、それから……！」

　目の前の駄目な姉が、睡蓮の脳内で長年理想としていた誇ほこり高い姉上へと次々に改造されていく。本来名護屋河の当代を継つぐべきだったであろう、高潔で完全無欠の姉上に……。

「髪かみももっと伸ばし、着物は名前の通り白……いややはり女性らしい愛らしさのある桜色……いえしかし凜りんとした趣おもむきのある紫陽花あじさい色も……」

「……」

　こんなにテンションの上がっている睡蓮を見るのは初めてで、姉として愛されているのは嬉しいのだが……少し怖こわくなった鈴蘭は。

「と、とりあえずわたくしの千早と袴はかまを……！　……姉上？」

　鈴蘭は、睡蓮が妄もう想そうに浸ひたっている間にそっとその場を抜ぬけ出したのだった。




　　　　④




　三日目。

　前日と同じように、ヒデオは鈴蘭と共に伊織家の玄げん関かんホールに整列していた。

「おはようございます」

「「……おはよう。ござ、います」」

　とうとう鈴蘭をして、ヒデオと同じような口調になる有様。

「おやおや、お二人とも元気がありませんね～」

「いや……眠ねむい……」

　虚うつろな笑顔えがおを浮うかべる鈴蘭の横、ヒデオは。

「……、ッ……」

　眠気で船を漕こいだ瞬しゆん間かん、丸めた全すべての脊せき椎ついに針を刺さされたような痛みを感じて跳はね上がる。

「……ふむふむ、なるほど……これでは一年はおろか一週間足らずで精神に障害を及およぼし……めもめも、と……」

　二人の様子を観察しながらぶつくさとメモを取る葉多恵に、ヒデオは気力を振ふり絞しぼって言った。

「……やはり。僕たちは……薬の、実験台……」

「おやおや眠たそうですねヒデオさん、依い存ぞん性ゼロで完全合法なのにいわゆる覚かく醒せい剤ざいの五倍覚醒作用を持ち効能の個人差によっては悟さとりと瞳どう孔こうさえ開く恐おそれのあるこの眠気スッキリ薬を試してみますか？」

　目が覚めた。

　鈴蘭が挙手。

「で……葉多恵さん、今日は何を……？」

「いい質問です、鈴蘭さん。今日は数ある女子力の中でも特に即そつ効こう性の高い、料理についてやっていきましょう。冷れい凍とうを温めるしかできない女子よりは、煮に物ものをおいしく作れる女子。男心を摑つかむならまず胃い袋ぶくろを摑めとはよく聞く話です」

　ヒデオは挙手。

「僕は……、男で……」

「ヒデオさん。食べることが嫌きらいな女の子なんていませんよ？」

　非常に男心に突き刺さる殺し文句であった。

「ああ、うん。それは言えてるよ。でなきゃ女の子は誰だれしもダイエットなんて言葉を気にしない」

　鈴蘭もこれまた異常に説得力のある言葉で同意する。

　葉多恵が首しゆ肯こう。

「昨今の風潮からすれば、料理こそモテ系男子の必ひつ須す技能とも言えるでしょう」

「……。なるほど……」

　なんだかインターネット広告の煽あおり文句のようであったが、所しよ詮せん、ネットでしか情報収集をしない程度のヒキコモリである。

〝で。ヒデオは色取り取りのイロモノの中で誰にモテたいわけ？〟

（……。）

　まあ、いつかカボチャの馬車に乗ったお姫ひめ様さまが迎むかえに来てくれるかも知れないじゃないか。

〝うわキモ……〟

　冗じよう談だんで言ったつもりが、しばらくノアレが口を利きいてくれなくなった。




　　　　◆




「今日はお前らにやる給料はない」

「社長。昨日清せい掃そう部の連中から聞きましたが、もう少し言い方がありませんか」

　エプロンとコック帽ぼうを着けた調理部隊の全身タイツたちが、降って湧わいた休日に嬉うれしさ半分、げんなり半分。

　厨ちゆう房ぼうでは葉多恵の用意したレシピに従い、ヒデオと鈴蘭が慌あわただしく動き回っている。

　それを見た全身タイツの一人が言った。

「しかし……総そう帥すい、意外と手て際ぎわがいいな。ニンジンもジャガイモもピーラーを使わず包丁で剝むけるとは」

「確かに若い女の子にありがちな危なっかしさもないし、ヘタも芽もロスを最小限に取っている……実はかなりの経験者なのか？」

「にゃ～ん。それはだね、皆みなの衆」

　と、ヴィゼータが話の輪に加わった。

「実は鈴蘭、ここに来るまでは引き取られた先々で、小間使いみたいなこともさせられたみたいだしね？」

「「「えっ……あの総帥にそんな悲しい過去が？」」」

　と、声を揃そろえる程度には皆驚おどろいたらしい。

　貴瀬がふと気付く。

「そうか……お前らくらいだと、もうあの頃ころの鈴蘭のことは知らんのだな」

　食堂のテーブルに寄りかかったヴィゼータが、厨房の鈴蘭を見ながら懐なつかしむように呟つぶやく。

「あの頃まだまだ、メイドなんていうのも鈴蘭しかいなかったしね？　ワタシはミーコ様の専属だったし」

「ふむ……。そう考えれば昨日の掃そう除じの手際が良かったのも、昔取った杵きね柄づかというわけか」

「っと、いうわけで。ワタシも鈴蘭のこと手伝ってくるくる～」

　ヴィゼータがさっと一回転して、メイドの格好に早着き替がえ。厨房に入っていく。

「そうなのか……あの総帥に……」

「まるで小公女のような過去が……」

「「「か、可か憐れんだ……」」」

　と、脱ぬいだ帽子を胸むな元もとで、ぎゅっと握にぎり締しめるタイツ共。

　その厨房をドアの隙すき間まから覗のぞくメイド姿の一団。

「まさか、あの総帥にそんな女子力があっただなんて……」

「しかも実は薄はつ幸こうの美少女だったとか勝ち目がないにも程ほどがあるわよ……」

「今までは総帥がずぼらだったおかげで、私たち適当しててもそれなりの女の子でいられたけど……」

「……総帥にあれだけの女子力があると知れてしまったら、相対的に私たちの女子力が疑われてしまう……」

　うむぅ、と真しん剣けんな顔で黙だまりこくる一同。

　そこへ。

「そのようなあなた方にイイお薬があるんですが……」

　いつの間にかメイドの輪に加わっている葉多恵。

「あ、昨日から屋や敷しきの中をうろうろしている人」

「どうです、この女子力キラキラ☆メイクＵＰ注射。登録不要、年会費無用、完全無料のこのお注射一本打つだけであら不思議……」

「でも私、総帥のこと見直しちゃったかも。前々から妙みように憎にくめない人だとは思ってたけど」

「そうよね。そんな辛つらい過去をこれっぽっちも感じさせないなんて、同じ女としてカッコイイじゃない」

「成功して幸せになれた今、ちょっとくらいわがままを言ったってバチは当たらないわよね」

「ええ、私たちももっと頑がん張ばらないと！」

　……。

「……いやいやあのですね、もちろん副作用とかなくてですね。それでもってお目々パッチリ、お肌はだすべすべ……」

「でもロハより高いものはないっていうし……」

「せっかくだけど私、チェレンコフ光とかちょっと苦手なのよね」

「あ、うんうん！　それ私も超ちようわかる～……！」

　なんやかや言いながら、メイドたちは持ち場へと帰っていった。

　一人残された葉多恵。

「悪の組織とか言いながらどんだけモラル高いんですかこの会社ッ!!　というかガイガー計も持ってないのになぜチェレンコフ光と断定できるッ!!　普ふ通つうサイリウムと思うでしょうこのショッキングな真ピンク色からしてッ!!」




　　　　◆




　名護屋河宅。

「……死ぬ……疲つかれた……眠い……ただいま……」

「姉上……、大だい丈じよう夫ぶなのでございますか？」

「ああうん、平気平気……徹てつ夜や明けで妙にハイになってる感じだから……」

　脱いだ靴くつを表に向けて揃えたところで、ふと気付く。

「お母さんは？」

「今日は残業で遅おそくなるので、店屋物を取るようにと……それとも、外食にでも行きましょうか？」

「ああ、いいよいいよ、じゃあ私が作るから……」

　台所へ向かい。

　三十分後。

「……ね上。姉上っ」

「えっ？　あ、なに？　どうしたの睡蓮？」

「これ以上作ると食べきれなくなるのですが……」

　気付いたときには、キッチンのテーブルの上には、すでによりどりみどりの夕ゆう餉げが並んでいた。

「……あ。ああ、そうか。ここ、食堂じゃなくって家だもんね……、うん……」

　ともあれ、使った調理器具を簡単に浸つけ置きすると、冷める前に二人で手を合わせて食べ始める。

　一口食べて睡蓮が目を丸くした。

「……姉上にこれほどの料理の才能があるとは存じませんでした」

「え……。そう？」

「はい、母上の料理にも劣おとらぬ味でございますっ……！」

　いつも氷のような睡蓮の目が、キラキラと輝かがやいている。いつもむすっとしたような表情が、心なしか微笑ほほえんでいるようにも見える。

「……どこか身体からだの具合がおかしいとかいうことはないか、妹？」

「だとしたら先日までの姉がよほど奇天烈きてれつだったということなのでは？」

　途と端たんにシリアスな顔になった妹を見て、まあ平常運行かと納なつ得とくする。

「というか、奇天烈ではない」

「はい。もちろん、今の姉上はそのようなことはございません」

「えっ」

「なんと申しますか、姉上はわたくしの理想の姉上になりつつあるのでございます。もちろん、お行ぎよう儀ぎの良くなったこともありますし、身の回りの整理整せい頓とんが行き届くようになったこともあると思うのでございますが……こう、名護屋河の家に相応ふさわしい気品をお持ちになったと申しますか……」

　……。

「そんなにっ!?」

　ビックリするにもご飯はん粒つぶを飛ばさぬよう、自然と口元に手を当てる有様であるからして。

「はい。……そもそも姉上は、そのために女子力なるものに磨みがきをかけていらっしゃるのでは？」

　睡蓮のこの〝眼め〟をして、たった三日でここまで言わしめる。

（……何か冗談のつもりかと思ってたけど、さすがほむらさんと張り合うアウタークラスだけあって……やはりとんでもない人なのか……）

　葉多恵のことに妙に感心していると。

「夕飯を終えたら、お背中をお流し致いたしましょう」

「ぅえっ!?　いっ、いやいや、そういうのは別にいいから……」

「左様でございますか？　ではお疲れのようですから、肩かたでもお揉もみ致しましょうか？」

　出会ったときからツンケンしかしなかった妹がデレるデレる。別に憎かったわけでもないが……正直、可愛かわいいかもしれない。

　睡蓮に理想の姉上像があるように、鈴蘭にも姉としてのこんな妹がいいなーという理想の妹像はあった。

　時代錯さく誤ごな感を除けば、自分なんかより遥はるかに女らしく、見目麗うるわしく、完かん璧ぺきなことは鈴蘭もわかっている。その完璧な妹がここまで素直に下手に出る優ゆう越えつ感たるや。

「……睡蓮」

「はい、姉上？」

「お……お、お姉ちゃん、って。呼んでみ？」

「え？　あ……はい……。……お、お姉ちゃん……」

「……。」

「あ、その……少し、恥はずかしい……」

　鼻血が出そうになった。

[image: ]




　　　　◆




「……ヒデオさん」

「はい、何か……」

　ヒデオ宅。

　美奈子在。

「あの……ヒデオさんにあまり料理が上手になられると、本官のアイデンティティがクライシスしてしまうというか……」

　ヒデオが帰宅した頃、美奈子が希まれにあるように、食材を買い込みすぎたからお裾すそ分わけにとやってきた。

　一方のヒデオはどうもゴミを見ると片付けずにはいられず、食材を見ると料理せずにはいられぬ体質になってしまい、気付いたときには美奈子を言い含ふくめて一通りの夕飯をこしらえてしまったのだった。

〝昨今は料理のできる男児がモテるらしいでござるからな〟

　岡おか丸まるの声に、はっ、と。

「ヒデオさん、お勤めを休んでまで料理教室に!?　誰だれのために!?　誰のためにですかっ!?」

「いや。そんな、理由では。決して、なく」

　有り体ていに言えば鈴蘭と葉多恵の思い付きがためになのだが。

「……まあ、その。……いつも。作ってもらってばかりでは、悪いので」

　美奈子は再び気付き、はっと。

「ヒデオさん、ひょっとして……私のために？」

「……ええ。まあ」

　めんどくさいからそういうことにしておこうと、ヒデオは頷うなずいた。

「自分で料理ができることを見せれば本官が押しかけて来ることもなくなるだろうと!?　ご、ごご、ご迷めい惑わくだったのなら、そう言ってもらえれば本官潔いさぎよく身を退ひく所存ですが……！」

「……。」

〝一番まともそうに見えてやっぱりイロモノなのよねぇ……〟

〝拙せつ者しやも残念に思うでござる〟

　まあ……、千ち影かげや葉多恵なんかと違ちがって悪気はない人だから。計算尽ずくでなく気持ちに素す直なおに空回りしている分だけ、可愛げがあり、また手に負えなくもあり。

「それより。冷めないうちに。どうぞ」

「え……あ、は、はい……、いただきます」

　美奈子は煮に物ものに箸はしをつけ、一口。

「とっ……とてもおいしいです……！」

　……。

「そ、そういえばヒデオさん、少し雰ふん囲い気きが変わりましたか……？」

「……は。何か……」

「いえその……お部屋もいつもより綺き麗れいな気がしますし、なんだか以前より背筋が伸のびて自信ありげで、とっても……男らしいというか……」

　…………。

〝何、ヒデオ。箸を咥くわえたまま上目遣づかいに頰ほおを赤らめるあざとい笑顔にＫＯノツカウされた？〟

　いや、わざわざ料理を作りに来てくれた女性にカウンター喰くらわせるが如ごとく手ずから料理を振ふる舞まっておいしいと喜ばれるなど草系ヒキコモリとしてのアイデンティティがクライシスして女子力ではないにせよこのままコミュ力がアップし続け例えば休日には知人を大勢呼んでパーティーを催もよおす川かわ村むらヒデオが果たして本当に川村ヒデオと呼べるのだろうか。そんな形けい骸がいを川村ヒデオと呼んでも果たして本当にいいのだろうか。確かに鈴蘭にもカッコイイと認められ美奈子もこうして喜んでくれてはいるが、ともすればこのまま自分が自分ではなくなってしまうのではないかという茫ぼう漠ばくとした恐きよう怖ふが脳のう裏りを過よぎってならないのだ……。

〝……ヒデオ、落ち着いて。寝ね不ぶ足そくと肉体的苦痛で精神が不安定なのはよくわかったから少し落ち着いて。取り憑ついているこっちまで……ゆ、揺ゆらぐ〟

　……。

〝でもヒキコモリ止やめたいんじゃなかったの？〟

　……それは、そうなのだけれど……。

　結局ヒデオはその夜、寝付けぬままに自分のことをうつらうつらと考え続けた。

　そして、そのまま朝が来た。




　　　　⑤




　四日目。

「おはようございます」

「「……お……おは……。おは……」」

「四日目朝、被ひ験けん者しやの精神活動に重大なる影えい響きようを認む……一両日中に適切なる処置が施ほどこされぬ場合、脳神経系に……めもめも……」

　さすがに慣れてきたというか体が痛くない姿勢を覚えたというか、初日よりは眠ねむれているのであるが、こう続くとそもそもの気力が保もたない。

　現に葉多恵の呟つぶやきに口を挟はさむ余力がない。

「えーと……眠ねむ気けしゃっきりガムでも食べますか？　ガムなので副作用は少ないですよ」

「……そもそも。副作用の、ある、時点で……」

「あ、言語野はまだ正常なようですね。少し安心しました」

　……。

「あ～……それで葉多恵さん、今日は何を……？　ヒデオくんはあんまり顔に出てないけど、私たちそろそろ本気でやばいと思うんだよね……ＺＺＺ……」

「私もいい加減そんな気がするので、喋しやべっている最中に寝ないで下さい鈴蘭さん。私も思ったよりうまくコトが運ばなかったので今日で終わりにしようと思います」

　ヒデオも鈴蘭も、その言葉に少し覇は気きを取り戻もどした。

「それってつまり、解げ毒どく剤ざいをくれるってことだよね!?　言葉の厳密性はともかくとして！」

「はい、言葉の厳密性はともかく毒も薬の一種と考えれば、解毒剤と呼べるものがここにあります」

　と、葉多恵が袖そでの下から一本のアンプルを取り出した。

「それでっ、それでっ、今日は何をすればっ？」

「急に元気になりましたね……。しか～し、もちろんただであげるわけには参りません！　この三日間でお二人の積み重ねてきた努力努力努力の集大成として、総仕上げに相応ふさわしい試練を用意しました！」

　うふふふふ、と妖あやしい笑えみを浮うかべる葉多恵。

「そも、女子力とは何か？　なぜ姿勢や掃そう除じ、料理がそれほど大事なのかと言いますれば、これ即すなわち気き遣づかう心！　自分のことを考えているようで、実は相手の目にどう映っているかを考える乙女おとめ心！　相手の目に自分という存在をどれだけ心ここ地ちよく映し出せるかという、究極の思いやりの心なのです！　さあそれを踏ふまえた上で、お二人にはそれを極きわめるに相応しい究極の試練を与あたえましょう！」

　葉多恵は解毒剤の入ったアンプルを、二人の目の前に真っ直すぐに突つき出した。

「……実はこの解毒剤、この一人分しか」




　チャカッ、パァンッ──!!




　伊織家の玄げん関かんホールに鋭するどい銃じゆう声せいが響ひびき渡わたり、ヒデオがその場に崩くずれ落ちた。

　硝しよう煙えん漂ただよう銃口をヒデオの頭に向けた姿勢のまま、鈴蘭は。

「一人分あれば問題ない」

「……いやあの、鈴蘭さんですね。私の話を……」

「こんなに苦しいのなら！　痛いのなら！　女子力など、いらぬっ……！　総そう帥すいに女子力などいらぬ!!」

　最後の最後になって世紀末系の非常に漢おとこらしいことを叫さけんだ鈴蘭が、葉多恵の手から奪うばった解毒剤を一気に飲み干す。

「……ぷはぁ」

「え～と……ヒデオさん、死んでませんよね？」

「ああ、平気平気。ショック弾だん頭とうだから気絶してるだけだよ。はぁ～、これでようやく気を抜ぬけ……あひゃぃんっ!?」

　颯さつ爽そうと背中を丸めだらけようとした鈴蘭の上体は、バネのように跳はね上がった。

「謀はかったなっ!?」

「ええまあ、そっちはこんなこともあろうかと用意しておいたイミテーションです」

「……。」

　ヒデオはヒデオで激痛におちおち気絶してもいられず目を覚ます。

「……それより」

　今ぶっ倒たおれる前に、葉多恵が気になることを言っていたのだが。

「……コトが。うまく、運ばないとは」

「それがですね～。今回の件で鈴蘭さんと懇こん意いになり、それをうまいこと利用して噂うわさの悪の組織を乗っ取るなり陰かげで操あやつるなりしようと思ったんですが……」

　いきなりぶっちゃけた。

「いざ来てみれば何だかこのお屋や敷しきそこらの神社仏閣より雰囲気がヤバくて大っぴらにも動けませんし」

「それは一応、ここってみーこさんが大家さんみたいな感じだし」

　鈴蘭の首しゆ肯こうに、葉多恵も首肯で返す。

「ええ、あの方がまた地の神様なものでもろに私のハイエンド上位互ご換かん機みたいなものでしてね。かといって社員さんたちはことごとく口車に乗ってくれませんし……」

「私とご主人様の口車に乗せられてさんざん辛つらい目に遭あってるしね、あいつら」

「え～、はいはい……しかし、天は我を見放しませんでした」

　……？

　ヒデオが鈴蘭と共に言葉の意味を計りかねていると。

「ひっ……いひひっ……！」

　不意に聞こえてきたのは、喉のどを引きつらせるような不気味な笑い声。

　広い空間にこだまする靴くつの音。

　たなびく白衣、輝かがやくレンズ。

「いひっ！　いひぃやっはははひゃはひひひひひひぃっ……！　ついに！　ついにこの日！　このときがやってきてしまったようだねぇ、ナース葉多恵ぇ……！」

「はいはい～、そのようですね～、ドクター葉は月づきッ！」

　ドクターのいかれた笑みを受けた葉多恵が、次の瞬しゆん間かん、天真爛らん漫まんなナース姿に変身する。

　絶句した鈴蘭が眠気も忘れて瞬まばたき一つ。

「なっ……、なんでドクターが？　葉多恵さんが……？」

「ぼ、ぼぼっ、ボクはねぇ、常々思っていたのさぁ……もっと自由に発想し、誰だれにも阻そ害がいされずに発明できるラボが欲しいって……いひひ！」

「私も常々思っていたのです……もっと人目に付かず、自由に薬品を調合し、誰に通報されることもなく実験観察できるスペースが欲しいと……！」

　いかれた笑顔と暗い笑顔、手を取り合ってメリーゴーラウンドの如くグルグル回り踊おどる医者と看護師。

（……。）

　ヒデオは思った。

　なんか、いま、魔ま族ぞくとか闇やみとかさえある意味遥はるかに凌りよう駕がする危機的コラボレーションを眼前にしているのではないのか……？　と。

「ひひぃっ！　そんな夢のような実験施し設せつ、なければ作ればいいじゃないか！　でも作れなければ!?」

「そう、あるものを乗っ取ってしまえばいいのですっ!!」

　じゃじゃーん！　とスポットライトを浴びて決めポーズする二人。

　この洋館の壁かべからライトと紙かみ吹雪ふぶきが出てきたくらいで今さら驚おどろきもせず、鈴蘭が言った。

「いや、だから。モラルの高いよく訓練された私の部下が」

「いませんよ？」

　葉多恵の言葉に、鈴蘭が瞬きする。

　ヒデオが周囲に目を凝こらし耳を澄すませても……確かに、今朝に限っては人の気配というものがない。

　葉多恵が言った。

「今日はお二人が魔まつ殺さつ商会の全すべての仕事をこなすと言ったら、社長が全員に休きゆう暇かを出して全社員で慰い安あん旅行に行ってしまいました」

「なぜ私を誘さそわないッ!!」

　壁が遠いので背中の痛みを堪こらえて床ゆかパンチする鈴蘭。

（……つまり、……）

　前日、前々日のあれは葉多恵の陰いん謀ぼうによる布石だったというのか？

「で、でもみーこさんがっ！」

「ひひっ、ミーコ様かいぃ？　貴瀬がカニ食べ放題と言ったら、何も知らずにホイホイついて行ってしまったよ……！」

「私もカニ食べたかったッ!!」

　鈴蘭の拳こぶしにより床のタイルに亀き裂れつが入った。

「そして残るはこの組織の要かなめである総帥、あなたただ一人！　あなたさえ私の薬品とドクターのロボトミックチップ移植手術でなんでも言うことを聞いてしまう身体からだに改造されてしまえば、この魔殺商会の全ては私たちのものとなるのですっ……！」

　ヒデオは挙手。

「……だから。僕は、一いつ切さい関係ないのでは」

「私の最高傑けつ作さくである天然発光成分由来のカロリーメイツ・チェレンコフ味で光るヒキコモリ第一号になって欲しいのでついでに捕つかまってください」

　ポンポン、と旅館で仲居を呼ぶかのように葉多恵が手を打つ。

　ギュイーム、ガチョン。　ギュイーム、ガチョン。　ギュイーム、ガチョン……。

　妙みように古典的な機械音を伴ともなって、二つの人ひと影かげが玄関ホールに繫つながる廊ろう下かの左右から現れる。

「いひひひひゃっ！　見ぃたまえ！　この日のために二日で作り上げたボクの最高傑作!!　〝メカスズラン・Ａエース〟！　そして〝メカヒデオンαアルフア〟の姿をさぁああああああああああああああっ!!」

「「……。」」

　ギュイーム、ガチョン。　ギュイーム、ガチョン。

　外板は銀色の地金剝むき出し、鋲びよう留めの非常にクラシックな風ふう貌ぼうをしたそれが、頭部から伸のびた怪あやしいアンテナをグルグル回しながら歩いてくる。背中部分もゼンマイを巻くアレのようなものがグルグル回っている。

「さすがはドクター葉月、恐おそろしいほどの完成度です！　そっくりすぎてもう、この葉多恵ちゃんの目にはどっちがホンモノやら!?」

「ひひっ……そうだろう？　まあそうだろうねぇ……何しろ初代聖魔王鈴蘭と、真の二代目聖魔王とも噂される川村ヒデオ、人間種族最強の二人の外観と能力を余すところなくコピーした究極の人造人間だからねぇ……ひぃっひひひ」

　まず鈴蘭が力ちから一いつ杯ぱい叫さけんだ。

「そこまでなくはない!!」

　追ってヒデオも主張した。

「そこまで。逆三角形では、ない」

　葉多恵は肩かたをすくめてやれやれと。

「おやおやお二人とも、言いたいことはそれだけですか？　散々痛い目に遭ってから捕まるか、いま素す直なおに投降するか、選せん択たく肢しは二つに一つです!!」

「ひっ!!　ひひいっ!!　そ、そそっ、それとも、やっちゃうのかい!?　このボクの最高傑作と正面から向き合い、その性能をフルに発揮させてくれるというのかいぃいいいいっ!?」

　鈴蘭が言った。

「……どうしようか、ヒデオくん。正直、めんどくさい」

「ええ。気持ちは、よく」

　ヒデオは素直に頷うなずいた。

「私としてはとりあえず、解げ毒どく剤ざいだけでも奪って、あとはご主人様たちが帰ってくるまで放置……」

「あ、それは無理です」

　呆あつ気けなく否定した葉多恵に、鈴蘭が瞬き一つ。

「なんで？」

「その解毒剤は今、この二体のロボットの燃料として使用していますので」

「どういう理り屈くつでっ!?」

「「……。さあ……？」」

　顔を見合わせた医者と看護師が、二人揃そろって首を傾かしげた。

　お互たがい通り一いつ遍ぺんの知識は備えているものの、特に得意とする先進的すぎる分野の知識量には隔へだたりがある。

　ドクターは葉多恵の薬品の複雑怪かい奇きな組成のどの成分がエネルギー源として働くのかわからず、葉多恵はこの常じよう軌きを逸いつしたロボットの何がそれをエネルギーに変へん換かんできているかを理解していないのだ。

「それと私の計算では社長たちが帰ってくるより早く、恐らくは一両日中にお二人の精神が崩ほう壊かいします」

「「……。」」

「まあ大人しくしてくれれば無理にこのロボットたちを動かす必要もないですし、そしたら今すぐ中から取りだして投とう与よすれば済む話かと」

　……なるほど。

　ヒデオは意志を持って鈴蘭の方を見た。

「うん。とりあえず、目的だけははっきりした」

「ええ。その、ようです」

　己おのれたちを模した明らかな劣れつ化かコピー品へと向き直る。

　要は一両日中にこのポンコツをぶっ壊こわして解毒剤を手に入れればいいのだ！

「そうと決まれば、炎えん獄ごく……！」

「ひひっ！　行けっ、メカスズラン！」

「やっておしまいなさい、メカヒデオン！」

　二人揃って手を振ふりかざす。

《リョーカイ。超ちよう電磁スズラン発射シマス。ＦＯＸ３、ＦＯＸ３》

《目カラ。ヴィ～～～～～～～～～～～～～～～ム》




　バシュッ!!　ピカッ!!　ギュピィンッ!!




　ドドドドドドドドッ──!!




「「「「……。」」」」

　メカスズランが背中のロケットブースターで一直線に飛ひ翔しようし、その後を追うようにメカヒデオンのビーム光線が駆かけ抜ぬける。

　それだけで玄げん関かんホールの表側の全てが吹ふき飛び、前庭、数百メートル先の門もん扉ぴまでの全てが焦しよう土どと化した。

「って、なんでドクターと葉多恵さんまで私たちと同じあんぐり啞あ然ぜんのリアクションなんですか!?」

「え～、それが私も、ここまですごいものだとは思わなかったもので……ドクター？　これは計算通りということでよろしいので？　さすがにあとで怒おこられそうな気がするんですが」

「ひひ……それがだねぇ、ナース。設計通り一から十までボク自身が全て完かん璧ぺきに造り上げたものであれば、ここまでの大量破は壊かい兵器になるはずがないんだよ……ひ、ひ、ひひっ……、まさか、まさかそんな、このボクに限ってミスなんてものがあるわけがっ……ひい!?　ひいいいぃッ……!!」

　元がアレなだけあり、いきなり精神が崩壊しそうな程ほどの動どう揺ようを見せるドクター。

「燃料ではないですか？」

「あら、ウィル子じゃないの」

　ウィル子が姿を現したのを受けて、ノアレも姿を現した。

　ドクターがけろりとして葉多恵を指差す。

「ああ、そうだよ。燃料だ」

「えっ？　えっ？　なんですかそのさも私が原因のような推論は。元はと言えばドクターがあんな怪しげな劣化学天測を制作しなければ」

「待っ、ままま、待ちたまえよ君ぃ!?　そもそも君があんな怪しげな薬を作らなければぁっ！」

「いえ、あなたがこのお屋や敷しきくらい広いラボが欲しいとか言わなければ！」

「いや、君が魔殺商会を乗っ取ろうだなんて言い出さなければ！」

　ケンケンガクガク。




《超電磁スズラン発射シマス》

《目カラ、ヴィ～～～～～～～ム》




「「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああ!!」」

　どっちが悪いかは知らないが、醜みにくい言い争いに夢中になっていたマッドなドクターとナースはそれらの攻こう撃げきを避さける間もなく吹っ飛んだ。

　二機のロボットの攻撃は強力だが、その破壊力ゆえに連続使用はできないらしい。第二波もどうにか身を伏ふせてかわしたヒデオと鈴蘭はその隙すきに起き上がり、走り出す。

「とりあえず武器を取りに行こう、ヒデオくん！」

「……ええ。そう、しましょう」

　すぃーと追ってきたウィル子とノアレが言った。

「何やら賑にぎやかなので来てみたら、またすごいことになってますね……」

「ウィル子のチカラでなんとかできないの？　機械ならそんな感じのプログラムとか積んでるでしょ」

　鈴蘭がポンと手を打つ。

「それだ！　ノアレちゃん！」

　ヒデオも頷く。

「それだ、ウィル子」

「いや、マスター。ですからウィル子は、感かん染せんとかそういうのはもう卒業したので。さすがにマスターが死にそうになったら考えますが……」

　チラッ、と鈴蘭がヒデオの方を見る。

　ヒデオは気付かないフリをして走り続けた。




　　　　⑥




　解毒剤のこともあるが、あれ以上の暴走も食い止めなければならない。

「なんでも好きなもの持ってっていいから！」

　見慣れたＭ16を肩から提さげて、ありったけの弾だん倉そうをメイド服の腰こしに巻いた鈴蘭。

　営業部の中でも特務課と呼ばれる部署の用具室には、第三次世界大戦でも始められそうな数と種類の現代火器類が保管されていた。

　早い話が武器庫である。

「しかし……あのドクターの、作ったものに。銃じゆう弾だんは、効くのでしょうか」

「う……。確かに、ただのロケランでも効き目が薄うすいかも……？」

　加えて言えばきちんと訓練を受けたわけではないので、ヒデオとしては実弾とかはさすがに触さわりたくなかった。

　古風なロボット故ゆえに足は遅おそいながら、ギュイームガチョンというよく目立つ足音は確実に近付いてくる。

　仕事の時は念のため持ち歩いているサングラスも、タキシード姿の今はない……が。

（……、これは……）

「また懐なつかしい物が出てきましたね、マスター」

　ああ、と。ウィル子へ頷き、ヒデオは一ひと振ふりのチェーンソーを取り上げた。これならまあ跳ちよう弾だんなんて危ないこともないし、鉄板でも切り裂さけそうだ。

「急いで！　ここじゃ袋ふくろのネズミだ！」

「ええ、今……」

　急いで鈴蘭の後ろに続き、部屋を飛び出す。

「喰くらえ、喰らえっ！」

　廊ろう下かの角に見えた二体のメカに、鈴蘭がフルオートでワンマガジンを一気。

　厳密に女子力というわけではないが。姿勢が良いというだけで、銃弾をバラ撒まく鈴蘭の、妙みような格好良さはなんだろう。

「可か憐れん？」

　ノアレの一言に、ヒデオは素す直なおに首を傾げた。手に持っているのが花束とかならまだしも、咲さかせているのは銃火であり、漂ただよってくるのは色気のない硝しよう煙えんの匂においばかりである。

「うあ……やっぱりこれじゃ全然効いてないな……！」

　ギュイーム。ガチョン。

　ギュイーム。ガチョン。

　振り返る二体。

「目標捕ほ捉そくシマシタ」

「目標ヲ。捕捉した」

　と。

　ギョムンギョムンギョムンギョムン！

　突とつ如じよとして二体ともがＭＳの駆く動どう音を響ひびかせ走り出す。モノアイの音と共に眼めを輝かがやかせる。

《死ネェッ！》

　身軽に躍おどりかかったメカスズランのパンチを、鈴蘭がさらりとかわす。

「死ねって、お前らの目的は抹まつ殺さつじゃなくて捕ほ獲かくじゃないのか!?」

「あー……、それなのですが総そう帥すい」

　ウィル子が言った。

「恐おそらくこの二体は総帥とマスターにそっくりに作られすぎたために、二人と入れ替かわろうとしているのではないかと」

「なぜ」

　ヒデオは山ほどある疑問を、その一言に集約させる。

「あー、つまり、オリジナルの二人がいると自分たちが偽にせ者ものとバレてしまうからでは？　あと、この世界に総帥とマスターは一人しかいらないとか、そういう感じで」

　それは有り体ていに言ってこっちの台詞せりふなのだが。

「というか、入れ替われると思ってるわけ？」

　ノアレの理解及およばぬ様子に、ウィル子が肩かたをすくめる。

「さあ。どうも行動原理を司つかさどっているのが知能ではなく、ただのＯＳのようなのでそういう行動パターンになっているとしか……内部スピーカーで音声発信できるように、ちょっといじってみましょうか？」

「それはしてもいいの？　電子の神」

「パソコンに繫つないでプログラムのパターンをモニターするか、音声で聞くかの違ちがいというだけです……よ、っと」

　ウィル子が、まずはメカスズランに向けて指を一振り。その眼が、ピコピコと明めい滅めつした。

《コピー元ノ貴様ガソンナダカラ、私ノ胸部装そう甲こうモコンナニ薄ク脆ぜい弱じやくニ設計サレテシマッタノダッ──!!》

「炎えん獄ごく、死ねっ」




　ずぼふっ!!




　わざわざ弱点と暴ばく露ろした胸部を狙ねらわれることすらなく、メカスズランは頭部を青白い炎ほのおで吹ふき飛ばされて活動を停止した。

「……呆あつ気けない幕切れだったわね……」

　わかってはいても微び妙みような表情を浮うかべるノアレ。

　ヒデオはヒデオでメカヒデオンの攻撃をかわし、チェーンソーを振り回していた。メカスズランに比べて動きに軽快さも洗練もなく足も速くはない。

　要はオリジナルの身体能力に忠実に設計してあるらしく、ヒデオがあのドクターの凝こり性しようというか妙な律りち儀ぎさに感じ入っていた頃ころ。

「えー、それではマスターのメカの方も……えいっ、と」

　ウィル子が指を一振り。

「無む駄だダ、オリジナル。僕ニハ。勝テナイ」

「っ……、何を。突とつ然ぜん……」

「君ハ所しよ詮せん、人間ダ。シカモ。チェーンソーナドトイウ、重イ物ヲ。振リ回シテイル。スグニ……体力ノ。限界ガ、来ルダロウ」

「っ……、く……」

　確かにチェーンソーは重く、無手の身軽な相手にはなかなか当たらない。無む闇やみに振り回しても、スタミナを消しよう耗もうするだけだ。かといってメカのパンチやキックも、元がヒデオと同じパワーなのでガードさえできればさほどのダメージはない。

　要は拮きつ抗こう状態であった。

　その様子に、おお、と精せい霊れい二人。

「こちらは白熱しそうな感じなのですよ～！」

「きっかけが女子力なんて下らないコトじゃなかったら……と思うと、もったいないわねぇ」

　解毒剤を取り出すためにどうにかメカのボディを開けようと四苦八苦する鈴蘭の横、世間話にでも興じるような二人の精霊の側、ヒデオはメカヒデオンの推測通りに疲ひ弊へいし始めていた。

《ドウダ、オリジナル。コレガ。メカノ、ＰＯＷＥＲダ……》

「……黙だまれ。デク、人形が……」

《タカガ。ヒキコモリノ、分際デ。イツマデ、強ガリヲ言ッテ、イラレルカ。見物ダナ……》

　ウィル子がぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「しかもメカの方はデフォでカッコイイモードのマスターなのですよー!!」

　しかもウィル子の目がちょっと輝いている。

《マア。見テオケ、ウィル子。真ニ。君ニ相応ふさわシイノハ、ドチラノマスターカ……今。ハッキリト、サセテヤル……》

「はいっ、メカマスター!!」

　目が、キラッキラ輝いている。

「……ウィル子。君は、どっちの……」

「なんですか、普ふ通つうのマスター」

　素すに戻もどった。

　……。

　…………。

　……………………普通って………………。

「ヒデオ。ヒデオ、頑がん張ばって。そんな特とく殊しゆな嗜し好こうを持っているのはウィル子だけだから」

　最初の目ビームの時に一番はしゃいでた気もしたけどなんだかんだで優やさしいですよね、ノアレさんは。

「全ク。コンナ幼女ニ同情サレルヨウナ、情ケナイ男ガ。僕ノオリジナル、ダトイウノカ……情ケナクテ、冷れい却きやく水すいガ出ル」

　涙なみだが出る機能はないらしい。

　ふと思ったようにノアレが言った。

「でも喋しやべり方とかほんとヒデオにそっくりよね」

　噓うそつけ。いくらヒキコモリだからって、自分はこんな辿たど々たどしくスカした喋り方をした覚えはない。

「「えっ……？」」

　……えっ？

「隙すきアリ」

「っ……」

　ゴイン！　と強きよう烈れつな頭ず突つきを喰くらうヒデオ。鉄球で頭を殴なぐられたも同然であり、ヒデオは堪たまらずよろめいた。

《トドメダ、オリジナル。今コソ、見セテヤロウ……コノ、メカヒデオンαノ。秘ひメラレシ、真ノ姿ヲッ……》

　メカヒデオンが両足を肩かた幅はばに開き、両手を腰に。

　ガキィ！　ギュキーン！　ガシューン！

　頭頂部装甲パネルが回転、アンテナが格納されると同時、円えん錐すい型のパーティー帽ぼうのようなシルエットが迫せり上がる。

　ギュイーン！　ガン！　ガヒィィィン！

　左右の水平いっぱいまで伸のばした両りよう腕うで、肘ひじから先が九十度天を向いた刹せつ那な、すぼめた左右の手指型マニピュレーターが変形し、前ぜん腕わん部装甲が展開、中世騎き士したちが使用した馬上槍やりのような鋭するどい円錐状に変形する。

　ギュオオオオオオオ……！

　ギキャァアアアアアアンッッ──!!




《メカヒデオンα・フルドリルカスタム！　ココニ推参ッ──!!》




　そう、まさに。

　メカヒデオンα・フルドリルカスタムがここに推参したのである……!!

「……。」




　　　　⑦




「見てウィル子!!　ドリルよっ!!　ドリルだわっ!!」

「はいノアレ!!　ドリルです!!　ドリルなのですよ～っ!!」

「すごい、すごいよヒデオくん!!　ぜひうちの会社に再就職を!!　バイトでもいい!!」

　……。

「……。まさ、か……」

《ドウヤラ……気付イタヨウダナ、オリジナル。ソウ。アノトキ、君ガ。移植サレルハズダッタ……コレガ。ソノ、ドリルダッ……》

　本当に用意してたのかあのドクター。

　まさか本当に冗じよう談だん抜ぬきで現物を用意する程ほどまでに本気だったのかあのドクターは。

《喰ラエッ》

「っ……」

　ドリリリリリリリリリリッ……!!

　メカヒデオンのレフトドリルが激しく回転し、凄すさまじい破は砕さい音を伴ともなって壁かべに大穴を開ける。咄とつ嗟さに避よけていなければ、人体など二目と見られぬ有様となってしまっただろう。

「ホンモノだわーっ！　ホンモノのドリルよっ！」

「ロマンと実用性を兼かね備えたホンモノのドリルなのですよーっ！」

　キャッキャッ☆

《アノトキ。君ガ素直ニ、ドリルヲ移植シテモラッテイレバ。コンナ目ニ遭ワズニ済ンダモノヲ……》

「……くっ」

　ドリリリリリリッ!!

[image: ]

　真っ直すぐにヒデオ目め掛がけるライトドリルを、チェーンソーで払はらい除のける。

《無駄ナ、足あ搔がキダ。ルックス。戦せん闘とう能力。モテ度……全すべテニオイテ、僕ハ。オリジナルを凌りよう駕がスル……》

　しかし。

「っ……しかし、機械マシーンだ」

《強ガリヲ、言ウナ》

「何っ……」

《君ノ忠実ナコピーデアル、僕ニハ。君ノ思考パターンモ、インプットサレテイル》

「それがっ……、何だと。言うのか」

《変ワリタイト、願イ続ケテ……君ハ。結局、変ワッタノカ》

「ッ……。そ……れ、は……」

　まるで、そのドリルに心の深い部分を抉えぐられたようで、その衝しよう撃げきにヒデオはわずかによろめいた。

《見ロ。僕ハ。君ガ持ツ、限リナイ可能性ノ、一ツノ姿。アノ時ナレタハズダッタ、君ノ、モウ一ツノ姿ナンダ》

　ッ……。

《カッコイイ、僕》

　ギュピィムッ！

《強イ、僕》

　ドリリリリリリリリッ！

《ソシテ。モテマクリノ、僕》

　ガキッキィーン！

「すごい！　私こっちと契けい約やくしたい！」

「メカマスター万ばん歳ざいなのですよー！」

「使い減りしない社員って奴ど隷れいみたいで最高だよね!!」

　あ……、ああ……。

《……故ゆえニ、自分ニ自信ヲ持チ。何事ニモ物もの怖おジシナイ。君自身ガ、求メ続ケテキタアルベキ姿ダ》

　やめろっ……！

　人間より機械の方が優すぐれているなんてこと、あるはずがない……！

《コノ、科学万能ノ時代ニ。人間デアルコトニ、ドレホドノ意味ガアルトイウノカ。君ガ人間デアル限リ。君ハ……コノ世界ニ腐ルホドイル、ヒキコモリノ中ノ。タダノ一人ニ過ギナイ》

　ああ……あああっ……！

《……選せん択たくヲ。誤ッタナ、オリジナル。コピーニモ劣おとル君ニ。最も早はや、明あ日すヲ生キル価値ハナイ……》

「……ッ…………」

　ついにヒデオは、その場に力なく跪ひざまずいた。

《ヤット……ワカッタヨウダナ。ソウ、真ノ、川村ヒデオハ、ドチラナノカ。ダカラ、僕ハ君ヲ倒ス。僕ハ……君トイウ枷リミツターカラ解放サレル！　真ノ川村ヒデオハ、僕ダ……！》

「……ああ。わかって、いる」

《何ッ……》

　メカヒデオンの光学センサーが捉とらえたときには、すでに。

　ヒデオの振ふり上げたチェーンソーが、レフトドリルを切り落としていた。

「だから。きっと君も、だめなんだろう」

　脊せき椎ついの痛みによるバネのような反動を利用して振り返り様、一種の憎にくしみを込こめた無限軌き道どうがライトドリルを付け根より切断する。

　その流れるような動作は、鈴蘭やウィル子をしても見とれさせるほど鮮あざやかなものだった。

《馬ば鹿か……馬鹿、ナ……一体……。ナゼ……》

「僕は。調子に乗ると、とことん失敗する。僕の忠実なコピーであるのなら……つまりは。そういうことだ」

　事実、このメカヒデオンもあるときからまるで棒立ち。こちらの突とつ然ぜんの行動に、一いつ切さい対処できなくなっていた。

　自己満足という名の充じゆう足そくを得ることだけに夢中になり、他の一切に考えが及およばなくなる。まったく、そんな余計な部分までこのメカはソックリなのだ。

　だからヒデオはムカついた。自分自身のことだからこそ……容よう赦しやなく攻こう撃げきするにも値あたいした。

《ッ……物理ハードデ、勝テナイカラ……精神ソフトノ欠点ヲ、突つイタノカ……》

　そう、奇くしくもそれは最前、メカヒデオンがヒデオの心の弱さに付け込み、ヒデオの戦意を喪そう失しつさせたように。

　死ぬほど悩なやんだ自分自身の心のことだ。

「そして僕は。調子に乗った僕が……一番、嫌きらいだ。そんな恥はずかしい者は……、この世に。二人もいらない」

　ヒデオはチェーンソーを振り上げた。

「そんなのは。僕一人で、充分だ。……そうだろう」

《……アア。ソノ通リ、ダ……》

　これは訣けつ別べつだったのかも知れない。

　過去の自分との。

　あの時ああしていれば。こうしていればという、数限りない可能性との……行動としての、訣別。

　何度でも思い出そう。どんなに駄だ目めでも、そんな自分を心配してくれる仲間がいて、それを奇き跡せきと呼んでくれた人がいたことを。

「……僕は。僕で、いい」

《……ソレデコソ、僕ノ……オリジナル……》

　ヒデオが頭部目掛け、万感を込めてそれを振り下ろそうとしたとき。




　ビーッ……。




　ブザーが鳴り。糸の切れたようにガクンと。メカの頭部が傾かたむいた。

《……エネルギーガ切レマシタ。エネルギーヲ補充シテクダサイ……。ビー……。エネルギーガ……》

　メカヒデオンのボディが何をするでもなく、重力のままにバランスを崩くずし、その場に倒たおれ込む。

　ヒデオは一息つくとチェーンソーのエンジンを切り、その場に置いた。

「さすが闇やみと契約するだけのことはあるわね、ヒデオ！」

「さすが真のマスターなのですよー！」

　普ふ通つうって言ったくせに……。

　まあ別にそれについて怒おこるつもりもない。

　一方でおだてて何が出るわけでもないくらい、この二人だってわかっているだろうに。

「……結局は。鈴蘭さん」

「え？　なに、ヒデオくん」

「ありのままの、自分で。いいのでは、ないかと」

　女子力だとかコミュ力だとか。

　変わらないものは何をやっても変わらないだろうし、変わろうと思えば少しずつ変わるのかも知れないが。

「ま、そうだよね。慣れないことしようとした結果が、この有様だしね……」

　腰こしに片手を当てた鈴蘭が、窓から荒あれた庭を見下ろし髪かみを搔かく。

「まあ……少なくとも、僕は。鈴蘭さんは今のままでも、充分に。魅み力りよく的だと」

「……えっ。えっ？　な、なに？　いま私、口説かれた……とか」

　……。

「いえっ。いえ……そういう、意味ではなく。こう。充分、カリスマというか。社員にも、実際に好かれていると……そういう」

「あ、ああ、うん……そうか、そうだよね」

　ふう、と一息ついて肩かたを落とした鈴蘭が、虫歯でも痛んだように背を伸のばす。

「あ～……、それより解げ毒どく剤ざいなんだけど」

「……。」

　思い出したヒデオがどうにかしてメカヒデオンのボディを開けると、エネルギー切れというだけあって容器の中は既すでに空っぽになっていた。

　ボディの開け方がわかった鈴蘭がメカスズランのボディを開けると、そちらももう四分の一も残っていなかった。

「……つまりだヒデオくん。最初のあのすごい技わざを途と中ちゆうから出さなくなったのは」

「恐おそらく……ガス欠に。なる、からだと……」

　だったらあんな真しん剣けんにならなくてもよかったなーと二人で思いつつ、解毒剤を作らせるために葉多恵を、屋や敷しきを直させるためにドクターを、叩たたき起こしに向かうのだった。

「……ノアレ。結局マスターは誰だれがいいのでしょうね」

「霧きり島しまレナには一応好意があったみたいだし。そういう明るい系のベクトルで言えば、鈴蘭もアリなんじゃない？」

　おお～……。

「……で、実際のところは？」

「前に酔よっぱらったとき全部自分の嫁よめとか言ってたし、どうなのかしら」

　ああ～………。




　　　　⑧




　数日後。

　名護屋河宅。

「姉上！　姉上！　朝です！　姉上！」

「むにゃ～……うるさいなぁ～……。お給料現物支給に……。……カ、カニ……」

「まったく……素す晴ばらしかったのはたった二日三日だけで、これではまた元の木もく阿あ弥みではありませんか……」

　わけのわからぬ夢を見ているらしい姉を見下ろしたまま、睡蓮は一息に毛布を引っぺがそうとして……。

「……」

　以前と違ちがい、引き剝はがせるほどきちんと。鈴蘭の身体からだに毛布が掛かっているのに気付いた。ふと見み渡わたせば、部屋の中にも脱ぬぎ散らかした服や、食べかけのお菓か子しの袋ふくろなども見当たらず。

　下から母の声。

「睡蓮？　日曜日だし、起きないなら寝ねかしておいてあげなさい？」

「……はい、母上……」

　理想の姉上像には、また遠くなったが。

「……全く」

　睡蓮は静かに呟つぶやくと、起こさないようにそっとその場を離はなれた。

「にゅふ～……睡蓮は……可愛かわいいなぁ……」

「……。ま……全く……、日曜日だけでございますからね……」

　そしてドアを閉め様。

「ほら睡蓮～……。お手～……。お座り～……。チ……」

「姉ぇッ!!」

　敷しき布ぶ団とんごとひっくり返してやった。




　　　　◆




　後日行われた、魔殺商会社員に対する意識調査結果。







　Ｑ24・総そう帥すいに女子力はあると思いますか？




　大いにある　24・１％

　まあまあある　30・５％

　あまりない　０・２％

　絶無　０％

　可か憐れんである　45・２％







　Ｑ58・川村ヒデオ氏を我が社で再さい雇こ用ようすべきだと思いますか？




　全身タイツならいいと思う　30・３％

　ドリル装備ならいいと思う　10・２％

　ビームだけでいいと思う　０・２％

　いっそサイボーグ化すべきだ　59・３％







「……という結果が出たんだが、ヒデオくん」

「断固。お断り、します」







　あとがき




『ストライクウィッチーズ劇場版』ＢＤは予約済みです。




　担当が代わりました。

　一時、編集部の新体制移行の名目で暫ざん定てい的に敏びん腕わん女性編集長ｍ閣下が私の言論の自由の監かん視しを兼かねるかのように担当を兼けん任にんされていたのですが……このたび正式に、Ｗ氏に代わる担当者が決まりました。

　何と女性です！

　初顔合わせの時にメガネかけて来やがりました!!

　メガネかけて来やがったんですよねッ!!

　メガネッッッ!!




　まあ視力に罪はないのでそれはいいのですが、そのＩさん。お若いです。今年四月の異動で編集部へ来たばかりだそうです。Ｗ氏は私と同い年だったのですが、ついに担当が私より年下になってしまいました。

　いやっほう？　この私が華はな々ばなしくも軽々とそんな奇き声せいを上げるとでも思いましたか？

　当初こそ編集長から「うちの若い者をよろしくお願いします」的に言われて「じゃあキャリア十年の私が一流の編集者に育て上げて見せようじゃないですか、はっはっは」とか一ひと頃ころの育成ゲームさながら盛せい大だいに勘かん違ちがいしてみたところ、よくよく考えたらこの就職難の時代に角川書店という超ちよう一流企き業ぎように入ってくる時点で超エリートです。そう、賢けん明めいな皆みなさんはもうお気付きかと思いますが、これは編集部の画策した陰いん謀ぼうだったのです。いわゆる『北風と太陽』作戦というやつです。

　一例を挙げますとこの本の作業中、私が「週明けまで締しめ切り述ばしてもらえませんかね、もちろん間に合うように鋭えい意い努力はしているんですけど念のため」的なことをメールで言いました。この場合の対応を、歴代の担当と比ひ較かくしてみましょう。





初代Ｘ「いいよいいよ。林君は待ってればちゃんとしたもの上げてくれるから」



　信しん頼らいしてもらえるというのは、掛かけ値ね無しに嬉うれしいものです。





二代Ｗ「そういうことでしたら週明け、楽しみにお待ちしております！」



　作家のためなら引くべきところはさりげなく引く。非常に良くできた編集者です。





当代Ｉ「林さんはそんなプチおねだりのようなことをおっしゃりつつも、

　　　　私もｍも週末にピッチリ原げん稿こうをくださると信じておりますよ！」



　譲ゆずりやがりません。




　初顔合わせではパリッとスーツを着こなし、私のようなスレた人間には正視に耐たえられぬくらい「私憧あこがれの先生にお会いできて光栄です！」チックに目をキラッキラさせていた夢とキボーに溢あふれる新米編集者の若い女の子が「私先生ならできるって信じてます！」とか卑ひ怯きようじゃないですか！　えるちゃんの「私、気になります！」みたいなもんじゃないですか！　あれもう男に対する一種の脅きよう迫はくですよね。

　ことほど左様に若さだけを売りにしているわけでもないのが担当される側としてはタチの悪いところでして、先の一文ひとつ取ってみても可愛かわいらしい純真さを全面に押し出しつつ、よく見るとさりげに編集長閣下の後うしろ盾だてがあることをアピっていたりして三次元の女の子怖こわい。

　そんなわけで今巻、彼女の指示で第一稿こうより半分近く改稿しております。先制パンチで出鼻どころか首から上が弾はじけ飛んだ気分ですが、面おも白しろいと感じられた読者さんがいらっしゃいましたら、それは彼女の力ちから添ぞえの賜たま物ものです。そして実際にそのような好意的な感想が届くと私としては早くもＩさんに頭が上がらなくなり、そのまま尻しりに敷しかれ足あし蹴げにされて胸が熱……とか書いていたら今しがた電話が来ました。

「今回あとがき八ページですけど、私のことイイ子に書いてくださいね！」

　一つ言っとくがお前電話の声は編集長の方が可愛いからな。




　八ページだそうです。

　今までさほど気にしていなかったのですが、ふと思って他の先生方の作品を手に読み返してみますと、あとがきなんて読後感を阻そ害がいしないよう一～二ページほどでそつなくまとめられていてかっこよく、こんな長々とどうでもいいことばっかり書いてる人って意外と少ないようです。私としては作家が唯ゆい一いつ、作家自身の言葉で物事を伝えることのできる公おおやけの場ということで、作品を通してだけでなく、より直接的に読者さんとの対話や繫つながりを大事にしたいとの思いから、編集部より提示された枚数をこうして黙もく々もくと消化している次し第だいです。




Ｉさん「林さんはブログはなさらないんですか？」

　俺　「あとがきで書くことなくなってもいいんですか？」




　直後、ものすごい勢いで絶対やるなと釘くぎを刺さされました。

　なるほど、最近はブログやツイッターがありますからね。他の先生方はそれらをうまく活用することで、ファンの方とのより密接な交流を図はかっておられるようです。私の場合、ブログじゃなくて個人サイトを持ちたいのですが、そういうＨＴＭＬのタグとかの勉強をするのがめんどくさくて結局何もしていません。

　一時の勢いだけで作られたようなミスマルカの公式サイトが案の定まるで放置されているので、更こう新しんしないなら私が自由に書き込めるスペースでも作って欲しいんですけどね♪　「作品解説のコーナー」とか「裏設定のコーナー」とか「オススメのゲーム（含ふくむ18禁）を紹しよう介かいするコーナー」とか「ＫＴＣ応おう募ぼ用お蔵入りプロットのコーナー」とか「本当にあった！　実録スニーカー編集部のコーナー」とか勝手に作って、ものすごい勢いでアクセスカウンター回した直後に一発でサイト閉へい鎖さに追い込む自信があります！

　……ああ、だからやるなと？　つまり言論の封ふう殺さつではなく、編集部の検けん閲えつを受けない自由闊かつ達たつな表現がネット上で油田火災並みのお祭り炎えん上じようを引き起こすことを未然に防ぐための愛の鞭むちだと？

　鞭なら仕方ないです。




　ネットといえば……私がヒマなときに書き溜ためたものを嫌いやがらせ半分に投げたら編集部が真に受けてしまい個人的に取り返しが付かなくなっている『現役プロ美少女作家が教える！　ライトノベルを読むのは楽しいけど書いてみるともっと楽しいかもよ!?』が、とうとうザ・スニーカーＷＥＢの方で掲けい載さいされてしまいました。

　ラノベ屋の女の子とライトノベルに興味を持った高校生の女の子たちが、ライトノベルを通して時にすれ違ちがい、時に分かり合いながら友情を深め、成長していく、ゆるふわ日常系ハートフル青春群像コメディです。今どきの流行に乗った感じですね。

　ね、もう読まれた方がうんうんと頷うなずいています。

　書いた本人がハートフルだ、っつってんだからいいんだよ！　じゃあ逆に聞きますがあれどんなジャンルに分ければいいんですか！　別に逆ギレなんてしてませんよ！　あと早くもたくさんの好意的なご感想、本当にありがとうございます。一度にあんなに感想をいただいたのは実は初めてで、ちょっと心の汗あせ（半分は驚おどろきの冷や汗）が出ました。

　本当に書いてよかったです。




　ではご挨あい拶さつです。

　イラストレーターの上田さん、不定期な依い頼らいになりますが毎度ありがとうございます！　Ｉさんがイラストを見るたび「上田さんはハイパーです！　ハイパーですよ！」と盛り上がっていました！　新刊で購こう入にゆうされた読者さんにおかれましては、ぜひ広告帯をめくってカバーイラストをご覧下さい！　美野里の絶対領域が帯に隠かくれているという鬼おに仕様となっております。

　で、女の子なのにそれを見て私以上に興奮していた新担当Ｉさん。林トモアキが売れっ子になるかどうかは、スニーカー編集部期待のホープと名高いＩさんの手しゆ腕わん一つにかかっているといっても過言ではありません。なんか売れることを丸投げするための言い訳のように聞こえるかも知れませんが、Ｉさんはやればできる子だって先生は信じてます。これからよろしくお願いします。

　読者の皆みな々みな様さまにおかれましては、此度も拙せつ著ちよ「レイセン」をお手に取っていただき、ありがとうございます。オマケのクセに本編である「マスラヲ」と巻数で並んでしまいました。オマケと高を括くくってオリガミキャラなんかで自由気ままに話を作るのはとても楽しく、また、レイセン後の新シリーズのための布石をばらまいていることもあるのですが……今巻をターニングポイントに、そろそろまた、一つの区切りへ向かおうかと考えている次第です。もっと筆が早ければいいのですが、ミスマルカというシリーズも続けているので申し訳ない限りです（でも連れん載さいの頃ころよりは刊行ペースは早い……はず）。

　さて次に出るのはミスマルカです！

　前回のミスマルカのあとがきが少しだったのでこの場を借りて告知しますが、次のミスマルカはストーリーの本筋から少し外れたお遊び的なものとなります。シリーズ十巻到とう達たつの個人的なお祝いのようなもので、お遊び（別にゼンラーマンが出るわけではなく）なのでご期待下さいとも胸を張って言えず、レイセンだけ読まれている方にも、ミスマルカ本編を楽しみにされている方にもこれといって得はないのですが、それ以外の方。

　十二月（予定）の新刊コーナーで「だからトモアキは……（嘆たん息そく）」って度ど肝ぎも抜ぬいてやる!!

　……やっぱり抜かないかも知れません。残ざん酷こくですしね、肝とか。

　それでは次のミスマルカか、でなければレイセン六巻でお会いできることを願って！




　二〇一二年　七月


林　トモアキ　　
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